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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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バラの酔っぱらい







　　　　一




「宝ぱお貝ぺいだ宝貝だ、絶ぜつ対たいに宝貝の仕し業わざに違ちがいねぇ！　不自然だ、あまりにも不自然すぎる。あぁ、もうふざけるな！

　ぬえい。髪かみを引っ張ってんじゃねえ！　そのスルメをどけろ、漬つけ物ものも引っ込めろ。

　糖ぬか漬づけを肴さかなに酒を飲むほど、俺おれはまだ人生に煮に詰つまっちゃおらん」

　のどかな春の日ひ射ざしの下、八十六人の酔よっぱらいに、揉もみくちゃにされながら、棍こんを握にぎりしめた青年、殷いん雷らいは叫さけんでいた。

　老ろう若にやく男なん女によの酔っぱらい、若い方は二は十た歳ちぐらいから、結けつ構こうな歳としの老人もいる。

　さながら正月間近の魚市場か、厳げん冬とうの日ひ溜だまりの中で、もつれあう猫たち、通つう称しよう猫玉といった感じだ。

　殷雷は相あい棒ぼうに向けて声を張りあげた。

「おい、和かず穂ほ！　お前の馬鹿師し匠しようは、どんな宝貝を造つくったっていうんだ。

　なんの宝貝が、こんな、すっとこどっこいな状じよう況きようを巻きおこしていやがるんだ！　っておい、和穂、どこにいる！　はぐれてしまったか？」




　とうの和穂の姿は、酔っぱらいの団体の中に完全に埋うもれていた。

「殷雷！　どこにいるの？」

　声を出すのがやっとの和穂だった。

　だが、彼女の涼すずやかな声では、酔っぱらいのざわめきを突つき破やぶる事が出来ない。

　彼女は必ひつ死しになって、殷雷、すなわち旅の同行者を捜さがした。たいして大おお柄がらの男ではないので、人ごみの中、簡かん単たんには見つかりそうにない。

　殷雷は懐ふところが狭せまく、目がチカチカするような奇き妙みような黒色の、袖そで付き外がい套とうを羽は織おっているのだが、それらしい姿は、見あたらない。

　押おされながら、苦労して体たい勢せいを変え、もう一度、見回す。

　長い髪を適てき当とうに括くくった、殷雷の頭だけでも見つからないかと、見み渡わたすが、やはり視し界かいには入らない。

　殷雷がいつも、肌はだ身み離はなさず持っている、銀色の棍も見えなければ、鷹たかだか鷲わしだかを思わせる鋭するどい顔も、もちろん見えない。




　同じように殷雷もまた、見失った和穂の姿を捜していた。

「か、和穂、どこにいる！」

　殷雷の周囲の酔っぱらい密みつ度どは、和穂の周まわりの比ではなかった。

　大声を出せば、ちょっとやそっと離れていても、和穂に声ぐらいは届とどきそうなのだが、酔っぱらいに揉まれ、肺はいの辺あたりを押さえつけられ、呼こ吸きゆうをするのがやっとだった。

　だから、殷雷の声は引き絞しぼるような、掠かすれた声にしかならなかった。

　殷雷は、必死になって首を動かし、和穂の姿を捜した。

　淡あわい白色で懐ふところのゆったりした和穂の上うわ着ぎ、すなわち、道どう士しが着用する道どう服ふくは見えない。

　ゆったりと背中で括った、和穂の黒髪も見えなければ、十五歳の歳相応に、わずかに残ったあどけなさと、歳の割には芯しんの強そうな、眉まゆ毛げがのっかっている、顔も見えない。

　もちろん、和穂の細い腰こしに結ばれたひょうたんは、影かげも形も見えはしない。




　八十六人の酔っぱらい。

　すなわち村人のほとんどが、酔っぱらっていた。

　どういう具合か、泥でい酔すい者しやは一人もおらず、みんな心地ここち好よいほろ酔い気分であった。

　年寄りも若者もうっすらと、頰ほおを紅べに色いろに染そめ、ニコニコとした笑え顔がおを浮うかべている。

　酔っぱらった村人は、一人残らず村の広場に顔を出し、二人の客人、和穂と殷雷を歓かん待たいしていた。

　すくなくとも、村人は歓かん迎げいをしているつもりだっただろう。

　だが、安物の押し寿ず司しのごとく、ぎゅうぎゅうに揉みくちゃにされ、とうとう殷雷は、辛しん抱ぼうの限げん界かいにきた。

　こめかみの血管が大きくひくつき、激げき怒どした狸たぬきの尻尾しつぽさながらに、殷雷の黒く、長い髪の毛が逆さか立だつ。

「て、てめえら」

　腕うで組ぐみしたまま、片手で棍を持つ体勢だったのだが、殷雷はゆっくりと腕を開きはじめた。

　垂すい直ちよくに握られた棍によって、殷雷の動きは鉄てつ格ごう子しを腕わん力りよくでこじ開けようとする、盗とう賊ぞくの姿を思わせる。

　不自然に押されて、村人の何人かは苦く痛つうの悲ひ鳴めいをあげたが、殷雷はおかまいなしだ。

「てめえら、どきやがれ！」

　歓待を受けているのに、失礼な言葉であるが、八十六名の酔っぱらいと、おしくらまんじゅうをしている身になれば、彼の罵ば声せいも納なつ得とく出来るであろう。

　しかし、さすがは酔っぱらい、ちょっとやそっと怒ど鳴なられて、静かになるはずもない。

『「ま、そういわずに一いつ杯ぱいどうだ」「おやあんた、どこから来なすった」「雀すずめの焼いたやつはどうだ」「酒だ、酒」「名前は？」「うひぇひぇ」「俺おれの酒が」』

　殷雷が力まかせに空あけた隙すき間まに、再び酔っぱらいが流れ込んできた。

　ギチギチと押され、村人の肘ひじが鼻の頭にあたり、足は踏ふまれ、さんざんである。

　殷雷は、ギリギリと歯ぎしりをした。

　村人の間に顔が埋まってしまい、視界なんてあったものじゃなかった。

　我われを忘れかけていた殷雷だったが、かすかに聞き覚えのある声がした。

　殷雷は大声で叫ぶ。

「和穂！　どこにいる！」

「ここよ」

　押し合いへし合いの人の壁かべの隙間から、白く細長い指を持つ女の手が、チラリと見えた。

　殷雷は左手で、ほっそりとした手をつかみ多少強ごう引いんだが、力まかせに引き寄せた。

　荒あれ地に生はえた、芋いもを引き抜ぬくように、殷雷の胸に一人の娘むすめが飛び込んだ。

　それは紛まぎれもなく和穂であった。二度とはぐれてなるものかと、殷雷は和穂の腕をしっかりと握った。

「ちょっと殷雷、腕が痛いよ」

　奥おく歯ばが砕くだけんばかりに、強きよう烈れつに歯ぎしりして殷雷は怒おこる。

「こ、これが宝貝の仕業じゃなけりゃ、ただじゃすまさんぞ！　腕が痛い？　少しぐらい辛抱しやがれ。

　それより和穂、宝貝はどこにあるんだ？」

　宝貝。

　さっきから殷雷が繰くり返すこの言葉、あまり聞き慣なれない言葉だ。

　だが、娘は宝貝という言葉に、何の疑問も覚えず、当然のように同意の相あい槌づちを打った。

「うん、ちょっと待ってよ」

　和穂は、耳につけた小さな飾かざりに指を添そえて目をつぶる。

　まるで、祈いのるかのように精神を集中させると、彼女のまぶたの裏うらに、光の点が浮かび上がった。

　その光の点が現実には、どの場所を指し示すのか、和穂は慎しん重ちように見み極きわめようとした。

　首を動かすと、光の点も動く。

　和穂は光の点が、自分の真正面に来るようにして、目を開けた。

　まぶたの裏の光は残ざん像ぞうを残して消えたが、残像に重なるように、一つの建物が見えた。

　そしてすぐに答える。

「ほら、あの小こ屋やの中にあるはずよ」

　和穂は少し高くなった、坂の上にある小屋を指差した。

　土つち塗ぬりの壁かべに囲まれた、何かの物置か作業場のように貧ひん相そうな小屋だ。

　殷雷はうなずき、右手に持つ棍を杖つえ代わりにする。左手は和穂の腕を握ったままだ。

　酔っぱらいをかきわけ、泥どろ沼ぬまを進むように殷雷は小屋へ向かい、方向を転てん換かんする。

『「旅の人、どこに行くんだい？　あんな仕し込こみ小屋に行ってもつまらないよ」「そうそう、それよりも酒を飲みなよ」「酒、酒、酒だ」「うひぇうひぇ」』

　和穂は一いつ所しよ懸けん命めいに、村人に返事をした。

「でも、私はあの小屋に行かなければならないんです。仕込み小屋？　一体何を仕込んでいるんですか？」

「和穂！　酔っぱらいと、まともに口をきいてもラチはあかぬぞ！」

　村人の言葉にいちいち答えようとする和穂を引っ張り、殷雷は進んでいく。

　息が詰つまるような酒の匂におい。

　そんな匂いをかぎながらも、気分が悪くならなかったのは、酒の匂いに混まじる、爽さわやかなバラの香かおりのおかげであった。




　　　　二




　小屋の中で一人の女が叫さけんだ。

「あぁ、やっぱり、私を探して、あいつらはやって来たんだ」

　酔よっぱらいの群むれをかきわけ、確実に小屋に近寄る殷雷たちを小窓から見つめ、女は土がむき出しになった床ゆかに、へたりこんだ。

　小屋の中は薄うす暗ぐらく、少し湿しめっていたが、心地ここち好よい酒の香かおりが充じゆう満まんしていた。

　日の光が、たいして射さし込まない小屋の中でも、女の白く美しい顔ははっきりと見てとれた。

　一歩間ま違ちがえば病的なまでの肌はだの白さ、色の薄い唇くちびる。

　だが、力強い生命力を秘ひめた大きな目が、不健康さを打ち消していた。

　女は助けを求めるような声を上げる。

「ねえ、泉せん渇かつ、どうしよう。あいつらは、私を捕つかまえにきたのよ」

　やはり、部へ屋やの暗がりに、泉渇と呼ばれた男はいた。

　適てき当とうに木を組んだだけの、簡かん素そな寝しん台だいの上に寝ねっ転ころがっている。

　女とは対たい照しよう的てきに、地黒の肌をした男だ。ぼさぼさの髪かみに、顎あごには不ぶ精しよう髭ひげが生はえていた。

　女に呼ばれ、泉渇は上体を起こした。

　がっしりとした体だが、酒さけ吞のみ独特のトロンとした目をしている。

「九きゆう鷲しゆう。酒をよこせ」

　女の名は九鷲といった。女の名前にしては変わっている。九鷲は、気楽に構かまえる泉渇に少し腹を立てた。

「ちょっとあんた、人の話を」

　ごしごしと、泉渇は目をこすった。

「酒だ」

　どうしようもない酒吞みだと、半なかばあきれながら九鷲は、茶色の湯飲みに水みず瓶がめから水をくんだ。

　そして泉渇の隣となりに座すわり、湯飲みを渡わたす。

　渡された湯飲みに口を付けたが、やはり只ただの水だ。

「誰だれが水をよこせと言った。酒を持ってきやがれ」

　恨うらめしそうな目をして、九鷲は泉渇をにらんだ。

　いまだかつて、彼女のそんな表情を見た覚えのない泉渇は仕し方かたなく、口を閉じた。

「どうしよう、このままでは捕まってしまうよ」
















　しかし、泉渇もいきなりの話で、状じよう況きようがよくつかめていない。

「なんだ、役人でも来たか。……お前はやはり罪ざい人にんか何かだったのか。

　そうでもなけりゃ、俺おれみたいな男の所に転がりこんだりはするめえ」

　九鷲が、泉渇の元もとに現れてから、もう三か月は経たっていた。

　酒造りの職しよく人にんでありながら、酒を飲んでばかりで仕事もしない泉渇の所に、ふらりと九鷲はやって来た。

　うさんくささを感じながらも、どうせ人に言えない事情があるのだろうと考えて、泉渇は黙だまって自分の家に置いてやった。

　ところが、この美しい娘むすめは泉渇の身の回りの世せ話わはおろか、どこで知ったのか酒の造り方を心こころ得えていて、泉渇の住居兼けん、仕事場であるこの小屋の中で酒を造り始めた。

　この酒が、事の他、美う味まかった。

　少々きつめの酒なのだが、喉のどから鼻に抜ける清せい涼りよう感かん溢あふれる香こう気きが、なんともいえない。

　香気にはどことなく、バラの花を思わせる甘あまさがあった。後あと味あじは非常に良い。

　まさに、この世の物とも思えぬ酒だ。村人は、こぞってこの酒を買い求めたのである。

　不ふ思し議ぎといえば、この酒を酒乱のごとく飲み続けても、体に一いつ切さいの変調は起こらず、逆に病やまいが癒いやされる事すらあった。

　眠ねむりの中で酔いが覚めそうになれば、起き出して一いつ杯ぱいひっかけるように、村の連中は、水のごとく九鷲の酒を飲み続けたのだ。

　もしも九鷲が酒造りの職人なら、こんな田舎いなかの村でくすぶっている理由はない。

　理由があるとするならば、人前に出られない事情だろうと、泉渇が考えるのも無む理りはなかった。

　だが、泉渇に罪人扱あつかいされ、九鷲は慌あわてて首を横に振ふった。

「違う！　私は罪人なんかじゃない」

　まだ酒が残る朦もう朧ろうとした意識で、泉渇は疑問をはさむ。

「なら、追手なんざかからねえだろ？」

　泉渇の言葉に九鷲は一いつ瞬しゆん、びくりとした。

　いよいよ、自分の素す性じようを語る覚かく悟ごを決めたのだと、泉渇は感じとった。

「泉渇。信じられないかもしれないけど、私は人間じゃないの」

　あっと、驚おどろき、泉渇は湯飲みを落としそうになった。

　泉渇の頭の中に少し早めの雪が降ふった、半年前のあの日の出来事が思い浮かんだ。

　さながら、記き憶おくの深しん淵えんに沈しずんだ夢を急に、しかも鮮せん明めいに思い出したかのようだ。

　しんしんと、雪が舞まっていたある夕方。

　酒を買いにきた、バクチ仲間の猟りよう師しが酒代の代わりに、一匹ぴきの白い狸たぬきを持ってきた。

　四本の足をくくられ虫の息だった狸である。

　冷え込んでいるし、これは狸鍋なべにしたら温あたたまると、泉渇が準備を整え、いざ狸の戒いましめを解とくと、まるで急に気がついたように走りだし、ついには逃にげ去ったのだ。

「あ、もしかして半年前に狸鍋にしようとして、うっかり逃がしてしまった狸が、俺に恩おん返がえしに来ていたのか？」

　無ぶ礼れいをたしなめるような目をして、九鷲は怒ど鳴なった。

「私のどこが、狸なのよ！　第一、狸鍋にしようとした人間に、恩おん義ぎを感じるわけがないじゃないの」

　そんな事をいっている場合ではないと、九鷲は思い直した。追手はすぐそこまで来ているのだ。泉渇にだけは、自分の素性を明かさねばなるまい。

「泉渇。私の正体は『九鷲器』。徳利とつくりの宝ぱお貝ぺいなのよ」




　　　　三




　昔話に言い伝え、お伽とき話ばなしに民話に童話。

　その中で語られる、不思議な道具を総そう称しようして宝貝と呼ぶ。

　して、その正体とは、仙せん人にんが造つくり上げた神しん秘ぴの道具に他ほかならない。

　九きゆう鷲しゆうの言葉の意味が理解出来ない泉渇は、ぽかりと口を開けた。

「は？」

　言葉で説明しても判わかってもらえないと考えた徳利の宝貝は、泉渇の手から水の入った湯飲みを取り上げた。

　徳利の姿に戻もどれば、議ぎ論ろんの余よ地ちはないが、泉渇に人ではない姿を見せるのは嫌いやだった。

「よく見ててよ泉渇」

　言うなり、九鷲は湯飲みを揺ゆさぶった。中に入っている水は、湯飲みの中でゆっくりと回転していった。

　緩ゆるやかな回転と共に、かすかな燐りん色しよくを帯びた途と端たん、水は酒の香かおりを放ち始めた。

　薄うす暗ぐらい小こ屋やの中は、湯飲みの中の光で、まるで蠟ろう燭そくを灯ともしたかのように明るくなった。

　が、それも束つかの間ま、明かりは消えて全すべては何事もなかったかのように静まりかえった。

「……飲んでみて」

　泉渇は差し出された湯飲みに口を付け、中の液体を一気に飲み干した。紛まぎれもない酒であった。

　目を丸くしている泉渇に九鷲は説明した。

「その酒は九鷲酒という仙せん酒しゆよ。

　私はどんな液体からでも、九鷲酒を造る能力を持った、徳利の宝貝なの」

　驚おどろきを隠かくそうともしない泉渇だったが、意外に肝きもが据すわっているようで、事実は事実としてすんなり受け止めた。

「信じられねえが、信じるしかあるまい。

　……言われてみりゃ、村の連中のあれだけの注文を、この小屋だけでさばききれるはずはなかったんだ。

　お前が直接、酒を造ってたんだな」

「うん。やろうと思えば、井い戸どごと酒にも出来たんだけど、赤ん坊ぼうがいる家もあるし」

「でもよ、九鷲。もしも、お前が宝貝って奴やつだとしても、追われる理由にはなるまい？」

　九鷲は悲しそうに目をふせて、静かに全てを語り出した。

「私を造ったのは龍りゆう華かという仙人でね。

　その仙人は、私を失敗作だと考えたのよ。そして私を他の欠けつ陥かん宝貝と同じように、封ふう印いんしたの」

「ほお」

　泉渇は興きよう味み深げに、九鷲の顔を見つめた。見ようによっては、儚はかなげな美人である。しかし雰ふん囲い気きからは活力が感じられた。

　酒の持つ、二つの面が表れているのだと、泉渇は考えた。

　それにしても、なぜ、失敗作なのか、泉渇にはよく判らない。

　九鷲は説明を続けた。

「龍華には、和穂という弟で子しがいたの。

　ある日、和穂は誤あやまって宝貝を閉じ込めていた封印を解いてしまった。その隙すきに私たち、七百余りの宝貝は逃げ出したのよ。

　追手がこないと思われる人間の世界にね。

　仙人は、人間界には干かん渉しようしないという、大原則があるから」

　泉渇の頭には、酔よいが残っていて、それほどはっきり物を考えられなかったが、それでも話が矛む盾じゆんしていると感じた。

「でも、追手が来た？　変じゃねえか？」

　当然の疑問だった。うなずきながら、泉渇の所に来る前に、他の宝貝仲間からきいた、噂うわさを教えた。

「うん。和穂は自分の責任を感じて、全ての仙術を封じて人間に戻ったらしいのよ。

　そして、宝貝を集めているの」

「で、その和穂がやって来たと？」

　再び九鷲はうなずく。

「もう一人、男のくせに髪かみの毛が長いのがいたけど、あいつが誰だれなのかは知らない」

　と、その時、小屋の扉とびらを叩たたく音がした。

　音と同時に扉の外で聞き慣なれぬ男の、怒ど鳴なり声が聞こえた。

「馬鹿、扉を叩いたら不ふ意い打うちにならないだろうが！」

「でも、殷雷」

　酔いの回った泉渇の頭でも、追手が少々お人ひと好よしなのは判った。
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　村人の歓かん待たいは、小こ屋やへ向かう途と中ちゆうの坂道で終わった。

　どうやら、眠ねむくなったらしい村人たちは、そのまま家に帰って、眠ったようだ。

　勝かつ手てな連中だと毒どくづきながら、殷いん雷らいは和穂と共に小屋へ向かった。

　見すぼらしい作業小屋のようだ。

　実用本位の土つち壁かべに木で出来た扉が見えた。殷雷は、棍こんを小こ脇わきに抱かかえて、注意深く小屋の周囲を見回した。

　殷雷の長い髪かみが、少し、ふわっとした。

　小屋の中から、話し声が聞こえた。

　声の種類は二つ。他には気け配はいはない。

　声の主あるじは、たいして警けい戒かいするでなく、普ふ通つうにしゃべっている。

　殷雷はまるで、自分の髪を通して、世界を見つめるかのように髪に神経を集中した。

　髪から伝わる気配もやはり、小屋の中にいるのは二人だけだと告げた。

　だが、慎しん重ちような殷雷は、それが罠わなである可能性も考こう慮りよした。

　油ゆ断だんしているフリをして、さらに相手を油断させるのは、戦術の基本だ。

　殷雷は髪をかきあげ、深く深く考えた。

『さて、宝ぱお貝ぺいの種類が問題だな。正体が判わかれば先手も打てるが……』

　髪の毛をかきあげていた手を、額ひたいに当てて分ぶん析せきを続ける。

『今思えば、村人の行動は不自然だったな。あれは操あやつられていたのか。すると、人間を操る力を持つ宝貝か？　操っている割にはたいした事をやってこなかった。

　操る力が弱いのか？

　ならば、どんな宝貝が考えられる。催さい眠みん術じゆつか？　いやそれならもっと強力に操られるはずだ。

　まあ、待て、結論を急いではいけない。

　時間の許ゆるすかぎり、ギリギリまで分析するんだ。

　そうすれば、絶対に最さい善ぜん手しゆが見つかる』

　出来るかぎり客きやつ観かん的てきに状じよう況きようを判断し、自分の力を過信せず、過少にもみず、貪どん欲よくなまでに最高の作戦を追い求める、武人の思考だ。

　小屋の前で必死に考える殷雷を横目に、和かず穂ほはふらりと扉の前に立つ。

　そして、何の疑問も覚えずに、扉をコンコンと叩たたいた。

　戦略や、駆かけ引ひきや、調査をものともしない、和穂の素そ朴ぼくな行動に殷雷はひっくりかえりそうになった。

　別に和穂が何も考えていないのではない、戦いに関する駆け引きに疎うといのだ。

　一つ間ま違ちがえば、馬鹿のつく和穂の素す直なおさに舌打ちしながら、棍を抱えた殷雷は扉に向かって走った。

　和穂は不思議そうに、殷雷の顔を見た。

「どうしたの？　怖こわい顔して」

「馬鹿、扉を叩いたら……」
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　扉から日の光が射さし込み、光と共に和穂が小屋の中に現れた。

　ばつが悪そうに不ふ機き嫌げんな顔をして、殷雷が後に続く。

　薄うす暗ぐらい小屋に目をならそうと、何度もまばたきをする和穂。殷雷の目は、そんな行こう為いを全まつたく必要としていない。

　殷雷は、手に持った棍で凝こりをほぐすように、自分の肩かたをコンコンと叩いていた。

　つんとした、酒の匂においと花の香かおり、微かすかに混まじる黴かび臭くささを和穂は感じた。

　部屋の中央には、ワラで編あんだ大きなムシロが敷しいてある。酒に疎うとい和穂は、そのムシロの下の地面で、酒造りに重要な麴こうじの醱はつ酵こうが行われているとは判らない。

　ただ、不思議そうに、ムシロを見つめた。

「ねえ、殷雷、あのムシロは？」

「……あの下で酒の素もとになるやつを造るんだよ。なあ、そうだよな？」

　殷雷は小屋の中に潜ひそむ、二つの影かげに問い掛かけた。答えは返らなかったが、和穂も二人の気け配はいにやっと気がついた。男と女が一人ずついた。

　和穂は、暗がりの中の男に向かって、言った。

「お願いします、宝貝を返して下さい」

　一体一体を見て、それが宝貝か人間かを見み極きわめるのは難むずかしいが、九きゆう鷲しゆうが宝貝である事に間違いは無かった。

　泉せん渇かつの目は、大事な者を奪うばわれてなるものかという気き迫はくに満ち、九鷲の目は追手に脅おびえていたのだ。

　和穂に声をかけられ、面めん倒どうそうに泉渇が重い腰こしを上げた。

「悪いがそうはいかねえ。こいつがいれば俺おれは一生酒を飲んで暮くらせるんだ。

　ちょいと、痛い目にあってもらうぜ」

　殷雷の目が一いつ瞬しゆん、鋭するどくなった。

　九鷲は本能的に叫さけぶ。

「駄だ目めだ！　泉渇！」

　二、三発殴なぐってしまえば、おとなしくなるだろうという、泉渇の考えだった。

　長ちよう髪はつの男が少し気になったが、ちょうど娘むすめを真ん中にして死し角かくになっている。

　もし泉渇の動きを止めるのならば、娘の横から回り込まなければならなかった。

　和穂は襲おそいかかる酔よっぱらいに驚おどろき、反はん射しや的てきに自分の顔をかばった。

　殷雷は口くち許もとを歪ゆがめ、微かすかに笑った。

「いかんな、女に暴ぼう力りよくをふるっちゃ」

　殷雷の言葉にドスンという、布ふ団とんを叩くような音が被かぶさった。

　殷雷の棍が、泉渇の、みぞおちを突ついたのだった。和穂の脇わき腹ばらをかすめるように、片手で行った突きだ。

　ほとんど痛みはなかったが、泉渇は息が詰つまり、ゆっくりと地面に倒たおれていった。

　九鷲の顔色が変わった。

「泉渇！」

　慌あわてて、地面に倒れこんだ泉渇の肩を抱かかえて、怪け我がの様よう子すを探さぐっている。

　顔を覆おおっていた和穂には、何が起きたのか全然判っていない。

「あれ？　どうしたの？」

　倒れている泉渇を抱だき起こそうとする九鷲と、背はい後ごに立った殷雷を交代に見るのが、精せい一いつ杯ぱいであった。

「殷雷、乱らん暴ぼうな事をしたんじゃないでしょうね！」

　呆あきれた溜ため息いきをつき、殷雷が答えた。

「その酔っぱらいが先に仕し掛かけた。ちゃんと加か減げんはしてある」

　身動き出来ないが、怪我らしい怪我はしていないと、九鷲は確認した。ホッとする表情になった途と端たん、今度は体中に殺気をみなぎらせ、殷雷をにらむ。

　殷雷は和穂の肩に手を添そえた。

「下がっていろ、和穂」

　ユラリと立ち上がる、九鷲の気き迫はくを感じとった和穂は、慌てて後ろに下がった。

　殷雷もゆっくりと棍を中段に構かまえた。

　九鷲は殷雷を見すえた。

　殷雷と九鷲、顔が似ているのではない。口く調ちようが似ているのでもない。仕し種ぐさが同じでもない。殷雷と九鷲では何から何まで違ちがう。

　だが、九鷲の第六感は、殷雷が自分に似ていると激はげしく指し摘てきした。

「……殷雷とか言ったね。

　あなたも、人間じゃないでしょ？」




　　　　五




　棍こんはまるで、残像を残しそうなほど滑なめらかに動き続けた。

　殷いん雷らいは一いつ瞬しゆんたりとも、九きゆう鷲しゆうから視線を外はずさないように注意し、問い掛けに答えた。

「いかにも、我わが名は殷雷刀とう。刀かたなの宝ぱお貝ぺいだ」

「殷雷刀！　聞いた事があるわよ。あんたも私と一いつ緒しよに封ふう印いんされていた宝貝じゃないの。

　だったらどうして、和穂に手を貸しているの！　あんたは私たちの仲間じゃないか」

「勝かつ手てに味み方かたにするんじゃねえ。お前は何の宝貝だ？」

　軽けい蔑べつした声が返る。

「九鷲器。徳利とつくりの宝貝よ」

「正体は徳利か。ならば、抵てい抗こうは無む駄だだ。おとなしく捕つかまってしまえ」

　九鷲は地面に転がる泉渇をちらりと見た。

「それはどうかな？　今のは泉渇が悪かったけど、ここまですることはないじゃない」

「加減はしてやったぜ」

　殷雷の言葉に耳を傾かたむける気は、もともとないようだった。

　九鷲はゆらりと、水みず瓶がめに近寄り、右手を付けた。一瞬にして、水が消えてなくなる。

　身構える殷雷に見せつけるように、九鷲は右の掌てのひらを上げた。途と端たん、握にぎり拳こぶし大の水球が、その上に浮うかびあがった。

　薄うす暗ぐらいに部へ屋やの中、わずかな光を拾い上げ猫の目のごとくきらめく水球は、水すい晶しよう玉だまを思わせたが、表面がわずかに揺ゆらめいている。

　殷雷は、水球のわずかな香かおりを見み抜ぬいた。

「そんな、酒球でどうする？」

　浮かんでいるのは、水ではなく酒だった。

　殷雷の言葉に答えず、九鷲は酒球を持った手を振ふった。

　酒球は一瞬、長いつららのようになり、そして一ひと振ふりの剣けんに変わった。

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、九鷲は口だけで笑う。

「あんたも、何か術があるんじゃないの。それとも、その棍も宝貝？」

　殷雷は正しよう直じきに答えた。もはや駆かけ引きの必要はない。

「あいにく、術らしい術は使えなくてね。もっぱらこの棍に頼たよっている。ま、この棍も宝貝でもなんでもないんだが。

　それにしても、龍りゆう華かめ、何で徳利の宝貝にまで、戦せん闘とう機能をつけてやがるんだ。いい加減にして欲ほしいぜ、まったく」

　二人の会話に一瞬の間まがあく。

　そして戦いが始まった。

　殷雷は取り敢あえず、小こ手て調しらべとばかりに、棍の突きを九鷲に見み舞まう。シュッという乾かわいた音と共に、棍は九鷲に襲おそいかかるが、酒の剣で受け止められた。

　が、所しよ詮せんは酒で作られた剣、受けた部分から折れ、折れた部分から先は滴しずくとなって弾はじけ飛んだ。

「九鷲、それでは勝しよう負ぶになるまい！」

「どうかな？」

　剣の切せつ断だん面めんが湧わき水みずのように盛り上がり、先刻とまったく同じ剣に復元した。

　殷雷は眉み間けんにシワを寄せる。

「やっぱり、素人しろうとだな。そんないい奥おくの手をわざわざ披ひ露ろうするとは。もったいねえ」

「そう。だったら次の相手からは、黙だまっておくよ」

　殷雷は、豹ひようのように身をかがめ襲おそいかかっていった。

「次は無い」

　とは、言ったものの、殷雷は少し厄やつ介かいだと思った。あの剣は簡かん単たんにへし折れるが、さすがに折れれば、棍の勢いも消される。

　折れた剣先は滴になって消し飛ぶので、無視すればいいが、再生の速度が思ったよりも速い。

　下へ手たに立ち回ると、再生した剣先に死角をつかれそうだ。

　考えがまとまらない殷雷に、九鷲は何度も何度も挑いどみかかった。

　一方、殷雷とて武器の宝貝、そう簡単に後おくれはとらない。

　疲つかれを知らぬ二人の戦いは、知らず知らずのうちに長期戦へとなっていった。
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「そろそろけりをつけるぜ、九鷲よ」

　殷雷は棍を投げ捨てた。土つち煙けむりを上げて、棍は地面を転がる。

「ふうん、たいした自信じゃないの。でも甘あまいんじゃない？」

　下手に棍を使うから、死角が出来ると殷雷は判断した。九鷲は大きく、息を吐はいた。

「そこまでよ。殷雷刀！」

　剣を構え、九鷲は突進を仕掛けた。

　捨て身の攻こう撃げきかと、殷雷は少し呆あきれた。

　この間合いで、そんな攻撃をくらう程甘くはない。

　が、殷雷が少し油ゆ断だんした時、背後に気配を感じた。視し界かいの中の泉渇は、まだ地面に倒れたままだ。

「なに？」

　驚おどろいた時には、すでに遅おそく、頰ほおを赤く染めた和穂が、殷雷の首にかぶりついていた。

「へへ、殷雷だぁ」

　しまった。

　和穂は酔よっぱらっていた。

　折れた剣先が弾はじけ飛ぶ時、空気の中に酒が混まじっていたのだ。その空気を吸って、和穂は酔っぱらってしまった。

　殷雷も多少酒を吸い込んでいたが、和穂より酒に強いため、さほど気にもかけていなかったのだ。

「どけ、和穂！」

　和穂は一瞬、きょとんとして、それから目に涙なみだを浮かべた。

「う。殷雷が怒おこったぁ！」

　ただ、泣くのならいいが、殷雷の首を閂かんぬき締じめにして泣かれたから、始し末まつが悪い。

「死ね」

　突とつ撃げきをかける九鷲。

　迫せまり来る酒の剣。

　酒の剣が、身動きがとれない殷雷をとらえきった。もはや逃げられない。

　酒の剣が脇わき腹ばらに触ふれる寸前、殷雷は刃やいばの腹に肘ひじを落とした。衝しよう撃げきで折れる剣。だが、そのまま剣の柄つかが腹に密みつ着ちやくした。

　剣はじきに再生し、新しい剣先が今度は殷雷の腹を貫つらぬくだろう。

　殷雷はそのまま、拳こぶしを九鷲のみぞおちに向かい撃うつ。ぶん、と音をたて拳が走る。

　再生された刃の盛り上がる感覚を覚えながらも、拳が九鷲をとらえた。

『相打ちか！』

　さすがに殷雷もヒヤリとした。

　だが、酒の剣は九鷲が吹ふっ飛ぶと共に消えてしまった。

　地面を転がる、九鷲。くうくう寝ね息いきを立てて地面に崩くずれる和穂。
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　冷ひや汗あせをぬぐいながら、殷雷は立っていた。

　地面を転がった九鷲が、静かにしゃべりだした。

「私が、何をしたっていうのさ。私の何が欠けつ陥かん宝貝なのさ？」

　殷雷には答えられない。

「九鷲酒を喜んでくれる人が私は好きよ。他に何が欲しいってわけじゃない。

　九鷲酒を飲んで、楽しそうに笑ってくれる、それだけで私は満足なのよ。

　それがだいそれた望みだっていうの？」

　九鷲の声に、だんだんと涙が混じった。

　殷雷はこういうのが苦にが手てであった。

「ま、気持ちは判わかるが、捕つかまってくれ」

「いやよ、あんたなんかに何が判るっていうのさ。九鷲酒をもっと飲んで欲しいし、泉渇とも別れたくない」

　殷雷は言葉に詰つまった。

「九鷲よ。捕まっちまえ」

　声の主は泉渇だった。まだ、体の自由は利きかないが、どうにか声はあげられるようだ。

　泉渇の言葉に九鷲は衝しよう撃げきを受けた。

「あんた、私がいなくなっても、いいの？」

「良かぁねえさ。でもよ、やっぱりお前の造る酒は美う味ますぎるんだよ。

　人にはもったいねえほど、美味いんだ。だから封印されたんじゃないか」

「……あんた」

「へっへっ。そんな声を出すんじゃねえ。

　美味いからって、指をくわえて見てるわけにゃいかねえ。こんな吞のんだくれでも、俺おれも酒さか師しのはしくれ、いつかは九鷲に負けないぐらい美味い酒を造ってみせる。

　だから、行ってしまえ。お前がいる限り、俺はいつまでも吞んだくれだ」

「……あんた。

　……体には気をつけるんだよ」

　殷雷はこの手の話に弱かった。思わず涙ぐんでしまった。

　殷雷は情にもろいのだ。その為ため、宝貝回収という無む理り難なん題だいに挑いどむ和穂に、手を貸しているのであった。

　情にもろい武器という、致ち命めい的てきな欠陥の為に殷雷は封印されていたのである。

　涙を誤ご魔ま化かす為に、慌あわてて殷雷は側そばにあった酒さか瓶びんから酒をすくい、飲む。

　口の中に広がる、なんともいえぬ涼りよう風ふう、そしてじっくりと痺しびれるような熱さ。

　微かすかにただようバラの香かおり。

「……確かに美味いが、仙酒というほどの代しろ物ものでは……」

　酔いがじっくりと、殷雷の血管をしみとおっていく。熱い温ぬくもりの中に、自分がゆっくりと溶けていくようであった。

　それとともに、自分の心の中のイラつきや葛かつ藤とうも流れ出していく。

　そして殷雷は理解した。

　九鷲酒は、村人を酔わせて操っていたのではなかったのだ。

　このどうしようもなく温あたたかく、自分の心が和なごんでいく感覚。陽気さとともに、忘れていた人ひと懐なつっこさがあふれてくる。

　さすがの殷雷も、思わずうなずく。

「……まさに仙酒の名に相応ふさわしい酔いだ」

　地面では、ホウキを抱いた和穂が無む邪じや気きな笑顔を浮かべて眠っている。

　湯飲みを右手に持ち、殷雷は泉渇たちの所へと歩いていった。脅おびえと絶ぜつ望ぼうが混じる視線が刀の宝貝に注そそがれた。

　殷雷は言った。

「そんな顔するなよ。どうせ今日はこの村に泊とまっていくつもりなんだ。別れの宴うたげってのも、ちいっと辛しん気き臭くさいが、今夜は飲もうぜ」

　にっこり笑って、殷雷は腰こしを下ろす。

　そして三人は酒を酌くみ交かわした。夜もふけた頃ころ、九鷲器は和穂の持つひょうたんの中に回収されたが、心地ここち好よい酔いの為に辛つらい別れにはならなかった。

　泉渇と殷雷は柔やわらかい眠りへと落ちていった。




　　　　＊




　朝。

　和穂はパチリと目を開けた。何かが妙みようだ。耳の奥で、心しん臓ぞうの鼓こ動どうのような、そうでないような音がする。

　目に入る天てん井じようの模も様ようがグルグルと回って見えるではないか。

　何かが妙だ。

　和穂の耳にあちらこちらであがるうめき声が、もれ聞こえていた。

「な、何が美味すぎるから、封印された宝貝だ！」

　小屋の中、むきだしの土の上に横たわった殷雷は怒ど鳴なっていた。

　だが怒鳴り声が、自分の頭ず蓋がい骨こつの中で反はん響きようして殷雷は悲ひ鳴めいを上げた。

　脳みその中で、ねじくれた鉄のバチと、巨大なドラが音楽を奏かなでる。

　すなわち、どぐらぐおわぁんおわぁんぁんぁん。

「う、う。殷雷、お願いだから静かにして」

　和穂の半なかば断だん末まつ魔まめいた声が返った。

　殷雷の馬鹿でかい声が聞こえると、鼓動音が不快なまでに大きくなった。

　地面に転がる泉渇は、歯をくいしばっていた。

「ふ、ふ、ふ、この程度で騒さわぐとはだらしねえな」

　ムッとした殷雷は泉渇の横にフラフラと歩み寄り、両手で頭を揺ゆさぶってやった。

　断末魔の悲鳴を上げ、泉渇は気き絶ぜつした。

「強がってるんじゃねえ！　うっ、ぐげっ」

　またしても、自分の大声が頭の中で壮そう大だいな山やま彦びこを引き起こす。

　すなわち、ぐおらぁんぁうぁんうぁん。

　ちなみに和穂の頭の中は、じんじんじんじんじぃんじぃぃん。という音に支配されていた。

　静かにすれば、音も静かになるが、ドラの音のようになかなか鳴り止やまない。

　そのくせ、ちょっとした弾はずみで再び高らかな音が鳴る。

　そう、すなわち宿酔ふつかよいの音だ。

　殷雷は大おお袈げ裟さに、宙をかきむしりながら言った。

「わ、判ったぞ、あの宝貝が封印されていた理由が！」

「お願いだから、静かにして！」

　ぐおらぁんぁうんうぁん。

　じんじんじぃんじぃぃん。




『九鷲器』

　まさに仙酒に相応ふさわしき、深い味わいと清せい涼りよう感かんに満ちた、九鷲酒を造る徳利とつくりの宝ぱお貝ぺい。

　が、造り上げた九鷲酒のあまりに酷ひどい宿酔の為に、封印された宝貝である。
















くちづけよりも熱い拳
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　天には、恐おそろしく大きな三み日か月づきが昇っていた。

　赤い三日月が照てらし出すのは、一人の娘むすめと髪かみの長い男、そして彼女たちを、ぐるりと取り囲かこむ無数の獣けものじみた影かげたちだ。

　男は銀色の棍こんを構かまえ、娘を背中にかばっていた。完全に包ほう囲いされ、男の顔にはかすかな緊きん張ちようの色が見てとれた。

　娘は道服を身に着けていた。

　仙せん人にんや道士が着用する袖そでの大きな上着だ。本来は真っ白な道服なのだが、赤い光を受けて、薄うすい紅べに色に染そめられている。

　彼女の柔やわらかい髪は、飾かざり布で括くくられ、腰こしには一つのひょうたんが結ばれていた。

　黒い炎ほのおのように影が揺ゆらぎ、一匹ぴきの獣によく似た、獣でないものが娘に飛び掛かかった。

　娘と男の真ま後うしろ、完全な死し角かくからだ。

　男は正面を見つめたまま、棍を肩かたに担かつぐように動かし、背はい後ごの敵を打つ。

　獣でないものは棍を食らい、闇やみの破は片へんを撒まき散ちらし消えていく。

　鷹たかのような眼がん光こうをギラつかせ男は言った。

「おいおい、いい加か減げんにしてくれよ。

　ひい、ふう、みい、よぉ、ざっと二百八十匹の妖よう怪かいか」

　男は背後の娘に声をかけた。

「和かず穂ほ。いちいち、お前の安全を気にしてたらラチが明かん。刀かたなに戻もどるから俺おれを使って戦え。一気にケリをつける」

「え？　ちょっと待ってよ殷いん雷らい」

　娘、和穂の言葉を待たずに、殷雷は手に持った棍を空高く放ほうり投げ、同時に彼の体は軽い爆ばく発はつを起こしながら、刀へと形を変えていく。黒い鞘さやに収おさまった刀は、吸い込まれるように、自分の柄つかを和穂に握にぎらした。

　途と端たん、今までの娘の緩ゆるやかな仕し種ぐさに、恐おそろしいまでの鋭するどさが宿やどる。

　電光の速さで刀とう身しんを抜ぬき放はなち、道服の腰こし帯おびに鞘を差す。

　同時に、器き用ようにひょうたんを外はずし、天に掲かかげると、宙を舞まっていた棍は、一いち陣じんの風と共に、ひょうたんの中へと消えた。

　ひょうたんを腰に戻し、和穂は刀を中段に構えた。赤い月光を浴びながらも、青白い光を放つ刃やいば。

　和穂の動きに、殷雷の動きが宿っていた。そう、まさに今は殷雷が和穂の動きを操あやつっているのだ。

　和穂は影の中へと身を躍おどらせ、甘い旋せん律りつを思わせる動きで刃をたたき込んでいく。

　青白い刃の光に切り裂さかれるように、消しよう滅めつしていく妖よう怪かいたち。

　殷雷の舌打ちが、和穂の心に聞こえた。

『ちっ。どうして妖怪がいるんだ。この世にこんなに多くの妖怪なんざ、いるはずがないのに』

『……妖怪はいないって、殷雷も妖怪みたいなもんじゃないの？　刀の宝ぱお貝ぺいってのは、刀のお化ばけって感じなんじゃ』

　今までの軽かろやかな動きがピタリと止まり、右手に持った刀がズイズイと和穂の顔に近づいた。

　鋭い刃に、娘の黒く澄すんだ目と、意い思しの強さを表す、しっかりとした眉まゆ毛げが、鏡かがみのように映うつりこんだ。

『誰だれが妖怪だ！　宝貝と妖怪の区別もつかんのか！　お前はそれでも、元仙人なのかよ』

『う。でも、仙術に関係するような知ち識しきは、術じゆつの記き憶おくと一いつ緒しよに、封ふうじられてるから』

『いいか和穂、よく聞け。妖怪というのは、天と地、陰いんと陽ようの澱よどみだ。

　仙人が己おのれの最高技術を使って造つくり上げた、尋じん常じようならざる道具、宝貝とは全まつたくの別物だ』

『なるほど』

『澱みだから、こいつらに、意思もなければ命もない。だが、散らすのは可能だ。川に浮うかぶ渦うずみたいな物だと考えろ。

　で、問題なのは、この御ご時じ世せいに簡かん単たんに妖怪が生まれるような、澱みは出来ねえんだよ。

　人間界に、まだ仙人がゴロゴロいた太たい古この昔ならいざ知らず、今はせいぜい七、八十年に一匹、変な虫程度の物が、出るか出ないかだな』

　が、影の中に潜ひそむのは無数の妖怪たち。

　和穂は大きく刀を振り回し、上段に構え直した。

　荒あらい口く調ちようで娘は言った。奥おく歯ばをかみ、唇くちびるの端はしをつり上がらせ、和穂の声で殷雷は言ったのだ。

「起こりえない現げん象しようが起きている。つまり、これは絶対に宝貝のせいだ！　どこかにある宝貝の力で、これだけの妖怪が大量に出現したんだ」

　みぎいあ、みぎいあと唸うなる、三つ目の黒くろ豹ひようが涎よだれを滴したたらせ飛び掛かかった。

　だが、間かん髪はつ入れずに、黒豹の脇わき腹ばらに刃を差し込む。

　中心を失った渦が、滑なめらかな水面みなもに戻るように、黒豹の輪りん郭かくは溶けていった。

　和穂が持つ刀こそ、殷雷刀。これぞまさしく、刀の宝貝である。




　　　　二




　赤い月光は、深い森の中にまで射さし込んでいた。

　月光は、一つの炭すみ焼やき小ご屋やを照てらし上げていた。二人の人間が住める住居も兼かねていたので、かなりの大きさがある。

　小屋の中には一組の男女がいた。

　男の方は、学者じみた小こ柄がらな体格で、少し垂たれた目からは、おっとりとした性格が滲にじみ出ていた。

　女は短めの髪に、活かつ発ぱつそうな、切れ長の目をしていたが、疲つかれているのか眼光に勢いきおいがない。

　二人とも二十ぐらいで、歳としは離はなれていないようだが、男の方が少し年上に見えた。

　二人の顔の中で、ほっそりとした顎あごと、鼻の形がよく似ていた。

　女は汗あせを流して、入口の扉とびらの前に、木製の椅い子すやら机やらを積み上げていた。

　それに比べて男は吞のん気きに、板を打ちつけた窓の、ほんの僅わずかな隙すき間まから外を覗のぞいて、嬉うれしそうな顔をしていた。

「おぉ、見てごらん桃とう綺き。珍めずらしい、水すい涅ね虎こがいるぞ。

　水すい虎こと、水涅虎の見分け方なんだが、体の模も様ようが、水涅虎は黒の虎とら縞じまだというのは、俗ぞく説せつに過ぎなくて、本当は水涅虎の爪つめは水虎と違ちがって、牛のような蹄ひづめなんだ……聞いてるのかい桃綺？」

　無む論ろん、聞いていなかった。妖よう怪かいは妖怪であり、妖怪の見分け方には全く興きよう味みを覚えられなかった。それに疲れていた。

　どうにか、外部から妖怪が侵しん入にゆうするのを防ぐ為ための壁かべを築きずき終えた桃綺は、一人で荒い息をついていた。

　明日の朝になれば、この机や椅子たちを、再び動かして、外に出られるようにしなければならない。

　それを考えるだけで、桃綺の疲ひ労ろうは何倍にも増ぞう幅ふくした。

　妖怪が出しゆつ没ぼつしだして、かれこれ二週間になる。桃綺は、来る日も来る日も、夕方になれば机を積み上げ、朝日が昇のぼれば元に戻もどしているのだ。

　しかも、味み方かたらしい味方は、妖怪の姿を観察して喜んでいる、実の兄の桐とう滋じのみ。

　一いち応おう学者ではあるが、各地の伝でん承しようや妖怪話を収集するのが専門で、全まつたく金とは縁えんのない男だ。

「に、兄さん。妖怪は兄さんの専門なんでしょ？　あいつらを倒たおす方法は判わからないの？」

　桐滋は妹に向き直り、答えた。

「うむ。自じ慢まんじゃないが、判らないな。

　兄さんはそういう、実じつ践せん向きの知識は専門でないからな。わっはっは。

　足あし跡あとから見て、妖怪たちは湖の向こう側の洞どう窟くつからやって来ているのは判るんだが、それだけだな」

　緊きん張ちよう感かんのかけらも感じられない桐滋の返答に、桃綺の苦く悩のうは倍増し疲労は三乗された。

　腹いせに、桐滋をしばき倒し、妖怪たちが練ねり歩く外に放ほうり出さなかったのは、肉親故ゆえの情の為ためではなかった。

　長年の付き合いで桐滋に頼たよるのが、どれだけ無む駄だか、体に染しみ込んでいたのだ。

　小屋の中を見回し、こんな事件に巻き込まれるなら、炭焼きの仕事など引き受けるんではなかったと、桃綺は後こう悔かいしたが、後あとの祭りである。




　樵きこりという仕事は結けつ構こうもうかる。

　木を切り、炭焼き小屋で炭に仕上げ、町で売り飛ばせば、かなりの収入になるのだ。

　ただ、一年の大半を人ひと里ざと離れた山やま奥おくや、森の中で過ごさなければならない。

　桃綺と桐滋が居いる、この炭焼き小屋の本来の所有者は、ちょいとばかり孤こ独どくに耐たえられない性格の樵だった。

　そこで彼は炭焼きの仕事を、人づてに桃綺に頼んだのである。

　炭にする為の木は、小屋の周まわりに山積みされ、後はその木を適当な大きさに切り、炭として焼き上げる。

　力のいる仕事ではあるが、桃綺は華きや奢しやな体格の割には力があったので、この仕事を引き受けた。

　力があるとはいえ、人里からかなり離れた炭焼き小屋に、一人で住むのは心細かったので、桃綺は桐滋も一いつ緒しよに連れてきた。




　むきだしの地面に、へたりこみ桃綺はつぶやいた。

「あぁ、いつまでこんな生活が続くのよ。樵の大将が帰ってくるまで、まだ四か月もあるんだよ。

　そのうちに妖怪に食べられちゃうんだ」

　桐滋が示した見解は、明るいものだった。

「それほど、悲ひ観かんする必要もないさ、

　妖怪たちはこうやって、戸と締じまりさえしっかりしてれば、わざわざこじ開けてまで、小屋の中に入ろうとはしないしね。

　それに、朝日が昇のぼれば、妖怪たちは消えて無くなってしまうんだから」

　そう。妖怪たちは太陽が昇ると、消しよう滅めつしてしまう。

　厄やつ介かいなのは日が出ているうちに、小屋を脱出しても、夜になる前に、近くの村まで辿たどり着けないのだ。

　一番近い村まで、徒と歩ほで丸二日かかる。

　夜になれば再び妖怪たちが現れてしまう。さすがに、屋おく外がいで妖怪に襲おそわれたら、ただではすまないだろう。

　吞のん気きな桐滋の言葉は続く。

「大だい丈じよう夫ぶ。四か月なんて、すぐに過ぎるよ。樵の大将は炭を運ぶために、馬を連れて帰ってくるはずだろ。馬の脚きやく力りよくなら隣となり村まで充分逃げられるはずだ」

　この状じよう況きようで、深しん刻こくにならない兄の性格を、妹は別の意味で感心した。

「でも、こんな毎日は耐たえられない」

「少なくとも、昼のうちに食料の調ちよう達たつは出来るから、食べ物の心配はいらないだろ。

　兄さんはこうみえても、釣つりは得意だからな。はっはっは」

　彼の言葉どおり、どういうわけか、桐滋は釣りだけは上う手まかった。

　吞気な性格が、釣りに向いているのだろうと以前は考えていたが、人の話では少し短気なほうが、釣りには向いているそうだ。

　だとすれば、これはもう生まれ持っての本能に近い才能なのだろう。

　財の神は、金に縁えんがなく生活能力が皆かい無むの桐滋に、釣りの才能を与あたえたのだ。

　炭焼き小屋にある道具を利用し、すでに幾いくつかの魚は燻くん製せいにして、非常食として溜ため込んでいた。

「兄さん。今度釣りに行く時は声を掛かけてよね。私も一緒についていくから」

「おやおや、桃綺よ。一人になるのが怖こわいのかい？　お前は子供の頃ころから、お化けとかは苦にが手てだったからね」

　そういう問題ではない。と桃綺は言い返したかったが、労ろう力りよくの無駄だと思い直した。

　存在しない化け物を怖がるのは、臆おく病びようだと思われても仕し方かたがない。

　だが、人食い虎とらや、毒どく蜘蛛ぐもを恐おそれるのは臆病とは言わないはずだ。

　今、そこにいる妖怪を恐れて何が悪いというのか。

「本当に誰だれも助けに来てくれないのかしら」

　深刻な表情の妹に、兄は一つの話をしてやった。

「桃綺よ。こういう話がある。

　この世に巻き起こる、理り不ふ尽じんな厄やつ介かい事ごとは全すべて宝ぱお貝ぺいの仕し業わざである」

　宝貝。桃綺はこの言葉を知らなかった。

「宝貝？」

「仙人が造り上げた神しん秘びの道具の事だ。

　仙人が造ったくらいだから、摩ま訶か不ふ思し議ぎな能力を持っているんだ。

　だから、今回の事件も、もしかしたら宝貝が原因なのかもしれない」

　だから、どうしたというのだ。

　宝貝の仕業であろうが、冥めい府ふの扉とびらが開かれたのが原因であろうが、たいした問題ではない。

　壁かべ一枚隔へだてた所に妖怪が、うじゃうじゃいるのが問題なのだ。

「……もし、宝貝の仕業だったら、どうだってのよ？　何かいい、まじないでもあるっての？」

　兄は首を横に振り、言葉を続けた。

「その宝貝というのは、本来人間の世界にある物ではなくて、仙人の世界にしか存在しない物なんだ。

　ところが、ある日、一人の見習い仙人が自分の師し匠しようが造った、何百という欠けつ陥かん宝貝を、うっかり人間の世界に、落としてしまった。

　今、この世にある宝貝ってのは、その欠陥宝貝だという話だ」

「それで？」

「その、見習い仙人は人間の世界に降おりて、自分がばらまいてしまった宝貝を、一つずつ回収しているらしい。

　もし、あの妖怪たちが、宝貝の力で現れているんなら、その仙人がやって来て、妖怪たちを倒してくれるかもしれないな」

　桃綺は大きく溜ため息いきをついた。

　少しでも気分を和やわらげようとする、兄の気持ちは嬉うれしかったが、こんなおとぎ話を信じろというのか。

「兄さん。ちょっとでも、気を楽にさせようっていう、気持ちはありがたいけど、そんな言い伝えを心から信じられる程、私は子供じゃないよ」

　桐滋は本気なのか、とぼけているのか、すぐには判断出来ないような表情で答えた。

「いや、これは言い伝えとか、民話とか、伝でん承しようではなくて、つい最近、風の噂うわさに聞いた話なんだよ」

「またまたぁ」

「いや、ほんとの話。えぇと、誰だれに聞いたんだっけ」

「それはそうと、兄さん。以前から気になっていたんだけど」

「何だ？」

「もしかして、兄さんは、今のこの状況を楽しんでない？」

「ば、馬鹿な事を言うんじゃない」

　桐滋は慌あわてて窓へと近寄り、外を覗のぞいた。

「おお、あれは黒くろ孔く雀じやくじゃないか。鬼き趣しゆ記きという文ぶん献けんに載のっている鳥で、本当なら一か月以上、長雨が続くと現れると伝えられているんだ」

　楽しんでやがると、桃綺は確信した。

　今までは文献の中でしか見られなかった妖怪を、実際にその目で確認出来て、嬉うれしくてしようがないんだ。

　一人で気を滅め入いらせる桃綺であったが、助けは、すぐそこまで来ていたのである。
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　時刻は正午を過ぎていた。

　昨日の夜明け前に到とう着ちやくした森の中で、適当な木を見つけ、その上で眠ねむりについていた和かず穂ほは、大きく伸のびをして目を開けた。

　眠っている間も、和穂の手には刀が握にぎられたままであった。

　周囲を見回し、妖よう怪かいの姿がないと確認した和穂は、殷いん雷らい刀とうを鞘さやに収める。

　簡単な朝食を済すませた和穂は、森の中へと進んでいった。

　時々立ち止まって、耳に着けた小さな飾かざりに細い指を添そえ、目をつぶった。

　途と端たんに、まぶたの裏うらに幾いくつかの光の点が浮かび上がる。

　この光点こそが、宝貝の存在する場所を示していた。

　かなり近くに宝貝があると、光は教えている。

　道服の娘は気持ちを引き締しめて、さらに道を進んでいく。

　ほどなくして、和穂は森の中の大きな湖に到着した。

　宝貝の在あり処かまでは、まだ距きよ離りがある。

　湖を迂う回かいするには、どうすればいいかと和穂が立ち止まって考えていると、二人の若い男と女が現れた。

　男の方は、片手に釣つり竿ざおを持っていた。湖で、魚でも捕つかまえていたのだろう。

　若い二人組は、和穂の顔を見て、アングリと口を開けた。

　二人に注目され、和穂は少し困った顔をして口を開く。

「あの、こんにちは」

　和穂の挨あい拶さつは、二人には届とどいていないようだった。

　よくみれば、二人の目鼻だちは似ているので兄妹きようだいなのだろうか？

　驚きよう愕がくの表情を崩くずさない二人に対して、さらに和穂は声をかけた。

「えぇと、いい天気ですね」

　やはり返答はない。

　もしかして、私の後ろに熊くまでもいるんじゃないかと、和穂は半分冗じよう談だんめかして、自分の背はい後ごを振ふり返った。

　無む論ろん、熊も虎とらもいない。

　奇き妙みような沈ちん黙もくを破やぶったのは、二人連れの女の方だった。

「お嬢じようちゃん、どうやってここまで来たの？

　化ばけ物に襲おそわれなかったの？」

　和穂は微笑ほほえんだ。

「えぇ、何とか蹴け散ちらして来ました」

　途端、和穂の腰に帯びていた刀が、鞘ごと宙に跳とび上がった。
















　アッと驚く二人を横目に、刀は軽い爆発音を立てる。

　一いつ瞬しゆん、静電気の嫌いやな感覚が周囲に広がったかと思うと、一人の男が爆発の中から出現した。

　中肉中ちゆう背ぜいの若い男だ。男の割には、長い黒くろ髪かみをしている。

　むきだしの腕うでを見る限りでは、鍛きたえられた体をしていた。

　猛もう禽きん類るいを思わせる眼光と合わせて考えれば、かなりの腕前の武人なのだろうか。

　長い髪を、後こう頭とう部ぶの辺あたりで握にぎると、括くくったわけでもないのに、髪がまとまった。

　黒髪の男は、地面に落ちた鞘を拾いながら道服の娘に言った。

「和穂よ。それでは、まるでお前が妖怪どもを倒たおしたように聞こえるではないか？」

　和穂と呼ばれた娘が答えた。

「別にそういうつもりはなかったけど、細こまかく説明するには、時間がかかりそうだったからね」

　男が黒い鞘を捻ねじると、途端にそれは、袖そで付きの黒い外がい套とうへと姿を変えた。

「ま、別にどっちでもいいがな。和穂、棍こんを出してくれ」

　和穂はうなずき、腰のひょうたんを外し、ふたを取る。

　途端、ひょうたんの中から人間の身長ぐらいの長さがある、細長い銀色の棍が現れた。

「はい、殷雷」

　和穂は、黒髪の青年、殷雷に棍を手て渡わたす。

　外套を羽は織おりながら殷雷は男と女に言った。

「判っている。聞きたいことが山程あるんだろ？　刀がどうして人になったか、ひょうたんからどうして、身みの丈たけ程もある棍が飛び出したかを。

　答えてやるが、その前に俺おれの質問に答えてくれ。

　ここらへんで宝貝を見かけなかったか？」
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　桃とう綺きは最高の笑え顔がおで、和穂たちをもてなした。

　炭焼き小屋の中には、たいした物はなかったが、それでも一番いい茶を和穂たちに勧すすめた。

　遠えん慮りよがちに茶を飲み和穂は、宝貝をばらまいてしまい、それを回収する旅を続けている事を桃綺に説明した。

　殷雷は魚の燻くん製せいを茶ちや菓が子し代わりに、豪ごう快かいに茶を飲み干ほした。

　桐とう滋じは、そんな殷雷を見て感動の声を上げていた。

「おぉ！　刀の宝貝が茶を飲んでいるぞ！」

　がむがむと、殷雷は燻製をかじる。

「茶ぐらいいくらでも飲むぞ。うむ、半はん生なまの燻製というのもなかなかいけるな。

　桐滋とやら。酒を飲む刀の宝貝というのは見たくはないか？」

「おぉぉぉ！　ぜひ拝はい見けんしたいですな。今すぐに用意しましょう」

「酒の後は、炊たき立ての飯めしに、ほぐした燻製をのせた茶ちや漬づけを食う、刀の宝貝を披ひ露ろうしてやるぞ」

　慌あわてて、和穂が割って入る。

「ちょっと、殷雷。お酒を飲んでる場合じゃないでしょ。いいんですよ、桐滋さん、お酒なんか持って来なくても」

　和穂の背中を叩たたき、桃綺は言った。

「遠えん慮りよはいりませんよ、和穂大だい仙せん人にん。あの妖怪たちを倒していただけるんだったら、安いもんですよ」

「はぁ」

　桃綺は笑いながら言葉を続けた。

「それじゃ、先に妖怪を追っ払ぱらってもらいましょうか？　祝いわいの酒しゆ宴えんはその後でやるって事で。霧きりや霞かすみしか食べないなんて、野や暮ぼは言いっこなしですよ。

　ささ、ズバット一発、派は手でな仙術で妖怪たちの湧わき出てくる洞どう窟くつを、木こっ端ぱ微み塵じんにでもしてやってくださいな」

　ほんの少し、桃綺たちが誤ご解かいしていると和穂は気がついた。

　宝貝をばらまいてしまい、それを回収する旅を続けているのは、確かに間違いはない。

　だが、ほんの少し、致ち命めい的てきな部分に誤解がある。

　助けが来た嬉しさを、隠かくそうともしない桃綺の笑顔に向かい、和穂の声が少し小さくなった。

「あの、桃綺さん」

「はいな。なんざんしょ」

「実はですね。私は仙術が使えないんです」

　一瞬、氷のような沈ちん黙もく。

　桃綺は笑ったままだった。笑ったままで、頰ほおが少し引きつっているのが和穂には判った。

「使えないって、派手な術は使えなくて、地じ味みで渋しぶ目めの術は使えるとか？」

「いえ、全まつたく使えません」

　謙けん遜そんだ、謙遜であってくれと目で訴うつたえながら桃綺は言った。

「……仙術は使えなくても、それに代わる凄すごい技が使えるとか？」

「いや、だからそういうのは、全く使えないんです」

　二人の会話を横で聞いていた殷雷は、燻製を飲み込み、説明した。

「桃綺よ。和穂はそこらへんにいる、十五の小こ娘むすめと何も変わらんぞ。

　人間界に降りるときに、全すべての仙術は封じられちまったからな。今じゃ、嘆なげかわしい事に、妖怪と宝貝の区別もつきやがらねえ。

　だから、刀の宝貝たる俺おれが、お守もり代わりに付いてるんだよ」

　ずいずいと、殷雷の前に桃綺は近寄り、刀の宝貝の両手を握にぎった。

「それじゃ、それじゃ。殷雷さんは、刀の宝貝っていうぐらいだから、その強さは完全無敵で、比ひ類るいなき破は懐かい力りよくを秘ひめて、負け知らずなんでしょ？」

　殷雷は自分の髪の毛で、うなじを搔かいた。どうやら動物の尻尾しつぽのように、髪が自由に動くらしい。落ち着いた声で、殷雷は答える。

「そこまで強くねえ」

　不ぶ作さ法ほうを装よそおっているが、本当は奥おく床ゆかしくて自分の強さを自じ慢まんしない、好青年であってくれと祈る表情が、桃綺の顔に浮かぶ。

「[image: ]、[image: ]ぞでじょ。謙遜してるんだよね」

　殷雷は、虚きよ勢せいも張らなければ、謙遜もしない。冷静に真実を伝える。

「ま、普ふ通つうに戦えば、大たい抵ていの奴やつには後おくれはとらぬが。不ふ意いをつかれたりしちゃ、ちいっとばかりやばいな。

　当たり所が悪ければ、矢の一本でも簡単にやられちまう」

　桃綺はすがるように、和穂の持つ、ひょうたんを指差した。もはや、やけだ。

「だったら、あの不ふ思し議ぎなひょうたんに、妖怪たちを全部吸い込むんだ」

　和穂は首を横に振った。

「申もうし訳わけないんですけど、これは吸きゆう引いんに抵抗するものは吸い込めないんです」

　桐滋が感かん慨がい深げに、両腕を組んでうなずいた。

「へえ、それじゃ色いろ々いろと大変でしょ」

「それが、結けつ構こうなるようになるもんでな」

「勝しよう負ぶは時の運ってやつですな。わっはっはっは」

　幸運にも意外な助けはやって来た。

　だが、だからといって、助かる保ほ証しようはどこにもなかったのだ。

　うちひしがれる桃綺の耳に、殷雷と桐滋の会話が聞こえた。会話の内容は、桜の木を使った燻製の話だった。
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　運命とか、人生は、自分の手で切り開くものなんだ。

　桃とう綺きは拳こぶしを強く握にぎった。

　人に頼たよっていてはいけないんだ。

　美う味まい燻くん製せいの作り方を力説するような、刀かたなに頼ってはいけないんだ。

　桃綺の悲ひ壮そうな表情を見て、殷いん雷らいは言った。

「借金で首が回らなくなって、とうとう夜よ逃にげを決意したって面つらだな」

「やかましい、この食い逃にげ野郎。茶と燻製の金を払はらって出ていきやがれ」

　殷雷は棍で自分の肩かたを叩たたいた。

「心配するな。茶と燻製分の働きはしてやるぜ」

　和かず穂ほが話を切り出す。

「宝ぱお貝ぺいの位置は大体判わかっているんです。桃綺さんたちと出会った、あの湖の丁ちよう度ど対岸辺あたりなんですけど、何か思い当たる事でもありませんか？」

　桃綺は説明した。

「だろうね。あそこには、小さな丘おかがあって洞どう窟くつがあるんだ。足あし跡あとから見て妖よう怪かいたちは毎晩、そこから現れてるようだから、宝貝もあるんだろ」

　一つの疑問が和穂の頭に浮うかぶ。

「今までの宝貝は、一つの例外もなく誰だれかに使われていたんです。

　その洞窟に誰かが住んでいませんか？」

「？　あんな場所には誰も住んでいないよ。この森で生活しているのは、私たち兄妹きようだいぐらいのもんだ」

　理り不ふ尽じんな厄やつ介かい事ごとを巻き起こす、宝貝であるが、正確には厄介事を巻き起こすのは、宝貝を使う人間なのである。

　いかに宝貝とはいえ、道具に違ちがいはないのだ。道具には、使用者が必要だ。

　桐滋が吞のん気きな声を上げた。

「あの洞窟の側そばは、よく魚が釣つれるんです」

　桃綺と殷雷は、思いっきり桐滋の発言を無視したが、和穂だけは相あい槌づちを打った。

「へえ、そうですか」

　殷雷が口を開く。そろそろ本気になったのか、声の調子が少し低い。

「で、その洞窟ってのは大きいのか？」

　殷雷の声に比ひ較かくすると、余よ計けいに桐滋の声の緊きん張ちよう感かんのなさが目立った。

「いえ、小さなものです」

「ならば、日のあるうちに洞窟までいくとしようか。日にち没ぼつまでまだ二ふた刻とき（四時間）はあるだろうからな」

　急な言葉に、桃綺は慌あわてた。

「待ちなよ、せめて明日の朝にでも」

　刀の宝貝は首を横に振ふった。

「状じよう況きようが悪くなる可能性もある。焦あせりは禁きん物もつだが、始し末まつは出来るだけ早い方が良い。

　これ以上、時間をかけても、情報は集まらないだろうからな。

　行くぞ、和穂」

　普ふ段だんは、じっくりと策を練ねる殷雷であったが、決断を下してからの行動は早い。

　席を立ち上がりながら、和穂は尋たずねた。

「ねえ、殷雷。刀かたなには戻もどらないの？」

「攻こう撃げき主体でいくから、人ひと形がたのままだ。時間が長引けば、相手の方が有利になるからな」

　人の形けい態たいで戦う場合、殷雷は常に自分と和穂の守りを頭において、戦わなければならなかった。

　刀の形態で、和穂の体を操あやつり戦えば、防ぼう御ぎよにかかる手て間まが少なくなる。

　複数の敵と戦う場合には、この方法が有利であった。

　だが、人の形をとり、棍を持った殷雷は、殷雷刀を持った和穂よりも、棍の分だけ戦せん闘とう能力が上がるのだ。

　殷雷は戦いを速すみやかに終わらせる為ために、棍を持つ方を選んだのである。

　礼をのべ、立ち去ろうとする和穂を、桃綺は押し止とどめた。

「待って、私も連れていって」

　静かな声で殷雷は言った。

「来るのは勝かつ手てだが、危険だぞ。出来るかぎりは守ってやるが、完全に守りきる自信なんてのはない。

　危あぶないと思ったら、すぐに逃げろ」

「うん。足手まといになるつもりはない。

　ただ、どんな奴やつが、妖怪なんていう物ぶつ騒そうな物を操っているか、見てみたいんだ。

　ふざけた奴だったら、とっちめてやる」

　さすがに心配そうに兄は言った。

「桃綺、あまり無む茶ちやはするんじゃないよ」

　桃綺は兄の首ねっこをつかむ。

「何言ってるのよ。兄さんも来るの」
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　昼過ぎの太陽に照てらされ、湖面は直視出来ないほどの光を、乱反射していた。

　桃綺の案内により、和穂たちは確実に洞窟へと近寄っていく。

　恐おそる恐る進む一同の中で、殷雷だけが涼すずしい顔をしていた。

　だが、彼の鋭えい敏びんな知覚は、確実に周囲の気け配はいを読んでいた。

　少なくとも、近くに人の気配はない。

　やがて一行は、小さな洞窟の入口に到とう着ちやくした。

　洞窟の中の冷気が周囲に流れ出し、桃綺は思わず鳥とり肌はだを立てた。

「ここが、その洞窟よ」

　言葉の通り、入口周辺の地面には、正体がよくわからない無数の足あし跡あとが残っていた。

　和穂も耳みみ飾かざりに手をやり、すぐそばに宝貝があると確認した。

　殷雷は軽くうなずき、神経を集中した。途と端たんに彼の長い髪かみが少しふわりとした。

　わずかな気配も髪を通して、知覚しようというのだ。

　彼は髪を通して、洞窟の中の気配を感じとった。

　一人の人間の呼吸音が感じられる。

　息を殺すでもなく、ごく通常の呼吸音だ。

　棍を軽く握にぎり直し、殷雷は注意した。

「中に誰だれかいるぜ。油ゆ断だんするなよ。桃綺に桐滋よ。さっきもいったが、やばいと思ったらすぐに逃げろ」

　兄妹は黙だまって首を縦たてに振ふった。

　隙すきを見せるよりましだが、ちょいと硬かたくなりすぎたと、殷雷は考えた。

「そう緊きん張ちようするな。日が出てれば、妖怪も出ては来るまい」

　少し声を震ふるわせて、桐滋は言い返した。

「判わかりませんよ。奇き景けい談だん義ぎという書物には、洞窟に住む、惨さん猟りよう鬼きという妖怪の話が載のっています。

　角つのが生はえ、脇わき腹ばらから四本の手が生えた、大きな鬼おにで、これは、昼間でも現れるそうで」

　殷雷は鼻で笑った。

「ふん。考えすぎだ」

　和穂は軽く首を傾かしげた。

「そうかなぁ、なんとなく、嫌いやな予感がするんだけど」

　長話をしている暇ひまはなかった。

「恐おそろしいんなら、ここで待ってな」

　殷雷はヒラリと洞窟の中に入っていった。

　慌てて和穂も後を追う。

「待って、殷雷！」

　意を決した兄妹も後へと続く。

　だが、和穂はすぐに殷雷の背中に当たり、顔をぶつけた。

　兄妹たちも、和穂の背中に当たった。

　和穂は、ぶつけた鼻の頭を撫なでた。

「ちょっと、殷雷どうしたの？」

　今まで明るい外にいたので、洞窟の中ではすぐに目が利きかなかった。だが、ゆっくりと暗さになれると、それの姿が見て取れた。

　殷雷の目の前には、彼の身長の倍はある、大きな男が立ち尽つくしていた。

　眉み間けんからは一本の角が生え、脇腹からは昆こん虫ちゆうのように、四本の手が生えていた。

　見開かれた虹こう彩さいは縦たてに裂さけ、真っ赤な光を発していた。

　殷雷は自分の顎あごを撫で、一同に尋たずねた。

「この中で、自分は人より、ちいっとばかし運が悪いと思う奴は手を上げな」

　桃綺が手を上げ、和穂が手を上げた。

　桐滋が手を上げていないのを見て、桃綺は無む理り矢や理り、兄の手を上げさせる。

　肺の中の空気を全すべて吐はき出し、殷雷は溜ため息いきをついた。

「なんてこったい」

　一いつ瞬しゆんの間ま。

　続く電でん光こう石せつ火かの瞬間に、全すべては決着した。

　殷雷の棍こんの一いち撃げきが、身動きを始めた惨猟鬼の脳のう天てんを促とらえ、そのまま叩たたき下ろされた。

　悲鳴を上げる間もなく、化ばけ物は闇やみへと姿を変えた。

　つまらなそうに、殷雷は棍の残ざん心しんを解といた。

「いやぁ、活かつ劇げきだねえ」

　呆あつ気けにとられた桃綺だったが、大喜びで殷雷の髪かみを引っ張った。

「わ、凄すごいじゃないの！」

「髪を引っ張るな！　これで茶と燻製分の働きはしたからな」

　和穂は洞窟に横たわる、一つの人影を発見した。

　驚おどろき、和穂も殷雷の髪を引っ張る。

「ねえ、殷雷あれ！」

「引っ張るなってのに！」

　和穂の指差した先には、大きな石の上に横たわる一人の男がいた。

　男は和穂たちに背を向けている。木製の枕まくらを敷しいているので、眠ねむっているのだろうか。

　殷雷は油断なく、棍を構え直した。

　男の頭上には、陽炎かげろうのような空間の歪ゆがみがあった。歪みの彼方かなたには、今や見み慣なれた妖怪たちの影がある。

　刀の宝貝は、ゆっくりと口を開く。

「そうか、だいぶ話が見えてきたな。あいつは夢から、妖怪を引きずり出していやがったんだ。ならば、あの枕が宝貝だな」

　己おのれの身の危険を、知ってか知らずか、眠っている男は、微かすかにうなり声を上げ、寝ね返がえりをうった。

　和穂たちに向けられた顔を見て、一同は絶ぜつ句くした。

　男は桐滋だった。
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　桐滋は叫さけぶ。

「思い出した！　あの日、釣つりに出で掛かけた私は、あの枕、廊ろう虚きよ夢むを拾ったんだ。

　丁ちよう度ど、夕ゆう立だちが来たので、私はこの洞窟に雨あま宿やどりに入り、うたたねをしたんだ」

　和穂は混乱した。

「それじゃ、今、話している桐滋さんは？」

　殷雷は、和穂に棍を渡わたす。

　そして、指の骨をバキバキ鳴らしながら質問に答えた。

「こいつは、夢の中の桐滋だ。夢の中の自分自身も、引きずり出していたんだ」

　桃綺も負けずに指の骨を鳴らした。

「つまり、兄さんは吞のん気きに妖怪の夢を見て、その夢から妖怪が漏もれていた、ってわけなのね」

　冷ひや汗あせを流し、桐滋は笑った。

「どうやら、そのようだね。どうりで、最近頭の回転が鈍にぶくなっていたんだ。夢の私なんだから仕し方かたがないか」

「兄さんは、前とあんまり変わってないよ」

「それはないぞ、桃綺。それに、どうして指の骨を鳴らしているんだ？」

　桃綺と殷雷は、その顔に全く同じ笑え顔がおを浮うかべた。

　右の唇くちびるだけを吊つり上げ、八や重え歯ばをのぞかせて、だが、目は笑っていない。

「宝貝に囚とらわれている、可哀かわいそうなお兄さんを、目め覚ざめさせてあげるのよ。

　兄妹でなけりゃ、熱い接吻くちづけでも構かまわないんだけど、代わりに、この熱い拳こぶしをお見み舞まいしてあげる」

　刀の宝貝は深く、感心した。

「まさに、麗うるわしき兄妹愛だな。俺おれも少しばかり手を貸してやろう」

　さすがの桐滋も、これから行われようとしている、荒あらっぽい目覚ましに、慌あわてふためいた。

「ははは。大だい丈じよう夫ぶですよ。自分の事ぐらい自分でやります」

　夢の桐滋は、眠る桐滋の肩を揺ゆすった。

「起きろ、起きるんだ」

　だが、静かな寝息は全まつたく変わらない。

「起きてくれ！」

　夢の桐滋の肩に手をやり、殷雷は首を横に振った。

「どうやら、こいつの欠けつ陥かんは、自分の意思で自分を起こせない、ってところだな。ま、悪夢ってのはそんなもんだ」
















　桃綺は大おお袈げ裟さに泣き真ま似ねをした。

「あぁ、なんて不ふ憫びんな兄さんなの。

　よくも、この二週間、くだらない苦労をかけさせやがって、じゃなかった。

　二週間も、こんな洞窟で眠り続けていたなんて。あぁ、可哀そう」

　和穂は、殷雷と桃綺を止めようとした。

「あの、二人とも、あまり無茶は……」

　だが、誰だれも聞く耳は持っていなかった。

　仕方がなく、和穂は爆ばく竹ちくの炸さく裂れつに身み構がまえるように、両方の人差し指で耳をふさいだ。

　和穂の隣となりでは、夢の桐滋も同じ恰かつ好こうをしている。

　かくて、洞窟にこだまする桐滋の絶ぜつ叫きよう。




『廊虚夢』

　夢と現実の間に扉とびらを開き、夢を現実の世界に引きずり出す、枕の宝貝。

　欠陥は、夢の自分を、夢から引きずり出すと、自分の意思では起きられなくなってしまうのであった。

　夢の自分が見る現実は、果たして夢か現実か？
















意地を断ち切る犬の門







　　　　一




「さて、創そう常じようちゃんよ。

　とっととあきらめて捕つかまってもらおうか。

　この俺おれに抵てい抗こうしたって無む駄だなのは、判わかっているよな。

　まさか、そのガキを『楯たて』にするんじゃあるまいな？」

　銀色に輝かがやく棍こんを構かまえ、殷いん雷らいは『楯』という言葉を強調しながら話しかけた。

　それが気の利きいた冗じよう談だんであるかのように、口の端はしにかすかな笑えみが浮うかんでいる。

　殷雷の前には、一人の娘むすめと一匹ぴきの白い犬がいた。

　飴あめ色いろをした門の前に、犬は腹はら這ばいになっていた。門に相応ふさわしい豪ごう勢せいな屋や敷しきが、塀へいの向こうに見える。

　まだ五歳さいになったばかりの少女は、しっかりと犬にしがみついていた。

　たいして長くない犬の毛に指を絡からめ、殷雷の目をにらんでいる。

「お前なんかに、シロは負けないよ！」

　殷雷は体格こそは大きくないものの、獲え物ものを探さぐる鷹たかのような鋭するどい眼光をしていた。

　少女は恐きよう怖ふを感じたが、より強く犬にしがみつくと、心地ここち好よい安心感に包まれた。

　温かい肌はだごしに伝わるシロの力強い鼓こ動どう。シロは、こんな奴やつには絶対負けない。

　さらに強く、少女は殷雷をにらみ返した。猛もう禽きん類るいの鋭さを持つ目、袖そで付きの黒い外がい套とう、男にしては長い髪かみ、ギラリと光る棍。

　脅おびえれば、シロを信しん頼らいしていない事になると、少女は考え始めていた。

　門のせいで日ひ陰かげになり、余よ計けいに棍と目の光が強調されている。

　殷雷の口く調ちようはとぼけていたが、子供をからかって遊んでいるようには聞こえない。

「おい、ガキ。

　さっさと、その宝ぱお貝ぺいをよこせ。宝貝は、おもちゃじゃねえんだ」

　間かん髪はつ入れずに答えが返る。

「やだ！　お前みたいな悪い奴の言うことなんか、きくもんか」

　殷雷の口くち許もとから笑みが消えた。

「悪い奴とはえらい言われようだな、このガキ！」

「シロを連れて行こうとする奴は、皆悪い奴だ。それにガキじゃない、柚ゆう香かだ！」

　二人が言い争っていると、一人の娘が慌あわてて走ってきた。

　年の頃ころなら十五、六。娘にしては珍めずらしい、袖の大きな道どう服ふく姿だ。

　足の運びにあわせて、緩ゆるく後頭部で結ばれた柔やわらかい髪と、腰こし帯おびにくくりつけたひょうたんが飛び跳はねている。

　娘の姿を見た殷雷は怒ど鳴なった。

「遅おそいぞ、和かず穂ほ！」

　小さな口からゼイゼイと息を吐はき、和穂と呼ばれた娘は口を開く。

「そんな事言ったって、裏門から正門までこんなに距きよ離りがあるなんて……」

　どうやら娘は男の仲間だと知り、柚香は溜ため息いきをついた。

　娘の優やさしそうな目を見て、ほんの少し助けを期待していたのだ。

　息を整えた和穂は、柚香に声を掛かけた。

「えぇと、あなたが柚香ちゃんね？　お父さんから、だいたいの話はうかがったよ。

　お願い、宝貝を返してちょうだい」

　和穂の、悪意のない優しい声に、柚香の心が少しグラつく。

　だが、慌てて首を振ふった。

　殷雷が軽く口くち笛ぶえを吹ふく。

「柚香よ。今、宝貝を返してくれたら、飴あめを買ってやるぜ」

「馬鹿にするな！　飴なんかで、シロを渡わたせるか！」
















「そうか。じゃ、実力行使だ。判わかるか？　力ずくで、創常をぶっ壊こわすって意味だ」

　物ぶつ騒そうな発言に、和穂は慌てた。

「ちょっと殷雷、そこまでやらなくても。

　柚香ちゃんに、ちゃんと説明して」

　殷雷は全まつたく取り合わない。

「柚香。今、創常を渡せば奴は無む傷きずで済すむ。

　もう一度きくぞ、創常を渡せ。

　今なら期間限定特別御ご奉ほう仕しで、飴を二個にしてやろう」

　この男はシロに勝つ自信を持っている。

　でも、シロも全く動じていない。

　そうだ、シロを信じるしかないのだ。

「嫌いやだ！」

　殷雷の手の棍が大きく上段に構かまえられた。

　慌てて和穂が殷雷の腕うでをつかむ。

「殷雷！　本気なの」

　舌打ちし、柚香に聞こえないような小さな声が、和穂の耳に届とどく。

『心配するな。犬の変化が解けるぐらいの衝しよう撃げきだ。あいつは頑がん丈じようだから、そう簡単に壊こわれはしない』

「でも、柚香ちゃんがあんなに近くにいちゃ危あぶないでしょ！」

『自分の腕を鼻にかけるのは嫌きらいだが、ガキに当てないぐらいの技わざはある。

　それにあのガキは創常から離はなれやしない』

「でも」

　柚香に向かい、殷雷は言った。

「仕し方かたねえ。飴二個に杏あん仁にん豆どう腐ふを付けてやるぜ」

　柚香は黙だまって殷雷の目を見み据すえる。

　空気の中に、ゆっくりと緊きん張ちよう感かんが広がっていく。

　棍の動きは、既すでに止まっていた。後は振り下ろすだけだ。

「最後の警けい告こくだ。創常楯じゆんは楯の宝貝だから、大だい丈じよう夫ぶだと思ってるなら、いいことを教えてやろう。

　俺の名は殷雷刀とう。刀かたなの宝貝だ。

　楯の宝貝の程度ぐらい、おみとおしだ。

　……飴二個に杏仁豆腐、特別にお手玉三個でどうだ」

　もはや、柚香の言葉は絶ぜつ叫きように近かった。

「シロは負けないもん！」

「そうか。ならば、特別御奉仕の期間は終わりだ」

　殷雷を止めようとする和穂を軽くかわして、棍は振り下ろされた。

　空気を切り裂さく棍の音に、思わず柚香は目を閉じた。

　そして次の瞬しゆん間かん、金属と金属が当たったかのような、衝しよう突とつ音おんが広がる。

　強大な激突音は、しばらく周囲を漂ただよい続けた。

　柚香は細い首をすくめながら、自分の頭に棍が当たったのかと考えた。衝突音はそれだけ耳なりに似ていたのだ。

　恐おそる恐る、目を開けると、殷雷の気き迫はくに満ちた目と、目が合ってしまった。

　脅おびえ、もう一度目をつぶり、ゆっくりと目を開ける。

　何かが妙みようだと柚香は思った。

　振り下ろされた棍は、シロと柚香の頭上でピタリと止まっていた。

　ただの脅おどしだったのだろうか？

　だが、殷雷の様よう子すが変だった。

　棍を振り下ろしたまま、ピクリとも動かなくなっていた。

　柚香は喉のどの渇かわきを覚えた。

「お、脅おどしても駄目なんだから」

　殷雷は答えずに、代わりに両手に握にぎられていた棍は地面に落ちた。

　ついに殷雷が動き出した。両方の掌てのひらをまるで、水を払はらうかのように揺ゆさぶる。

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめる、ギリギリという音が、柚香の耳にまで届いた。

　殷雷は飛び跳ねながら叫さけぶ。

「痛！　い、いてえ！」

　呆あつ気けにとられる柚香の顔を、シロは嬉うれしそうになめる。

　安あん堵どの溜め息をつきながら、五歳の少女は何が起きたか理解した。

「だから言ったでしょ。シロは誰だれにも負けないって」

　人の姿をとる刀と、犬に化ばける楯。尋じん常じようならざる能力を持った、神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　そんな道具を造つくれるのは、人ではなかった。

　宝貝は仙せん人にんの手によって造られる。
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　柚香に耳の後ろをかいてもらいながら、創常楯は殷雷の姿を見つめた。

　久し振りの再会であったが、懐なつかしさは込み上げてこなかった。

　欠けつ陥かん宝貝を閉じ込めた封ふう印いんの中で、創常楯と殷雷刀は、お互たがいを見知っている。

　創常楯は、殷雷刀よりも、隣となりに立つ和穂に興きよう味みを覚えた。

　和穂か。誤あやまって封印を破やぶり、欠陥宝貝を地上にばらまいてしまった仙人だ。

　噂うわさでは、責任を感じ、全すべての仙術を封じ込め人間界に降りて、宝貝の回収を行っていると聞く。

　自分の前に、こうやって姿を現したからには、噂は本当だったのだろう。

　さらに噂が語るところによれば、自みずからも欠陥宝貝のくせに、和穂の宝貝回収に手を貸している奴がいるらしい。

　犬にしては少し奇妙な、豹ひようのような青緑色の目で、創常楯は殷雷を見つめた。

　奴か。

　殷雷刀なら納なつ得とくもいく。悪ぶってはいるが刀として致ち命めい的てきな、情に脆もろいという欠陥を持つ宝貝だ。
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　豪ごう華かな客室に、和かず穂ほと殷いん雷らいはいた。

　幾いく種類もの陶とう器きが飾かざられ、壁かべ際ぎわには真っ白な水すい仙せんが生けられている。

　だが、頭に血がのぼっている殷雷には、部へ屋やの飾かざりなど目に入らない。

「あぁ、むかつくむかつくむかつくむかつくむかつく。創そう常じよう楯じゆんの奴やつめ、ちょいと腕を上げたからって、いい気になりやがって。

　楯の宝貝としちゃ、たいした能力もないくせに」

　膏こう薬やくを染しみ込ませた布を、適てき当とうな大きさに切りながら、和穂はつぶやく。

「負けた相手の悪口を言うのは、みっともないよ」

　和穂の向かい側に座すわっていた殷雷は、椅い子すから立ち上がり、机つくえ越ごしに和穂の胸むなぐらをつかむ。

『なんだと、和穂！』

　と、殷雷は怒ど鳴なるつもりだったが、指先から伝わる激げき痛つうの為ために、

「なわ！」

　と、意味不明な叫びになる。

「ハサミを持ってるから危ないでしょ。

　さあ、怪け我がを見せて」

　舌打ちをしながら殷雷は両手を差し出す。

　和穂は怪我の酷ひどさより、怪我の痛みを想像して、首をすくませた。

　殷雷の右手の爪つめは、親指を除のぞいて全すべて剝はがれていた。生爪越しに、血にしては少し薄うすい体液が、ジワジワと染みだしていた。

「殷雷、ちょっと痛いと思うけど我が慢まんして」

　和穂は器き用ように傷口に布を巻き付けていく。

　殷雷は騒さわがなかったが、額ひたいから流れる脂あぶら汗あせが痛さを物語っていた。

「でもさ殷雷。この怪我って、創常楯の攻こう撃げきのせいなの？」

　こめかみをひくつかせ、答えが返る。

「奴は楯だ。攻撃はしない。間合いを読み損そこねて、自分の力が自分に跳はね返ったんだよ」

「殷雷が間合いを読み間ま違ちがえるなんて、珍めずらしいね」

「うるさい。奴の防ぼう御ぎよ結けつ界かいごと叩たたき潰つぶすつもりだったが、あいつめ、攻撃が当たる寸すん前ぜんに結界の大きさを変えやがった。

　おかげで、当たり場所がメチャクチャになって、このざまだ」

「創常楯は、どうして犬の形をとるんだろ」

「両手がふさがる武器を持ったとき、使用者と一いつ緒しよに行動して結界を張るんだ。だが、奴は移動しながら結界を張れないという、欠陥を持つ」

「ふうん。左手も見せて」

　殷雷の左手は右手に比くらべれば、はるかに軽傷だった。親指の付け根の膨ふくらみに、大きな青あお痣あざが出来ているだけだ。

　和穂が殷雷の手当てを続けていると、部屋の外から声が掛かった。

「和穂さんに殷雷さん、よろしいでしょうか？」

　和穂が答えると、一人の中年の男が部屋の中に入ってきた。

　ブクブクに太った体に、禿はげた頭。だが、人ひと懐なつっこそうな表情が、肉体的な特とく徴ちようを、全て『恰かつ幅ぷくの良さ』に変えていた。

　この男こそが、屋や敷しきの主人にして柚香の父親である、財ざい丈じようであった。

　左手に持った皿の上には、湯ゆ気げを立てた肉にく饅まん頭じゆうがのっていた。

「どうです、昼ひる飯めし代わりに？」

　机の上に皿を起き、財丈も椅い子すに座すわった。

　包ほう帯たいが巻かれた殷雷の手に、自然に目が向く。

「おやおや、シロにしてやられましたか。前から不ふ思し議ぎな犬だと思っていましたが、まさか宝貝だったとは。

　本当に宝貝なんて物があるんですねえ」

　むかついていた殷雷は、怒いかりの矛ほこ先さきを財丈に向けた。

「何を吞のん気きに言ってやがる。財丈よ、娘の教育がなっちゃいねえぞ！」

「いやはや、何ともお恥はずかしい。

　素す直なおな娘なんですが、どうも祖そ母ぼに似て頑がん固こなところがありましてねえ」

　和穂は疑問を口にした。

「どうして、柚香ちゃんは、創常楯を手に入れたんでしょう？」

　財丈には質問の意味が判わからなかった。

「どうしてです？　偶ぐう然ぜん拾ったか何かではないのですか」

「宝貝には、誰だれかに使われたいという、道具の業ごうがあるらしくて、自分を望む者のところに現れるんです。

　柚香ちゃんが楯を欲ほしがる理由が、判らなくて」

　肉饅頭を手に取りながら、財丈はうなずいた。

「思い当たります。

　あの子の母親は、胸の病やまいを患わずらって山の方で療りよう養よう中ちゆうなんです」

　肉饅頭にかじりついていた殷雷は、露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「び、病気ネタか」

　財丈は話を続けた。

「いや、胸の病気にしては、それほど酷ひどくはないんですが、柚香のような子供にうつると少し厄やつ介かいでしてね。

　かれこれ一年ばかり、娘は母親の顔を見ていませんね。

　私がかまってやればいいんですが、絹きぬの卸おろしの仕事がなかなか忙いそがしくて、そうもいかずに。

　少し柚香が不ふ憫びんに思えて、気が紛まぎれればと考え、可愛かわいい子犬を与あたえたんですよ」

　殷雷はこめかみを押おさえた。

「病気ネタと、健けな気げな動物ネタか」

「ところが、可哀かわいそうに子犬は」

　机に額ひたいをつけ、殷雷は叫さけぶ。

「判った判った、もういい。聞くんじゃなかった」

　財丈は、情感を込めて言葉を続ける。

「そう、ちょうどその子犬の名前も、シロと言いましてな」

「もういいと言ってるだろ！　勘かん弁べんしてくれよ、俺おれはこの手の話に弱い、じゃなかった、この手の話は嫌きらいなんだ。

　甘あまったるくて、お涙なみだ頂ちよう戴だいで、虫むし酸ずが走るわい！」

　と、怒鳴り、殷雷は財丈や和穂と目を合わさないように、壁かべの方を向いた。

「ねえ、殷雷ってば」

　少しばかり鼻声になった、殷雷の言葉が返った。

「やかましい。今回の一件、俺は降りるぞ。和穂、お前が泣き叫ぶ柚香から、創常楯を取り戻せ。

　それと、忠ちゆう告こくしておくが、代わりに他の犬をあてがうなんてやり方は、俺は認めんぞ。

　そういうのは欺ぎ瞞まんというのだ」

　楯の宝貝にしてやられ、闘とう争そう心しんに火がついていた殷雷であったが、財丈の言葉を聞き、一気にやる気がなえた。

　財丈は、和穂の道服の裾すそを引っ張り、小声で言った。

「私、何かまずい事を、言っちゃいましたかね？」

「いえ、本当の事なんでしょ？」

「ええ。余よ計けいな御お世せ話わかもしれませんが、『楯の宝貝にやられっぱなしでいいの？』とでも、焚たきつけたらどうでしょうか」

「……殷雷の気持ちが私にも判りますから、そういう事はしたくありません」

「そうですか。仕し方かたないですね。親の私が柚香に言い含ふくめましょう」

　和穂と財丈が相談していると、廊ろう下かを走る音が聞こえた。

　トタトタと、小さな足音が客室の前までやってきて、柚香が扉とびらを開ける。

　そして、精せい一いつ杯ぱい強がった声で宣せん戦せんを布ふ告こくする。

「勝負よ、和穂に殷雷。

　今、シロに門番をするように言った。

　シロを壊こわすなり、どうにかして門番が、出来ないようにしたら、あんたたちの勝ち。

　シロを渡してあげる。

　でも、絶対に絶対に絶対に無理よ。

　殷雷みたいな、なまくら刀じゃ、絶対に絶対に絶対に、シロには勝てないんだから。

　場所を守れって命令されたら、シロは一番強くなれるのよ。

　すぐに諦あきらめるしかないって思うよ」

　壁を向いていた殷雷の、黒く長い髪かみが一瞬ピクリと動いた。

　そして椅子から立ち上がり、扉につかつかと歩あゆみ寄り、左手で柚香を持ち上げる。

　殷雷の目が少し赤くなっているのを、和穂は見み逃のがさなかった。

「クソガキ！　誰だれがなまくらだ。

　お前を、しばき倒たおして、無理にでも創常楯を手に入れる方法もあるんだぞ！」

　負けじと柚香も叫さけぶ。

「そ、そんなことは、殷雷はしない。

　さっきだって、シロに攻こう撃げきするまで、何度も何度も、あたしに、どけって言ったじゃない。

　本当に乱らん暴ぼうな奴なら、そんなことはしないはずでしょ」

　額ひたいの血管を膨ふくらませながら、殷雷は柚香を床ゆかの上に戻す。

　そして、高笑いと共に叫ぶ。

「はっはっはっ！　おもしれえ！　柚香、お前の挑ちよう戦せんを受けてやるぞ。

　創常楯をブッ壊して、門番どころじゃないようにしてくれる！」

　財丈が事の成り行きに少し驚おどろいた。

「おいおい、柚香。正門の門番って、仕事の邪じや魔まになるんじゃないだろうな。

　絹けん糸しの搬はん入にゆうの邪魔しちゃいかんよ」

　だが、腹をくくった娘は容よう赦しやがなかった。

「父様も、和穂や殷雷の味み方かただから、門を通してあげない。

　裏門を使えばいいじゃない！」

　力の限り扉を閉め、柚香は廊ろう下かを走っていった。

　財丈は慌あわてふためいた。

「ちょ、ちょっとどうしてくれるんですか、和穂さん！」

　肉饅頭に食らいつき、殷雷が答えた。

「和穂を責せめてどうする。自分の娘のわがままだ、我が慢まんするんだな。

　ときに財丈、カラシはないのかね？」
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　肉にく饅まん頭じゆうを平らげた殷いん雷らいたちは、作戦を立てることにした。

　正門が使えなくなり、商売にどれだけ影えい響きようが出るか調べる為ために、財丈は席を外した。

　いかにして創そう常じよう楯じゆんを倒すか？　その為には創常楯について、どこまで判わかっているか検けん討とうする必要があった。

　殷雷は、説明を始めた。

「さっきも言ったが、創常楯の欠けつ陥かんは判っている。

　奴やつは防ぼう御ぎよ結けつ界かいを張る能力を持っているんだが、動きながら結界を張れないときているのだ。

　柚ゆう香かが創常楯に、門番を言いつけたのは正解だな。

　一つの場所に留とどまって結界を張る限り、奴の欠陥らしい欠陥はなくなる。

　創常楯は口をきけるわけじゃないが、使用者に、自分の欠陥をそれとなく伝えるぐらいの機能はあるんだろう」

　和かず穂ほが疑門を挟はさむ。

「防御結界って何？」

　殷雷は大おお袈げ裟さに手を広げ、わざとらしく嘆なげいた。

「これが、元仙せん人にんの質問かね」

「仕し方かたないでしょ。術じゆつの記き憶おくと一いつ緒しよに、そういう知識も封ふうじられてるんだから」

「口じゃ説明しにくいんだよ」

　殷雷はそう言って、引き出しの中から、筆ふでと紙を探し出した。

「まず、これが創常楯だ」

　紙の上に、殷雷は犬の絵を描かいた。

　椅子に座すわっていた柚香は異議を唱となえる。

「シロは、こんな変な犬じゃない」

　口くち笛ぶえを吹ふいて、殷雷は話す。

「おい、なんで俺おれたちの作戦会議に、敵の総大将まで出席してやがる？」

　バタバタと足を振ふって柚香が答えた。

「いいじゃない、別に。そっちは大人おとなが沢たく山さんいるんだから。それにここは、あたしの家なんだから、どこにいてもいいでしょ」

「……答えになっちゃいねえ。

　ま、ガキにばれて困るような、チンケな作戦をたてる気はないから、よしとするか。

　で、防御結界にも、収しゆう束そく結界やら色いろ々いろ種類があるんだが、創常楯の場合はこうだ」

　サラサラと犬の周まわりに、ウニやいが栗ぐりのような刺とげを描かき込む。

「この刺が防御結界の正体だ。刺とは言ったが、それほど尖とがってはいない。尖っていたなら、武器として使えるからな。

　この刺の一本一本を、創常楯は操あやつる。だから、完全な球形の結界も張れれば、少しばかりいびつな結界も張れる。

　刺というより、硬かたさを自由に操れる、透とう明めいな髪かみと考えた方がいいかもしれんな。

　柚香の接せつ触しよくは許ゆるし、俺たちの侵しん入にゆうを拒こばむことが出来るのも、この能力のせいだ。

　柚香は柔じゆう毛もうで包み、俺たちには刺だ」

　殷雷の怪け我がの理由が、和穂にも判りかけてきた。

「じゃ、創常楯は防御結界の大きさを、自由に操れるから、殷雷は間合いを読み損そこねたんだ」

「ま、そうだ。創常楯が結界を操るのは計算に入れていたが、奴の動きはそれを超こえていた」

　嬉うれしそうな顔をして、柚香は言った。

「だから言ったでしょ、シロは負けないって」

「うるせえぞ、総大将」

　和穂は腕を組み、考えた。

「その防御結界って、破は壊かい出来るの？」

　殷雷は、意外な答えを返した。

「防御結界は、破壊不可能」

「じゃ、絶対に勝てないじゃない！」

「大だい丈じよう夫ぶ。防御結界にかかる圧力や衝しよう撃げきは全すべて、結界を張ったものに加わるのだ。

　結界だと大おお騒さわぎしても、結局は楯たての硬さが肝かん心じんなのだ」

　小さな総大将は、勝ち誇ほこった声を上げた。

「どっちにしろ、殷雷はシロを倒たおせないんでしょ」

　殷雷は怒おこらず、冷静に真実を伝えた。

「俺の渾こん身しんの一いち撃げきで結界を叩たたけば、創常楯にヒビを入れるぐらいは出来る。

　一度ヒビが入れば、楯の機能は極きよく端たんに弱くなるからな。当てれば、俺たちの勝ちだ」

　ブルンブルンと柚香は首を横に振った。

「だって、当たらないもん。さっきみたいに変な所で当たって、殷雷が怪我をするだけ」

　和穂が割って入る。

「ねえ、殷雷。具体的に、何かいい方法があるの？」

　顎あごを撫なでつつ、刀の宝貝は大きく首を縦たてに振った。

「うむ。蹴けりだ」

　和穂には殷雷の言葉が理解出来なかった。

「蹴り？　蹴りでどうするの？」

「俺の渾身の蹴りで、奴にヒビを入れてやると言ったのだ」

「……真ま面じ目めに考えてよ。さっき、勝てなかったのに、勝てるはずないでしょ」

「黙だまれ。今度は正確に当てる！」

　和穂が止めるのもきかず、殷雷は席を立って部屋を出ていった。柚香も慌あわてて後を追った。

　いつも口が悪い殷雷だが、その奥おくには常に冷静さを秘ひめている。

　だが、今の殷雷は、楯の宝貝にしてやられた悔くやしさで、冷静さのかけらもなかった。

　部屋に一人残された和穂は、今回の回収はかなり厄やつ介かいになりそうだと考えた。

　守りに入った楯を突つき崩くずそうというのだ。

　頭に血がのぼった殷雷に、そんな事が可能なのだろうか。

　考え続ける和穂の耳に、

『うおうりゃあ！』

　という、殷雷の気き迫はくのこもった掛かけ声が届とどいた。

　屋や敷しき中の空気を振しん動どうさせる、渾身の気合に違ちがいなかった。

　続いて響ひびく、金属がぶつかり合う激げき突とつ音おん。

　一瞬の沈ちん黙もく。

『ぐげ！』

　屋敷にこだまする殷雷の絶ぜつ叫きよう。

　和穂は腕を組み、首を傾かしげた。

「柚香ちゃんと、創常楯か。

　もしかしたら、とてつもなく手て強ごわいかもしれない」
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　一か月経過──

　この一か月、殷いん雷らいは創そう常じよう楯じゆんに四十二回挑いどみかかり、四十二回返り討うちにあった。

　十二回目の返り討ちまでは、殷雷も悪あく態たいをついていたが、ついに悪態の在ざい庫こが切れてしまった。

　二十五回目の挑ちよう戦せんは、棍こんを槍やりのように水平に構かまえ、突とつ進しんするというものだった。

　これならば、どこで結界に衝しよう突とつしても、それなりの衝しよう撃げきが創常楯に届とどくはずだ。

　創常楯が対たい抗こう策さくとして張った結界は、高さ二寸（約三十センチ）ばかりの、平べったい結界だった。

　突進し、最高速度に達した殷雷は結界につまずき、向こう脛ずねをしこたま打つという結果に終わった。

　和かず穂ほと柚ゆう香かは、殷雷たちの戦いを見守り続けた。

　和穂が声を掛かけても、最初は強がるばかりの柚香だったが、殷雷の攻こう撃げきが豪ごう快かいに失敗すれば、ときおり無む邪じや気きな笑え顔がおを見せた。

　だんだん柚香の態度が柔やわらかくなったと和穂は感じていたのだが、ここしばらく、柚香の顔に思い詰つめた表情が浮うかび始めた。

　笑わなくなった柚香は、時々、和穂の顔を見て、悲しそうに唇くちびるをかんだ。




　本日の挑戦は、二十五回目の挑戦の改良だった。

　やはり棍を槍のように構えるのだが、棍の先せん端たんを地面スレスレにまで低く構え、結界につまずくのを防ふせぐ。

　棍が何かに触ふれた瞬しゆん間かんに、棍を構え直して地面を突つく。勢いきおいで殷雷は空中に跳ちよう躍やくし、創常楯の頭上に、棍を構えて落下するという作戦だった。

　結果。

　跳躍まではじつに上う手まくいった。殷雷は身長の五倍近い高さまで跳躍し、創常楯の真上に到とう達たつした。

　が、殷雷は落下出来なかった。創常楯は跳躍の頂点の高さまで結界を張っていたのだ。

　殷雷は、創常楯の頭上でピタリと止まり、そのまま結界を滑すべり落ちた。
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　殷雷の腕うでの擦すり傷きずに、和穂は赤い薬を塗ぬり付けた。

　日は既すでに落ち、窓の外に闇やみが広がっていた。

「今日の怪我は軽そうね。殷雷は傷の治なおりが早いけど、無む茶ちやしちゃ駄だ目めよ。

　……それにしても殷雷って、思ってたより根気があるのね」

「たわけ。根気ではない、意い地じだ。

　もはや、創常に一ひと泡あわ吹ふかせてやらねば、俺の気がすまん」

　仕事を終えた財丈が、殷雷の様よう子すを見に、客室に顔を出した。

「満まん身しん創そう痍いって感じですな殷雷さん」

「見た目よりは、酷ひどくねぇ」

　和穂は財丈に頭を下げた。

「すいません、手て間ま取どってしまって。

　正門が使えないせいで、お仕事に支し障しようが出ているのに」

　財丈は首を横に振った。

「あぁ、それね。

　ちと、裏門だけじゃそろそろ限界なんで、東の塀へいに門を一つ造つくります。

　大だい工くたちを何人も雇やとってきましたから、明日にでも着工します。

　いや、いいんですよ。もともとは柚香のせいなんですから」

　疲つかれたのか、殷雷は大きく欠伸あくびをした。

「悪いが、怪我してる時は、宝ぱお貝ぺいでも寝ねた方がいいんだ。部へ屋やに帰らせてもらうぜ」

　殷雷は、自分にあてがわれた客室に向かうため、部屋から出ていった。

「それでは。私も失礼します」

　続いて財丈も部屋から姿を消した。

　疲れを見せた殷雷を見て、和穂は楯たてを相手にした持じ久きゆう戦せんの無む謀ぼうさを痛つう感かんした。

　早いうちに手を打たなければ。

　和穂が考えていると、部屋の扉とびらがゆっくりと開かれた。

　風ふ呂ろから上がったばかりなのか、赤く上気した顔に、湿しめった髪かみの柚香がそこにいた。

「和穂、風呂が空あいた」

「はい、ありがとう」

　柚香は、そう言った後も、立ち去ろうとしなかった。

「どうしたの柚香ちゃん、部屋に入りなよ」

　トタトタと走り、少し苦労しながら椅い子すに腰こしを乗せる。

　和穂は立ち上がり、道服の袖そでから櫛くしを取り出し、柚香の髪を梳すいてやった。

　黙だまって、和穂のするがままになっていた柚香だったが、やっと口を開いた。

「……そうやって、私に優やさしくして、シロを返してもらおうと考えてるんだろ」

　ニッコリ笑って和穂は答えた。

「なに言ってるのよ。柚香ちゃんとの勝負に勝って、創常……シロを返してもらうよ」

　短い沈黙。柚香が何かを悩なやんでいると和穂は感じた。少し小さな声で柚香は言った。

「宝貝を全部集めないと、和穂は、おうちに帰れないの？」

　仙せん界かいに戻もどるには、全すべての宝貝を回収しなければならない。

「うん。まあね」

「やっぱし、和穂のおうちには、父様や母様がいるの？」

「ううん、いないよ。でも師し匠しようがいる。私を育ててくれた、龍りゆう華か師匠がいる。シロや殷雷を造つくった、凄すごい仙せん人にんなんだよ。

　私にとっては、親のように大たい切せつな人」

「師匠に会いたい？」

　今度の沈黙を作ったのは和穂だった。髪を梳かれている柚香からは、和穂の顔は見えない。

　滲にじみ出た涙なみだを指で拭ぬぐい、和穂は答えた。

「……うん。会いたい。会いたいよ。一度でいい、一度でいいから」

　柚香も涙を流す。ただ、涙を拭おうとはしない。

「……あたしも母様に会いたい。だから和穂の気持ちは判わかる。

　……シロを返してあげようか？　和穂ならシロをいじめたりしないから、返してあげてもいい」

　意外な言葉が和穂から返った。

「駄だ目めよ、柚香ちゃん。

　勝負に情けは禁きん物もつなんだから。意地は最後まで張りとおさなければ、ただのわがままになっちゃうでしょ」

「でも、和穂や殷雷じゃ、シロには絶ぜつ対たい勝てない」

　髪を梳き終わった和穂は、柚香の顔を濡ぬらす涙を拭ふいてやった。

「大だい丈じよう夫ぶ。今、シロに勝つ方法を思いついちゃったから」

　さすがに柚香も、アングリと口を開けた。

「そんなの無む理りよ。殷雷が一か月かけても歯が立たなかったシロに」
















「柚香ちゃん。もう夜も遅おそいわ。お休みなさい」
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　四十四回目の挑ちよう戦せんか。

　朝日の中に殷いん雷らいの姿を発見し、創そう常じよう楯じゆんは身み構がまえた。戦績が、たとえ四十三連勝であっても、創常楯は決して油ゆ断だんしなかった。

　百回勝とうが、二百回勝とうが、一度でも敗北すれば回収されてしまう。

　創常楯は常に、自分には後がないと自じ覚かくしていたのだ。

　殷雷の体には擦り傷やら切り傷など、無数の怪け我ががあったが、致ち命めい的てきな怪我は一つもない。

　五回に一度ぐらいはヤケになり、力まかせの挑戦になるが、基本的には以前の敗北を分ぶん析せきし同じ失敗をしないように心掛けている。

　ゆっくりと歩く殷雷を追い越して、柚ゆう香かが走り寄ってきた。

　結界を部分的に緩ゆるめ、柚香の接近を創常楯は許ゆるした。

　首の周まわりの柔やわらかい毛を撫なでながら、柚香は少し悩なやんだ。だが、和かず穂ほは真剣に勝負をすると言っていた。自分も最さい善ぜんの手を尽つくすべきだと少女は考える。

「シロ、気をつけてよ。今回は和穂が作戦を立ててる。

　朝御ご飯はんの時、私だけ部屋から追い出されたの。あの時に、和穂が作戦を説明したんだと思う」

　創常楯は低い唸うなり声を上げた。

　負けるわけにはいかない。再び自由を奪うばわれ、封印される恐きよう怖ふよりも、柚香と離はなれ離ばなれになる恐怖が強かった。

　殷雷が歩みを止め、創常楯の前に立ちふさがる。今日の殷雷は素す手でであった。

「柚香。邪じや魔まになるからどけ。お前を守る為に創常に隙すきが出来たら、勝った気がしないんでね」

　ほざけ。創常楯は柚香を振りほどくように首を振った。柚香は創常楯のそばから離れ、それでも二人の戦いが見渡せる場所まで、急いで下がった。

　戦いの前の、気き迫はくと気迫のぶつかり合いが始まった。鷹たかの眼光を持つ人間と、豹ひようの眼光を持つ犬の視線が激しくぶつかる。

　そして殷雷はゆっくりと腕を広げながら、さらに創常楯に近寄った。

　楯たての宝貝は慎しん重ちように結界を張る。

　殷雷の手は結界に当たり、それ以上進まなくなった。

　殷雷の口くち許もとがニヤリと歪ゆがんだ。

「勝負だ創常！」

　途と端たん、殷雷の左手に力がこもる。のけ反ぞった指先が、恐おそるべき力で結界を形作る、刺とげと刺の間に食い込んだ。

　創常楯は冷静に、刺の間かん隔かくを縮ちぢめた。多少食い込まれたが、これ以上の侵しん入にゆうは阻そ止し出来る。

　続いて殷雷は腰を落とし、重心を下げた。

　創常楯は殷雷の狙ねらいを悟さとる。

　持ち上げるつもりだ。

　食い込んだ指先を、引っ掛かりにして殷雷は創常楯を結界ごと持ち上げようと試こころみた。

　結界の重さとは、すなわち創常楯の重さであった。

　殷雷は軽々と創常楯を頭上に持ち上げた。

　犬を中心とした、巨大な透明の球だ。

「投げ飛ばしてくれる！」

　が、殷雷は頭上の創常楯の重さが、増えているような気がした。

　楯たてに必要なのは、硬かたさと重さであった。

　軟やわらかければ、相手の攻撃を防ふせげないし、軽ければ攻撃を受け止めたとき、衝撃で吹っ飛んでしまう。

　どんな楯の宝ぱお貝ぺいにでも、瞬間的に自分の重量を増やす機能があった。

　防御結界には詳くわしくても、刀の宝貝にその知識はなかった。

「馬鹿な！」

　重さはさらに急激に増え、背せ骨ぼねが押しつぶされる危険を考えた殷雷は、やむなく変化を解き、刀へと姿を変えた。

　地面の刀の上に、結界ごと創常楯は落下していく。

　四十四回目にして、ついに門の前から動かされたかと、創常楯は冷ひや汗あせを流す代わりに、口を開けてハアハアと息を吐はく。

　殷雷が気絶状態にあると判断し、楯の宝貝は結界を解く。

　勝負があったとみた柚香は、走りより、シロの頭を撫なでる。

　束つかの間まの勝利を喜ぶ、一人と一匹ぴきであったが、その目が同時に丸くなった。

　目の前に、信じられない光景が広がろうとしていた。

　無数の男たちの叫さけび声と共に、正門がゆっくりと崩ほう壊かいしていったのだ。

　大きい木き槌づちを持った大だい工くたちが、屋や敷しきの内部から正門を破は壊かいにかかっていた。

　倒れる材木が巻き起こす、土つち煙けむりの中から一人の娘が、柚香たちに向かい歩いてきた。

　和穂だった。

　道服の娘は膝ひざを折り、柚香の視線に顔を近づけた。

「判わかる？　正門がなければ、もうシロは門番は出来ない。『門番を出来なくする』という勝負だったよね」

　柚香は和穂の首に抱だきついた。柔らかい日向ひなたの香りがした。

「うん、判った。あたしの負けだよ、和穂お姉ちゃん。シロを可愛かわいがってあげてね」

　和穂は柚香の背中を優しく叩いた。




　二人の姿を見て、再び人の形に戻った殷雷は、悪あく態たいをついた。

　力なく腰を下ろし、足はだらしなく伸ばされている。

「何が、和穂お姉ちゃんだ。今までさんざんわがまま、かましやがったくせに。

　なあ、創常よ」

　殷雷のかたわらに座すわっていた創常楯は、黙だまって殷雷の腕をガブリと嚙かんだ。

　柚香の悪口を許ゆるすシロではなかった。




『創常楯』

　楯の宝貝。犬の形態もとる。

　欠けつ陥かんは、動物形態時の防御能力の不備。移動しながら防御結界が張れないのだが、これでは動物形態をとる意味がない。
















大地に蠢うごめく花の王
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「しかし、まあ、のどかだねえ。

　これだけ、のどかだと事件の一つでも起きてくれないかと思っちまうね。そうだな、敵は俺おれよりちょいとばかり格かく下したで、余よ裕ゆうを見せながらでも勝てるぐらいのがいいな」

　黒く長い髪かみを、後頭部の後ろで括くくった殷いん雷らいは、銀色の棍こんをダラリと持ちながら、つぶやいた。

　眠ねむ気けを堪こらえるのがやっとという、だらけた顔の前を、二匹ひきの白い蝶ちよう々ちようが飛んでいく。

　殷雷の言葉は、彼の横にいる和かず穂ほをあきれさせた。

「なに言ってるのよ、殷雷。変な騒そう動どうが起きないんだったら、それが一番じゃない」

　娘むすめは、袖そでの大きな道どう服ふくを身に着けていた。

　腰こし帯おびにくくりつけたひょうたんと、軽く結ゆわえた髪の毛が、歩くたびにゆっくりと揺ゆれる。

　まだ、幼おさなさが少し残る眼まな差ざしの上には、少し太めだが、柔やわらかな眉まゆ毛げがのっていた。

　ふと、和穂の横を歩く、殷雷の顔に、緊きん張ちよう感かんが漲みなぎった。

　今までのだらけた顔から一変し、突つき刺さすように鋭するどくなった眼光は、彼が武ぶ人じんであると物もの語がたっていた。

「いや、違ちがう。この間ま抜ぬけなまでの、のどかさに騙だまされて、俺らは既すでに誰だれかの術じゆつ中ちゆうにはまっているんだ。

　俺たちは死地にいるんだ」

　と、根こん拠きよもない文もん句くを言うだけ言い、どんな老ろう猫びようにも出来ないような大アクビをした。

　彼が言うように、のどかな風景が周囲に広がっていた。

　柔らかい日ひ射ざしが、水を抜いた田んぼに降ふり注そそいでいた。

　田植えの季き節せつには、まだ間があるので、無数のレンゲが、赤あか紫むらさきの花を咲さかせている。

「あ、もしかして殷雷、刀の血が騒さわぐなんて言うんじゃないでしょうね」

「やかましい、退たい屈くつなんだよ」

　和穂の頭に一つの思いつきが、閃ひらめいた。殷雷には、いつも子供扱あつかいされているのだ、少しやり返してやろう。

「退屈だ、退屈だって。まるで駄だ々だをこねてる子供じゃないの」

　ピクリと頰ほおをひきつらせ、殷雷は笑った。

「お前にガキ扱いされるとは、この殷雷刀とうも落ちぶれたもんだな。

　能無しの元仙せん人にんのくせしやがって」

　殷雷、すなわち殷雷刀。彼は人の姿をしてはいたが、本当は人ではない。

　彼の本ほん性しようは刀かたなである。無む論ろん、尋じん常じような刀ではない。

　彼は刀の宝ぱお貝ぺいであった。

　仙人の造つくり出す、摩ま訶か不ふ思し議ぎな能力を持つ神しん秘ぴの道具を宝貝と呼ぶ。

　刀の宝貝に能無しと呼ばれ、和穂は言葉に詰つまった。

「う」

「ほれほれ、くやしかったら、術を使って、火の一つでも出してみやがれ」

　刀の宝貝とはいえ、殷雷は別に仙せん術じゆつが使えるように造られてはいない。

　和穂にいたっては、元仙人の呼び名が示すように、今は術が使えない。

　元仙人、和穂はかつては仙人であった。

　炎ほのおの中の炎、真の炎を操あやつれた。天空を轟とどろかせる龍りゆうを捕ほ獲かくした事もあった。

　あまたの術を使い、天地の理ことわりすら凌りよう駕がする絶ぜつ大だいな力を持っていた。

　が、それは全すべて昔の話。

　たった一度の失敗の為ため、彼女は全ての仙術を封ふうじ込められて、仙界から人間の住む世界に降おり立つ事になった。

　和穂は、欠けつ陥かん宝貝を封じ込めた封印を破やぶってしまい、人間界に宝貝をばらまいてしまったのだ。それが彼女の失敗だった。

　しかも、十個や二十個の宝貝ではない。その数、七百二十六個。

　自みずからの責任を感じた和穂は、宝貝の回収を志願し、人間界に無用の混乱を起こさない為に、仙術を封じられたのだ。

　無論、回収に必要な最低限の宝貝は、授さずけられていた。

　まず一つは彼女の腰こしにあるひょうたん、名前は断だん縁えん獄ごく。

　普ふ通つうのひょうたんに見えるが、その内部には巨きよ大だいな空間が広がり、回収した宝貝を収容するようになっている。

　かなり大きな物でも、内部に吸きゆう収いんするが、吸引に抵てい抗こうするものは吸い込めなかった。

　もう一つは、彼女の耳に着けられた、質しつ素そな耳みみ飾かざりである。一いつ見けん、小さな真しん珠じゆに見せ掛かけた、白い陶とう製せいの安物の耳飾りのようだが、紛まぎれもない宝貝であった。名は索さく具ぐ輪りん。

　人間界に存在する、全ての宝貝の在あり処かを探さぐる為の、宝貝である。

　そして殷雷刀だ。

　もともと殷雷刀も、欠陥宝貝を封じ込めた封印の中にいた宝貝であったが、人の失敗に付け込んで逃とう亡ぼうするのをよしとしなかった。

　人間界に降りる和穂の身を案じた、彼女の師し匠しようとその友人、龍りゆう華か仙人と護ご玄げん仙人に頼たのまれ、彼は和穂の護ご衛えいを引き受けたのだ。

　護衛の報ほう酬しゆうとして受け取ったのが、彼の手にある棍だ。

　タネも仕し掛かけもない普通の棍だが、材質が普通の物とは違い、真しん鋼こうと呼ばれる非ひ常じように珍めずらしく、硬かたい金属で出来ていた。

　その棍を、和穂の鼻先に突きつけて、殷雷は言葉を続けた。

「どうした、早くやってみな。火が無理ならば、氷こおりでも雷いかずちでもかまわんぞ、術を使って出してみたらどうだ。ほれほれ」

「…………」

「ほれほれ」

　和穂は言い返せなかった。顔が徐じよ々じよにうつむきになり、完全に顔を伏ふせた。

　そして、悔くやしさにうち震ふるえるように、色が白くなるまで、強く拳こぶしを握にぎりしめた。

　何か妙みような雲くも行ゆきになりそうだと、殷雷は嫌いやな予感に襲おそわれた。

「……おい、和穂」

　うつむいた和穂の顔を、覗のぞき込もうとしたが、素す早ばやく背を向け顔を見せようとしない。

　殷雷に見えるのは、ブルブルと小こ刻きざみに震える拳だけだ。

　だが、その拳は突とつ如じよ開かれ、和穂の顔を覆おおった。手の隙すき間まからは、か細いすすり泣きの声が聞こえた。

「……私だって……私だって」

『しまった、やっちまった』

　声に出さずに絶ぜつ叫きようし、殷雷は痛つう恨こんの表情を笑え顔がおで取とり繕つくろうとし、なかなか複雑な愛あい想そ笑わらいの顔になった。

「あの、ちょっと和穂」

　考えてみれば、和穂も好きこのんで、仙術を封じ込められているのではないのだ。

　宝貝をばらまいてしまった事件も、半分は事じ故このようなもので、宝貝回収は誰に命じられたのでもなく、己おのれの責せき任にん感かんから人間界に降りているのだ。

　普段は、そんな素そ振ぶりは全まつたく見せないが、ほとんど全能の仙人から、ただの十五の娘になったのだ、時にはどうしようもない無力感に襲おそわれた事もあっただろう。

　そんな和穂の気持ちも考えずに、ちょいとからかい過ぎたと、殷雷は反はん省せいした。

「すまん、和穂」

　殷雷は和穂の肩かたをつかみ、向き直らせた。

　顔を両手で覆ったまま、和穂は顔を上げていった。

　そして、いないいないバァをするかのように、両手を開き、大声で笑った。

「なあんてね」

　和穂と殷雷の顔はちょうど、向き合っていた。和穂は笑いながら、顔の横で手をニギニギと閉とじたり開いたりしている。

　それを見た殷雷の目付きが、ゆっくりと変わっていく。

　突き刺す眼光どころか、人よりは鷹たかに近い眼光へと、変わっていったのだ。

　ゆっくりと変わる眼光に合わせるかのように、和穂の手のニギニギもゆっくりとなり、太めの眉毛の横を、一ひと筋すじの冷ひや汗あせが流れた。
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「あまりの恐きよう怖ふに、声が出ないのかえ。それとも己おのれのしでかした過あやまちに、戦せん慄りつでもしているのかえ」

　どこからか聞こえる、ねばっこい言葉に、螳とう弦げんは驚おどろいていた。だが、恐怖も戦慄もしていない。ただ、訳わけが判わからなかった。

　どこからともなく声がするのだから、怪かい談だんめいてはいる。だが、真まっ昼ぴる間まに、庭に出ていてどこからか声がするのだから、普ふ通つうは誰だれかが隠かくれていると思うだろう。
















　螳弦は後ろに流した髪かみを、さらに押おさえつけるようにかきあげた。

　どう見ても、螳弦は肝きもの据すわった青年には見えない。度ど胸きようのある武ぶ人じんというより、普通の貧びん乏ぼう学生だ。

　それでもやはり、大おお騒さわぎするほどの事ではなさそうだと螳弦は思った。

　声は続く。

「ほうっほ。人とは愚おろかなものよのう。

　事が起きてからでないと、後こう悔かいすらできないんじゃからな。

　もっとも後悔したところで、滅めつ亡ぼうへの歩あゆみを止められはせんがのう。哀あわれ哀れ」

　何やら、話がどんどんと大きくなっていくようだった。滅亡への歩みとか言ってるが、自分の事なのだろうか？　それとも人間全体の事なのだろうか？　螳弦は少し考え、嫌いやな気分になった。

　自分だけにしろ、人間全すべてにしろ、どう転ころんでも自分は滅ほろんでしまうんじゃないか。

　螳弦は口を開いた。

「は？」

「……まさかとは思うが、貴き様さまは自分が何をしでかしたか、判っていないんじゃあるまいの？」

　充じゆう分ぶん承しよう知ちしていた。

「植うえ木き鉢ばちに、観かん賞しよう用の高価なレンゲを植うえ替かえて、じょうろで水をやっていた」

「うむ、判っておるではないか。

　どれだけ後悔しても、したりぬであろう。己のその手で、人間全てを葬ほうむり去さる事になったのだからのう」

　冗じよう談だんにしては、あまり面おも白しろくない。螳弦は何か妙みような事が起き始めていると、本能的に勘かんづいた。

　狐きつねの類たぐいに化ばかされているのだろうか？　螳弦は、右手に持ったじょうろを、目の前にまで上げ、話しかけた。そう、じょうろにだ。

「どうして、人間が全て滅びるんだい」

　もしも、今が真夜中で、ここが墓ぼ地ちか何かで、話しかけられた言葉が『おのれ、口くち惜おしや、口惜しや、口惜しや』だったら、螳弦は腰こしを抜ぬかして逃にげ出そうとしただろう。

　だが、今の螳弦は、脂あぶら汗あせをかきながらも、この場に踏ふみ止とどまっていた。

　じょうろからは返答はなかった。しばしの沈ちん黙もくの後、またしても同じ声がした。

「……貴様はなぜ、じょうろなどに話しかけておじゃる」

「いや、なんとなく、形が狐きつねに似ているかと思って」

「じょうろを狐と似ていると感じる、貴様の感性に興きよう味みを覚おぼえないといえば、噓うそになってしまうが、一つ忠ちゆう告こくしておこうかの。

　私は妖よう怪かい変へん化げの類たぐいではないぞえ。ましてや狐が化かしているのではないぞ」

　力なく、じょうろを地面に落とし、螳弦は目の前の植木鉢を見た。

　そこらへんの道みち端ばたに生はえているレンゲに比くらべて、花が大きい。観賞用というくらいだから、花の色も鮮あざやかな青あお紫むらさき色いろをしている。

　よく見れば、風もないのに花か弁べんが小刻みに振しん動どうしているではないか。

　螳弦は生なま唾つばを飲み込んだ。

「ま、まさか」

「そうだ。やっと気付いたか、というより今まで気が付いてなかったのが、多少屈くつ辱じよく的てきではあるが、まあ大目に見てしんぜよう。

　どうせ貴様らの種族は、我われの前に滅ぶ運命なのじゃからな」

　花びらの一つ一つが、蜂はちの羽ばたきのように小さく複雑に振動している。絡からみ合った振動音が言葉となっていたのだ。

　今さらのように、螳弦は慌あわてた。

　逃げ出そうと、後ろを振ふり向きかけたが、彼の頭の中を幾いくつかの考えが駆かけ抜けた。

　このレンゲは彼女への贈おくり物もの用に、買った物だ。

　とても高かった。質しつ素そな食事ならば、三か月は食っていける程の値段がした。

　チラリとレンゲを見る。確かに普通ではないし、恐おそろしいが、レンゲはレンゲ。

　まだ何とかなるんではないかと考え、螳弦は逃げるのを止やめた。

　何と強い、彼女への思いであろうかと、螳弦は感動した。一ひと皮かわめくれば、『食費三か月分』が顔を出すのだが、動どう機きはともあれ、ここに踏み止まるのは、英えい雄ゆう的な行動のような気がしていたのだ。

「あの、レンゲ。いやレンゲさん。どうして人間を滅ぼすなんて物ぶつ騒そうな事を。

　人間とレンゲならば、明るく楽しく共存出来るような気がするんですが」

「……共存？　我を畑の肥こやしぐらいにしか考えてない人間と、どうやって共存するんじゃ？　蜂はちを使って蜂蜜みつを取るのは、まあよいであろう。

　酷ひどいのになると、レンゲを炒いため物にして、食ってる奴やつまでいるではないか。

　勘かん違ちがいするでないぞ、報ほう復ふくの為ために人間を滅ぼすんじゃない。弱じやく肉にく強きよう食しよくの大自然の掟おきてにそって、人間と戦うだけだ。文もん句くはあるまい」

「待ってくれ、待ってくれ、待ってくれ。私はさっき、植うえ木き屋やでレンゲを買ったんだ。

　それがあんただ。贈り物のつもりで、奮ふん発ぱつして高いのを買ったんだ。

　そのレンゲが口をきいているのか！　どうしてくれるんだ、高かったのに！」

「恐怖に混こん乱らんする姿を見るのは、小こ気き味みいいが、貴様のその言葉ではまるで、高いレンゲが台なしになってしまったのを、怒おこっているようにとれるぞい」

「あぁ、あの植木屋、こんな変な物を売りつけやがって。返へん品ぴんだ、返品してやる！」

「……自みずからが属す種が、存そん亡ぼうの危き機きを迎むかえておるのに、金の心配をしておるとは、真の愚おろか者め。

　我を、そこらのレンゲと同じように考えるとは、万ばん死しに値あたいするぞよ」

　螳弦は頭を搔かきむしった。

「えぇい、植木屋の親父おやじめ。もう庭の手入れは頼たのんでやらんぞ！」

「自分の過あやまちを植木屋になすりつけるとは、見下げた奴よ。

　植木屋に罪つみはないぞえ」

「レンゲ！　植木屋の肩かたを持つとは、やはりグルだったのか！」

　植木屋の親父に怒いかりをぶつけている間は、目の前の喋しやべるレンゲの事を考えずにすむような気がした。

　だが、レンゲは植木屋の弁べん護ごに回った。

「植木屋の店頭に、ヒナゲシと一いつ緒しよに並んでいた時は、我はまだ普通のレンゲと、何の違いもありはしなかったのじゃよ。

　貴様がやらかした致ち命めい的な失敗とは、我をこの植木鉢に植え替えた事ぞえ」

　植木鉢？　意外な言葉に、螳弦はレンゲを植えた植木鉢に目をやる。

　別にこれといって、変わった所のある物ではない。

　焦こげ茶色に、滴したたる蜜のような黒色の釉うわ薬ぐすりがかけられている代しろ物ものだ。

「その植木鉢がいったいどうしたんだ？」

「驚おどろくがよい。この植木鉢は宝ぱお貝ぺいなのじゃ」

「ぱ、宝貝？　そんなのは、お伽とぎ話ばなし……」

　お伽話だ。と言いかけたが、実際に目の前でレンゲが、煮に詰つまった砂さ糖とうみたいな声で喋しやべっているのだ。

　呼吸を整ととのえつつ、螳弦は言った。

「あぁ、拾った植木鉢なんか使うんじゃなかった、レンゲの事で頭がいっぱいで、鉢の事まで手が回らなかったんだよう！

　……いや、待て。たとえ宝貝だとしても、結局お前はただのレンゲじゃないか。

　えらく威い勢せいはいいが、何が出来る！」

　答える代わりに、植木鉢の中にもう一本のレンゲが生はえた。

　レンゲという植物は、一つの根から幾いくつもの花が咲さくようになっている。

　さらに、レンゲの花が咲いていく。

　あっというまに、植木鉢の上には無数のレンゲがひしめき合った。

　そして、蔓つる草くさのように茎くきが伸びたかと思うと、器うつわから水が零こぼれるように、レンゲたちは植木鉢の外へと伸びていく。

　地面に降り、すぐに仮の根を張るものもあれば、先へ先へと進んでいくものもある。

　植木鉢の中では、さらに勢いきおいよく、茎が育っていく。まるで緑色の水を吐はき出す湧わき水のように、とめどもなくレンゲは成長していった。

　辺あたり一面に、レンゲがあふれかえるのを見て、螳弦はレンゲの話が、まんざら噓うそでもないような気がしてきた。

「この植木鉢の名は練れん樹じゆ鉢ばち。我に莫ばく大だいな力と知性を与あたえてくれた、真まことの恩おん人じん」

　庭の端はしに達した茎は、朝あさ顔がおのように塀へいにからまり、そのまま家の外へと伸びていく。

　螳弦は力なく言った。

「こんな事ならば、レンゲではなく、ヒナゲシを買っておくべきだった」

「……馬鹿者め。その時は我に代わって、ヒナゲシがこの地上に覇は権けんを唱となえるべく、動き出すだけじゃろうが」

「いや、もしかしたらヒナゲシはレンゲに比べて、少しは温おん厚こうな性格かもしれないじゃないか」

「奴が我よりも温厚？　冗じよう談だんはよさぬか」




　　　　三




「痛い、痛い、本当に殴なぐった」

　和穂はしゃがみこみ、頭をさすっていた。もしかしたら、殴られた場所から湯ゆ気げでも出ていそうな、痛さだった。

「やかましい。自じ業ごう自じ得とくだ」

「うぅ、ほんの冗談だったのに」

「あぁ、面おも白しろい冗談だったな。

　お前みたいな奴が、たまにやる冗談だから余よ計けいに効果的だ。面白すぎて、おもわず拳こぶしがうなっちまったぜ」

　殷雷は腹が立っていた。和穂の噓うそ泣きにひっかかった事ではなく、泣いた和穂を必ひつ死しになって取り繕つくろうとした、自分にだ。

　彼の名は殷雷刀とう、悪ぶってはいるのだが、土ど壇たん場ばでの甘あまさ、情じように脆もろいという、武器として致ち命めい的てきな欠けつ陥かんを持っていた。

　不快そうに目を細め、殷雷は和穂を見た。

「いつまで座すわっている、先を急ぐぞ」

　頭を撫なでているうちに、和穂の頭からはようやく痛みが消えた。

　ツカツカと街かい道どうを歩み始めた殷雷を、和穂は慌あわてて追う。

「あ、待ってよ殷雷」

　和穂は耳の索さく具ぐ輪りんに手を添そえた。

　蛍ほたるのように無む作さく為いに飛び回る、雑多な光の点が、彼女の視界に重なっていった。光の点こそが、宝貝の反応だった。殷雷刀たち以外で、一番近い宝貝の位置を探さがしたいという、和穂の意い思しに従したがって、光点は一つを残して消しよう滅めつする。

「殷雷、そっちじゃないよ」

　街道から少し外はずれている、光の場所を和穂は指し示し、光の横にある数字を読む。

「こっちに一里半（六キロ）」

　直線で進むならば、田んぼの中を突つき進む形になる。

「そうか。ま、この状態じゃ、田んぼの中を歩いても、文もん句くは出まい」

　和穂たちは、レンゲ畑と化している田んぼの中を歩み始めた。




　しばらくは無言で進んでいたが、足元の花に和穂は興きよう味みを覚えた。

　小さな赤あか紫むらさき色いろをした花びらが、絨じゆう毯たんのように周囲を埋うめ尽つくしている。

「ねえ、殷雷。これって何の花？」

　武器の宝貝になんて事をききやがる、という表情で殷雷は答えた。

「和穂よ。お前には、俺おれが花を愛めでるような粋いきな男に見えるのか？」

「……いいよ、別に知らないんだったら」

　殷雷は面めん倒どうそうに、足元の花を一いち輪りん、つみとった。

「知るも知らぬも、こんなのは普通のレンゲだろうに」

「レンゲ？」

　普通の仙せん人にんは、人間界である程度修行を積み、それから仙界に渡わたっていくのだが、和穂の場合は少し事情が違ちがっていた。

　和穂の場合は生まれてすぐに、仙人に拾われ、そのまま仙界で育ったのだ。

　だから、たまに一般常じよう識しきのような知識が、スコンと抜け落ちている事がある。

　無知と言えばそれまでなのだが、ありふれたレンゲの花を見ても、新しん鮮せんな感動を得られるのだ。

　何が悲しくて、武器の宝貝が花の説明をしなければならないのか、と思いつつも殷雷は口を開けた。

「そう、レンゲだ。田んぼや畑も、一年中使ってはいまい。収しゆう穫かくし、次に作物を植えるまでの間にこうやって、生はやしているのだ」

「どうして？」

「理り屈くつは知らんが、レンゲを植えておくと、次に作物を植えた時に収穫が伸のびるらしい」

「へえ」

「あと、レンゲの蜜みつは、蜂はち蜜として集められる事もある」

「ふうん」

「意外と油で炒いためても、美う味まい」

「そうなんだ」

　別に、たいした説明をしているのでもないが、和穂が感心げにうなずくのを見て、殷雷はついつい調子に乗る。

「が、ときたま変種が生まれて、ものによって食虫植物の特とく徴ちようを持ち、野の鼠ねずみぐらいの小動物なら、バクリバクリと食ってしまう」

「え！」

　信じる和穂が悪いのか、騙だます殷雷が悪いのか。

「十六倍体と呼ばれる、人の身長程もある巨きよ大だいな変種は珍めずらしくもないが、ごく希まれに十六倍体の中に、食虫植物の属性を持つレンゲが発生し、大おお騒そう動どうになる時がある」

「結けつ構こう、おっかないんだ」

　幾いくら、人を疑う事を知らない素す直なおな性格とはいえ、ここまですんなり信じ込むとは、とうの殷雷も考えていなかった。

「巨大食虫レンゲを専門に狩かる、レンゲ師しという職しよく業ぎようがあり、彼らは日ひ頃ごろから血の滲にじむような習練をしていると、風の噂うわさにきいた事がある」

　和穂はしゃがみ、レンゲの花をつついた。

「こんなに、可愛かわいい花なのにね」

　和穂に背を向けながら、殷雷は左手で口を押さえ、必ひつ死しになって笑い声がこぼれないようにした。

『噓に決まってるだろ！』

　と、殷雷がネタを割ろうとした時、和穂が先に喋しやべり出す。

「それじゃ、これも変種の一つなんだ」

　和穂の指には、蛇へびのようにニョロニョロと茎を動かす、青紫色のレンゲが絡からまっていた。

　途と端たん、殷雷の束たばねられていた髪かみは、弾はじかれたかのように広がり、周囲の気け配はいを細こまかく探さぐり出す。

　彼の髪は微び弱じやくな雷らい気きの変動を通じ、異い変へんを感じとった。

　レンゲ畑の中に、別の種類のレンゲが混じり蠢うごめいている。

　迂う闊かつにも、今まで気が付かなかったのは、レンゲが風になびいているとばかり、考えていたからだ。

　注意してみれば、風向きとレンゲの向きには、全まつたく関係がない。

　レンゲは波は紋もんが広がるように、一点を中心にしている。

　殷雷は冷ひや汗あせを流した。下へ手たをしたら完全に隙すきを突つかれていたのだ。

「和穂、宝貝が何かをしでかしてるぞ！　急げ！」

「？　どうしてそんな事が判わかるの？」

「いいから来い」

　説明している暇ひまはないと殷雷は考え、棍こんを突き出し、和穂の道服の襟えりに絡からませた。

　そして竿さおを担かつぐように、棍を肩かたの上にのせてレンゲの中心へと向かい、ひた走る。

　無む論ろん、棍の先には和穂が、とっ捕つかまった野の兎うさぎのごとく釣つられたまんまだ。

「うわ！　殷雷、降ろしてよ！」

「うるせい」

　手て荒あらな扱あつかいであったが、少なくともこの体たい勢せいからなら、レンゲが和穂に襲おそいかかる心配はなかった。




　　　　四




　満みち潮しおになったのに気が付かず、岩場に取り残された気分だと螳とう弦げんは考えた。

　水の代わりに、彼の足は膝ひざ下した近くまでレンゲに浸ひたっていた。

　今や目の前の練樹鉢からは、間かん歇けつ泉せんのごとく勢いきおいよく、レンゲの茎が伸のびていた。

「ふむ。さっさと逃にげ出すか、そうでなくても助けを呼びに行くかと思ったが、この場に踏ふみ止とどまる勇気があったとはのう。

　敵ながら尊そん敬けいするぞえ」

　彼女の為ために踏み止まると決めたのだ、何を今さら、撤てつ退たいなど出来るか。と己おのれの高こう潔けつな精神を讃たたえつつも、一応参考の為に、ちょいと可愛い声でたずねてみる。

「逃がしてくれる？」

「踏み止まる限りは、尊敬にあたいするからしばらくは危き害がいを加えぬ。

　だが、逃とう亡ぼう者しやを見み逃のがす事は出来んのう」

「し、しばらくっていつまでだよう」

「我われがもう少し、広がるまでじゃ。広がる程に、我が動ける範はん囲いが広がるのだからな」

「ど、どういう事かな？」

「……こういう事じゃぞ」

　レンゲの中から、人ひと影かげが立ち上がった。まるで、深い沼ぬまから人が浮うかび上がるようだった。

　その姿を見て、螳弦は思わず気絶しそうになった。

　人影はレンゲの茎で出来ていた。籐とうで出来た等身大の人形のようであるが、勿もち論ろん全身が緑色である。もう少し枯かれていれば、案か山か子しのように見えたかもしれない。

　微び動どうだにしなければ、それなりに愛あい嬌きようがあったのかもしれないが、妙みように滑なめらかな動きが軽い恐きよう怖ふ心しんをかき立てた。

　足元は、他のレンゲと同化していて、くるぶしより下は見えない。

　それと同時に、今まであれほどの勢いで茎を伸ばしていた練樹鉢の動きが、ピタリと止まった。

「これだけレンゲを広げれば、しばらくの間は、用が足たりるのう。

　本当に重要な力は、練樹鉢から採とっているのだが、それ以外は、茎から生やした仮の根を通じて大地から吸きゆう収しゆうしておるのじゃ。

　おかげで、根ね詰づまりもおきぬ」

　レンゲ男が進もうとすると、踵かかと側の茎は解ほどけて、大地に根を張り、進んでいる方向の茎は足を形作った。

　そして練樹鉢を自分の腹の中に、茎をかき分けて押おし込めた。

「これで、レンゲの中では、自由自在に歩けるようになったぞい！」

「けど、少し気持ち悪いぞ、レンゲ男！」

「レンゲ男？　無ぶ粋すいな。我こそは、レンゲの王なるぞ。この地上全すべてを、レンゲで覆おおい尽つくしてくれるぞえ」

「……人間をどうやって滅ほろぼす！」

「うむ。我に立ち向かう奴やつらは、この体を使って直じき々じきに相手をしてやるが、基本的には、地上の植物全てに、我がとって代わるだけじゃな。我はヒナゲシとは違ちがうのだ。上品なものじゃろう」

「……それだけ？」

「じきに、もっと茎を強化し、食らえぬようにするから、草食動物は滅ほろび、肉食動物も滅び、人間も滅びるであろうな。人間を滅ぼすには、かような手て間まがかかるぞえ」

　螳弦がゲンナリしていると、またしても見知らぬ声が響ひびき渡わたった。

「レンゲの王とは、えらく大きくでたな。

　宝ぱお貝ぺいがなければ、そこいらのレンゲと何も変わらぬくせに」

　助けが来たのか！　という喜びより、螳弦は、またどうせ、ややこしいのが増えたのだろうと考えた。レンゲの王の次は何だ？　タンポポの帝てい王おうか？　それともスズメノエンドウの騎き士しだろうか？




　黒くろ髪かみの若い男が、棍こんを担かついで、塀へいの上に器き用ように立っていた。

「うわ、ちょっと高い、高いってば殷雷」

　棍の先に釣つられている、若い娘むすめがジタバタしている。

　レンゲの王は、塀の上に向かって吠ほえた。

「貴き様さま、なに奴ぞ！　名乗れ、名乗れ！」

「レンゲに名乗る名前などない。

　さあ、宝貝を返してもらおうか」

「お、落ちるってば殷雷」

　螳弦は、ここぞとばかりに声を上げた。どうやら味み方かたのようだ。

「植木鉢の宝貝は、レンゲ男の腹の中です」

「ふむ。そうか」

　殷雷は棍を振ふり回し、和穂を螳弦の前に落とした。

「わ！」

　だが、分ぶ厚あついレンゲの層の為ために、痛みは感じなかった。

　棍を構かまえた青年は、塀の上から言葉を続けた。

「おとなしく宝貝を返しな。さもなくば、炒いためて食っちまうぞ」

「食らう！　食らうと言ったか、貴様！　地上の覇は者しやたる我に対して、食らうとぬかしおったのかえ！」

　棍を持たぬ左手で、アゴをさすりながら、殷雷は低い声で言った。もし、殷雷のアゴに不ぶ精しよう髭ひげが生えていたら、ジョリジョリと音を立てたであろう。

「もっとも、春の七なな草くさにも入っておらぬようでは、味はたかが知れとるだろうがな」

　レンゲ男の体から、ギチギチと音がした。怒いかりの為に、体を構成する茎が、より強く締しまったのだ。

「たわけ、たわけ、たわけ。なんという屈くつ辱じよくじゃ！　よりによって、我をハコベラ以下だと、ほざくのか！」

　レンゲの価値観は、人知の及およぶ範はん囲いではなかった。

　レンゲの怒りはさらに、増大する。

「貴様の軀むくろを、我わが糧かてとしてくれる」

「俺の軀は、美う味まくないとおもうがな」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつの瞬しゆん間かん、螳弦は叫さけぶ。

「高いレンゲだったんで、出来れば無む傷きずで。……いや、せめて根っこだけでも」

　ギロリと殷雷ににらまれ、螳弦はそそくさと和穂の側そばに歩み寄った。

　レンゲ男と殷雷は、お互たがいの手の内を探さぐる為にか、緊きん張ちよう感かんを保たもったまま全まつたく動かなかった。

　和穂は小声で螳弦に尋たずねた。

「私は和穂、あの戦っているのは殷雷と申します。わけあって、宝貝を集める旅をしているんですが、えぇと……」

「螳弦です」

「あの、螳弦さん。宝貝は、あなたの持ち物だったんですか？」

「そうですそうです、質しつ素そでしたが、結構上等そうな植木鉢を拾って、レンゲを植えたらこのざまです。

　もう、どうでもいいから、あのレンゲ男を倒たおして、植木鉢も持っていって下さい。

　……でも出来れば、根っこは無事で。いえ人間の存そん亡ぼうが第一ですが、せめて心の片かた隅すみにでも、覚おぼえていてもらえれば」

　と、その時、殷雷が塀の上から飛んだ。

　懐ふところの狭せまい上着であったが、それでも羽ばたきを思わせるバサバサという音をまといながら、大上段から棍を振り下ろす。

　棍は見み事ごとにレンゲ男の脳のう天てんに炸さく裂れつし、肩かたまで食い込む。

　殷雷は素す早ばやく棍を引き、相手の動きを観察した。

　潰つぶれた頭は、踏ふまれた雑ざつ草そうがすぐ元に戻もどるように、形を整ととのえた。

　殷雷は深く息を吐はく。

「ま、そんなところだろうな」

「貴様がどれだけ強いのか知らぬが、中々やりづらいであろうぞえ。

　ほうっほうっほ。既すでに我の手の中にいるのだからな」

「まあな。だが、手の中にいるのが、蜂はちだったらどうする」

「……刺さされる前に握にぎり潰せば、よいことよのう」

　殷雷の背後の茎が盛り上がり、ムチのようなしなやかな一いち撃げきが走る。

　だが、殷雷は振ふり向きもせずに攻こう撃げきをかわした。

　かわしながら、重心を恐おそろしく低く下げ、豹ひようのように疾しつ走そうする。

　レンゲ男を守ろうと、地上から無数のクキが伸びるが、殷雷を捉とらえきれずに、彼の残像を虚むなしく搔かきむしるのみ。

　走りながら、ジャキリと棍を構かまえ、体重をのせたい重い一撃を、まるで槍やりを突つき刺すように、殷雷は相手の腹に叩たたきこんだ。

　だが、返るのは柔やわらかい手て応ごたえだった。

　破は壊かい力りよくは、ほとんどが茎に吸きゆう収しゆうされてしまい、腹の中の宝貝を割るまでには、いたらない。

「惜おしいのう。槍だったら、勝てておったじゃろうに。棍では無理じゃ。お前に勝ち目はないぞえ」

　殷雷は舌打ちしながら、棍を投げ捨てた。そしてレンゲ男の気き迫はくに押おされるように、ゆっくりと和穂たちの場所へ向かい、後こう退たいしていく。

　殷雷の狙ねらいが、和穂には判わかった。レンゲ男に悟さとられぬよう、和穂はゆっくりと前に進んでいった。

　そして、その瞬間。

　殷雷は後ろに跳とびすさりながら、爆はぜた。人の体が薄うすれ、ゆっくりと爆ばく風ふうの中から、冷たい光を放つ刀とう身しんが現れた。

　和穂が前に跳とぶ。

　無数の茎が和穂に向かうが、一いつ瞬しゆん、殷雷刀をつかむ和穂の方が速かった。

　和穂に迫せまっていた茎は、神速で叩たたき切られた。

　和穂が殷雷刀を操あやつっているのではない。殷雷刀が和穂を操り、戦っているのだ。

　和穂の眼光には、今、殷雷の眼光がやどっている。

　刃を濡ぬらす、緑色の草くさ汁じるが、流れ落ちるように地面に滴したたり、ギラリと刀身が光った。

　殷雷の正体を知り、愕がく然ぜんとしながらレンゲ男は、自分の体内から練樹鉢が切り離はなされたと知る。

　和穂の左手に高々と上げられた練樹鉢はコトリという音をたて、真っ二つに割れた。

　ポタポタと泥どろと一緒に、レンゲの根も地面に落ちた。レンゲ男は解ほどけて倒れた。

　和穂の声を使い、殷雷は言った。

「俺の正体がばれていたら、ちょいとばかしやばかったかもな」

　殷雷刀を握にぎる右手を見ながら、言葉が続いた。

「もし、右手に茎を絡からめられたら、負けていた。そこそこ強かったぞ、レンゲよ。

　お前に敬けい意いを表して、以後、レンゲは食わぬと誓ちかおう」

　和穂は荒い息を吐いた。




　　　　五




　練れん樹じゆ鉢ばちは真っ二つに割られたが、その中の根は無事だった。和かず穂ほは根っこを拾い、螳とう弦げんに投げ、それから、殷いん雷らい刀とうを空中に放ほうり投げた。

　螳弦は、ホッと息をついた。

　これで全すべてが丸く収まる。

「いやあ、本当にありがとうございました。

　根さえ無事ならば、またレンゲを育てられると思います。

　……まさか、また、あんなレンゲ男になりませんよね」

　パキパキと軽い炸さく裂れつ音おんをたて、人の形に戻った殷雷は答えた。

「なってたまるか。練樹鉢さえなければ、それはただのレンゲだ」

「本当ですか。良かった良かった。彼女への贈おくり物ものが無事だったんでほっとしましたよ」

「彼女への贈り物？」

「そうです。花の好きな綺き麗れいな娘むすめさんで」

「……やめといたほうがいいぞ」

「どうしてです？　もう危き険けんじゃないんでしょ」

　地面にあるレンゲを見つつ、和穂は少し沈しずんだ声で言った。

「殷雷、このレンゲは皆みんな枯かれちゃうの？　練樹鉢にあった根っこから、切り離されたんじゃ……」

　殷雷は、一仕事終えた後の充じゆう実じつ感かんを漂ただよわせつつ、和穂に言った。

「見てみろ。茎が地面にへばりついてるだろう？　それは独立した根っこだ。レンゲ男は、自由自在にレンゲを操った。

　それこそ手足のように扱あつかったが、それ以前にレンゲ自体を強化する必要があった。

　そこで、このレンゲに、強きよう靱じんな生命力を与あたえたんだ。

　雑草並みの強靱な生命力だ。

　やっきになって枯らそうとしないかぎり、枯れはせんし、しぶとく繁はん殖しよくするはずだ」

　和穂の顔はパッと明るくなり、それに逆行して螳弦の顔が暗くなる。

「……あの殷雷さん。それってもしかして」

「花の好きな綺麗な娘さんに、そこらへんの雑草を贈るというのも、粋いきかもしれんな。

　どうなるかまで責せき任にんはとれんが」

　レンゲの根を握りしめたまま、螳弦は真後ろにひっくり返った。

　柔やわらかだが、しなやかなレンゲたちは、螳弦の背中を力強く支えた。

　殷雷が肩の関かん節せつをグルグル回し、地面に落ちていた棍を拾ひろった。

「ま、ちょいとした暇ひま潰つぶしにはなったな」

　そんな殷雷の姿を、和穂は腕うでを組みながらジッと見ていた。

「なんだ、和穂」

「いや、殷雷ってさ。いいレンゲ師しになれるんじゃない」

「レ、レンゲ師ね。お褒ほめに与あずかり光こう栄えいでございますな」

「あれ？　妙みように素す直なおじゃない」

「はははは」




『練樹鉢』

　植木鉢の宝貝。

　本来は植物の進化を速めたり、植物自体を強化する機き能のうを持ち、植物実験を補ほ佐さする為ための宝貝。

　欠陥は、進しん化か促そく成せい機能の副作用か、植えた植物が自分の意思を持つのである。
















バラの酔っぱらい、ふたたび







　　　　一




　黒い水の世界だった。人の世の、天と地の間に無む限げんの気が満ちているように、その世界には黒い水があった。

　黒い水の世界で偽ぎ祝しゆくは呻うめいた。

　だんだんと体が裂さけていく。

　以前まで自分の肉体であったものが、今は不快で仕し方かたがない。

　卵たまごから雛ひなが孵かえるように、偽祝は自分の体を自分の力で裂いていた。

　体が裂けるたびに、世界が広がるようだった。

　どこまでが、自分の体なのだろう。

　かなり遠い所までだ。

　遠い遠い世界、偽祝は黒い水の中で呻いていた。




　　　　＊




　苔こけをまとった山やま肌はだから、たった今染しみ出した清水しみずたちは、谷へ流れ出、そして渓けい流りゆうになった。

　このまま流れ続ければ、やがて緩ゆるやかな川になり、海へと注そそぎ込むのだろうが、生まれたばかりの流れは、無数の岩とぶつかり、荒あら々あらしくも涼すずしげな音をたてていた。

　深い深い山だった。そびえ立つ無数の木は日の光を優やさしく遮さえぎっている。あるのは、木と苔と水の匂においだ。差し込む光は、日の匂いを伝えるほどに強くない。

　渓流のほとりの大岩に、一人の老人が座すわっていた。

　起きているのかどうかも、さだかではない細い目をして、渓流に釣つり糸を垂たれている。

　まるで、山やま奥おくに居きよを構かまえる仙せん人にんのように見えたが、彼は仙人ではない。

　ついこのあいだまで、仙人であった娘むすめより余よ程ほど仙人らしかったが、彼は仙人ではなかった。




「あの、斉さい願がんさんですね？」

　和かず穂ほは石の上の老人に声を掛かけた。和穂たちに背を向け、斉願と呼ばれた老人は釣り糸を垂らしたまま、振ふり向こうともしない。

　水面を見つめたまま、静かに、ほどよく枯かれてはいるが、どっしりとした低い声で、斉願は答えた。

「誰だれじゃ？」

「はじめまして、私は和穂。こっちにいるのは殷いん雷らいです」

　斉願はやはり、振り向かなかった。

　殷雷の右手には、竹たけ串ぐしを刺さした焼き魚が握にぎられていた。塩がたっぷりとまぶされ、焼きたての湯ゆ気げがまだ立ち昇のぼっている。

　殷雷は魚の腹はらに食らいつき、言った。

「どうでもいいが、こっち向けよ爺じいさん」

　とぼけた表情で殷雷は魚を食らい続けた。程よい苦にがみが美う味まかったが、だんだんと味わう余よ裕ゆうはなくなってきた。

　老人の、どっしりと落ち着いた態たい度どは、自分の持つ宝ぱお貝ぺいに自信のあるあらわれだろう。

　さて、どんな宝貝を使いやがる？

　斉願はゆっくり振り向いた。

　皺しわだらけの斉願の顔の中に、無数の古ふる傷きずがあった。

　一ひと際きわ大きな傷が、右の頰ほおに刻きざみ込まれている。

　頰の傷は綺き麗れいだった。

　まるで、計算ずくの入いれ墨ずみのように、三本の真まっ直すぐな傷が頰を走っている。

　斉願の顎あごの右に火傷やけどのような丸い傷があるのに、和穂は気がついた。

　そして、和穂はぞくりとした。

　一ひと目め見た時は、余よ程ほど鋭するどい刃は物ものでつけられた傷だと思ったが、そうではないのだ。本当は顔の傷は、獣けものにつけられたのだと、気がついたからだ。

　親指をがっしりと顎に食い込ませ、それ以外の三本の指が、頰の肉をむしりとるように爪つめを立てたのだ。

　和穂の視線を感じ老人は頰の傷をなでた。

「傷か？」

「はい。失礼かもしれませんが、どうしてそんな傷が？」

　和穂は不ふ思し議ぎだった。あれだけ大きな傷をつけられたなら、顔の肉はほとんどむしりとられているだろう。

　それが、傷だけですんでいるとは、爪が恐おそろしく鋭えい利りだったのだ。どんな獣ならば、そんなに爪が鋭いのだろう？

　不思議がる和穂の横で、自分の手の内を探さぐろうとする、殷雷の表情を楽しみながら、斉願は言った。

「お前の知った事か。

　わしの名を斉願と知っておるとは、川かわ漁りよう師しの雇やとった刺し客かくか？」

　魚を平らげた殷雷は、竹串を投げ捨て、棍こんを構えた。

「誰が刺客だ。別に雇われているわけじゃないぜ。

　ここいらで、怪あやしい奴やつがいないか漁師の溜たまり場で話を聞いただけだ。連中は間かん髪はつ入れずにお前の名前を教えてくれたぜ」

「ぼんくら漁師どもめ。己おのれの技ぎ量りようのなさを棚たなに上げて、岩いわ魚なの数が減へったのを、わしのせいにしておるな」

　殷雷は棍をくるりと回した。

「釣り人と漁師の争いなんかに、興きよう味みはないぞ。

　ま、今のところは、焼き魚をおごってもらったから漁師に味み方かたしたい気分だがな」

　斉願は、再び背を向け釣り糸へと目を落とす。

「魚の一匹ぴきで、取り入る相手を間ま違ちがうとは愚おろか者め。怪け我がをしたくなければ、さっさと立ち去れい。

　こう見えても、『優やさしいおじいちゃん』という歳としの食い方はしてないんでな」

「け。言われなくても、その面つらを見りゃ判わかるぜ」

　斉願は、釣つり竿ざおをしゃくり、釣つり針ばりを川の中のあちらこちらへと動かす。

「わし、強いぞ。女でも殴なぐるぞ」

　斉願に言われるまでもなく、殷雷は老人の強さを分ぶん析せきしていた。

　言葉に噓うそはない。

　屈くつ強きような漁師たちを相手に、そこそこやりあっているのだ。ただの爺様ではない。

「和穂を殴る前に、俺を倒たおして欲ほしいもんだな」

「お前は、わしより強い」

　殷雷の口くち許もとがニヤリと歪ゆがむ。

「素す直なおでいいねえ」

「本気を出して戦っても、この老いぼれが倒されるのは時間の問題だな」

　言葉とは裏腹に、斉願は背を向けたままだった。自分より格上の敵と対たい峙じしている緊きん張ちよう感かんは全まつたくなかった。

「判っているなら抵てい抗こうするなよ」

　斉願の釣り竿がピクリと動いた。

　竿の先せん端たんが軽く軋きしむと、斉願は軽く魚を釣り上げた。

　水しぶきを上げつつ宙を舞まった魚は、簡かん単たんに釣針から離はなれ、そのまま和穂の腕うでの中に落ちた。

「わ！」

　腕の中でピチピチとはねる魚に、和穂は慌あわてる。

　落とさないよう、必ひつ死しに魚を抱かかえて和穂は走り回った。

　斉願は振り向き、そんな和穂に孫まごでも見つめるような柔やわらかな視線を送る。

「その魚をくれてやるから、わしに関かかわり合いを持つのはやめろ。

　これでも、『平へい穏おんな余よ生せいを釣りに勤いそしむ吞のん気きな爺様』って姿に憧あこがれんわけでもないんじゃから。

　岩魚より、そっちの魚の方が珍めずらしかろう」

「きゃ、きゃ、でも、わ！　そういう訳わけにはいかな、わ！　いんで」

　殷雷は、和穂の持つ魚を見て、老人の持つ宝貝は釣り竿だと確信した。

　和穂は、鋼はがねで出来たように照てり輝かがやく、脂あぶらののった鰹かつおを抱かかえている。

　斉願は、渓流から鰹を釣り上げたのだ。

　殷雷は臨りん戦せん態たい勢せいに入った。

「釣り竿の宝貝か？　こんな山奥で海の魚を釣り上げるとは、龍りゆう華かにしちゃあ、気の利きいた宝貝を造つくったもんだ」

　殷雷の言葉を聞き、老人の目も鋭さを増した。
















「宝貝？　貴き様さま、この釣り竿が宝貝と知っているのか？　さては、刺客ではないのか」

「さっきから、刺客じゃないと言っているだろうが！」

「油ゆ断だんしておった。

　この鱗りん帝てい竿かんの、圧あつ倒とう的な能力を狙ねらっておったとは！」

　鰹と踊おどりながら、和穂は尋たずねた。

「圧倒的な能力？」

　釣り糸をたぐりよせ、斉願は誇ほこらしげに語り始めた。今までの、じっくりと嚙かみ締しめるような口く調ちようから、急に軽かろやかな口調になっていく。

「まさに、夢のような釣り竿だ。

　真ま鮒ぶな竿から、長なが尺しやくの鮎あゆ竿まで自在に長さを変え」

　老人の手の中で、鱗帝竿は言葉通りに長さが変わっていった。

「さらに道みち糸いとの太さも、これまた自在」

　斉願は和穂に鱗帝竿の、素す晴ばらしさを見せつけるつもりのようだった。

　竿の長さが変わったのは判わかったが、糸の太さの変化は和穂の目ではよく判らなかった。

　さらに、己の刀とう剣けんを自じ慢まんする武ぶ人じんのような口調で言葉が続く。

「釣針のカエシの有う無むは言うに及およばず、芸の細かいのは、外そと掛がけ、徳利とつくり結びまで望みのままなのだぞ！」

　だんだん、和穂にはわけが判らなくなってきた。具ぐ体たい的てきな凄すごさが全ぜん然ぜん判らないのだ。

　和穂に判ったのは、斉願は釣りの話になると途と端たんに、ペラペラと喋しやべりまくる事だけだった。

　少々おとなしくなった鰹を小こ脇わきに抱えて、和穂は言った。

「あの、それって凄すごいんですか？」

　斉願の口くち許もとが引きつる。

「くは！　ええい、貴様などには判らん。この宝貝がどれだけ素晴らしいのか！

　浮うき代わりの目印ですら、羽から山やま吹ぶきの茎くきまで思いのままに作り上げるのだぞ！」

「えぇと。もしかして、釣り糸や針も宝貝なんですか？」

　和穂には、いや釣り人以外には理解出来ないのを覚かく悟ごの上で、老人の言葉に力が入っていった。

「違う。竿さおの穂ほ先さきが変化して、糸や、自在の仕し掛かけになるのだ！　餌えさまで作り上げるんじゃぞ。ミミズ、カワゲラは言うに及およばず、茹ゆで麵めんから……」

　和穂は本格的に斉願の説明に、ついていけなくなった。

　本人は、ついに結論を述べる。

「一番凄いのは、わしの望んだ魚を自在に釣り上げる事だ。

　渓流から鯛たいを釣り上げるのも可能ならば、水みず溜たまりから鯉こいを釣り上げる事すら不可能ではない。

　どうだ、凄いだろ？

　これの凄さは、ド素人しろうとのお嬢じようちゃんでも判るだろうが」

　和穂はコクリとうなずいた。

「はい」

「だから、こんな凄い宝貝を手放すつもりはない」

　うなずいた首を少し傾かしげて和穂は言った。

「凄い宝貝ですけど、自分の望んだままに魚が釣れるんじゃ、面おも白しろくないんじゃないですか？

　魚を釣る為ための仕掛けを、わざわざ器き用ように変えなくても、宝貝なんだし、糸を垂らすだけでも釣れるんでしょ？」

　老人はグビリと息を飲み込んだ。

「……お嬢ちゃん、言うてはならん事を言うてしまったな。

　そういうのは、釣り師しに向かって、『網あみを使った方が効こう率りつがいいんじゃないの？』

　と、言うぐらい愚ぐ劣れつな言葉だぞ！

　わしの逆げき鱗りんに触ふれたからには、ちょいと痛い目にあってもらおうかの、お嬢ちゃん。いや、この小娘め！」

　殷雷が痺しびれを切らして、口を開いた。

「いいからとっとと、宝貝を返せ。

　さっさと回収して、日のあるうちに山を降おりたいんだからよ。

　武器の宝貝ならともかく、そんな釣り竿を使っても俺おれにはかなわんぞ」

　老人は、ゆらりと立ち上がった。

　靴くつが少しずれたのか、大岩にトントンと爪つま先さきを叩たたきつける。

　そして、足を代えてもう一度、トントンと靴を足に馴な染じませる。

「さあこい若わか造ぞう。ぶん殴ってやるぞ」

　殷雷は駆かけた。

　弾はじけるように地面を蹴けって、上体を低く低く落としながら斉願を目め指ざす。

　目まぐるしく揺ゆれる肉体の中で、殷雷の目は獲え物ものを狙ねらう鷹たかのように、斉願を捉とらえたままだった。

　殷雷は大岩目掛けて飛び上がり、老人も岩を蹴った。

　宙を舞まう斉願の右足は、ムチのようにしなり、殷雷の顔面に放はなたれた。




　一いつ瞬しゆんの間ま。




　殷雷は当たる寸すん前ぜんの蹴りを、右手の掌てのひらで受けた。

　だが、斉願は蹴り足を握にぎられる前に、素す早ばやく蹴り戻もどす。

　殷雷の右手には斉願の靴が握られていた。殷雷の口が大きく笑えみを浮かべると、刀かたなの宝貝の頰から、一ひと筋すじの鮮せん血けつが流れた。

「やってくれるじゃねえか、斉願よ」

　殷雷は、握りしめた靴を岩の上に叩たたきつけた。

　布と皮で作られているはずの靴は、岩に当たり金属音を響ひびかせる。

　靴の爪先からは、鋭するどい刃が伸のびていた。靴に刃物が仕し込こんであったのだ。

　背せ筋すじをしゃんと伸ばし、曲げた右みぎ膝ひざを胸に付くぐらいに上げ、斉願は答えた。先刻の嚙かみ締しめるような口調に戻っていた。

「自分の方が格上だと判っていたら、もう少し油ゆ断だんするもんだぞ。

　掌を潰つぶしてやるつもりだったが、指の間で刃を挟はさみおったか。

　そっちは棍を持ってる。暗あん器き（隠かくし武器）ぐらいで文もん句くをいうなよ」

「別に文句を言う気はないが、その含ふくみ針はやめておけ。

　俺には通用せんし、間違えて飲むと厄やつ介かいだぞ」

　答える代わりに、斉願は口の中の針を吐はき出した。指の先程の鋭い針が地面に刺ささる。

　老人の動きに気を配りながら、殷雷は鱗帝竿にも注意を払はらっていた。

　もし、釣り糸を首に巻き付けられても、すぐに引きちぎれるだろう。

　厄介なのは、釣針で目を狙われる事だがかわす自信は充じゆう分ぶんにあった。

「それにしても、物ぶつ騒そうな爺様だな。普ふ段だんからそんな暗器を持ち歩いているのか？」

「非ひ力りきなおいぼれの、みだしなみだ。漁師相手には使わなんだがな」

　意外と強い斉願に、和穂は生なま唾つばを飲み込みながら鰹を抱き締めた。

　年老いた、武芸の達たつ人じんという人物もいるだろう。

　肉体は衰おとろえても、研とぎ澄すまされた技わざで相手に打ち勝つ強つわ者ものだ。しかし、斉願はそういう雰ふん囲い気きではなかった。

　老人でありながら、相手を力でねじふせようとする気き迫はくに満ちている。




　殷雷は再び駆けた。

　斉願は、殷雷の身のこなしの速さを先刻の攻こう撃げきで理解したつもりになっているだろう。

　だが、それは殷雷の罠わなだった。

　斉願に迫せまり、殷雷は最前の攻撃の倍に匹ひつ敵てきする速さで、棍を繰くり出した。

　予想を超こえる速さに、老人の防ぼう御ぎよは全まつたく間に合わない。

　棍を打ち払おうとする掌てのひらを、嘲あざ笑わらうかのように、銀色に光る棍は老人の腹を突ついた。




　棍は老人の服を突き破り、不ふ自し然ぜんな金属の感かん触しよくを殷雷に伝えた。

　殷雷は棍による第二波を、急きゆう遽きよ取り止やめて背後に飛びすさった。

　服の破れ目からは、編み込んだ金属の鎧よろいが見て取れた。

『なんでこいつは、完全武装で釣りなんかしてやがる！』

　殷雷の叫さけびが、言葉になる前に斉願は懐ふところに手をやり、三つの物を殷雷に向かい投げた。

　そのうち二つは小刀だった。

　作業用に使う小刀を投げたのではない。投げやすいように、重心が調整された武器としての小刀だ。

　そして、もう一つは小さな竹たけの筒つつだ。

　宙を走る、二本の小刀と一つの竹筒は、飛びすさる殷雷を、正確に目め指ざした。

　殷雷は棍を旋せん回かいさせ、小刀二本を叩たたき落とした。

　小刀から少し遅おくれて竹筒が迫せまる。

　どうせ、目め潰つぶしだろうと殷雷は考え、殷雷は竹筒も叩き落とそうとした。

　目潰しならば、顔の間近で破は壊かいしなければ別に問題はない。伸ばした棍の先せん端たんで落とせばいいのだ。

　棍を繰り出しつつ、殷雷は自分のうなじが逆さか立だつのを感じた。




『本当に目潰しか？』




　斉願が目潰しなどという搦からめ手てに頼たよるのが、どうも納なつ得とく出来なかった。

　殷雷はとっさに棍を引き、代わりに竹筒に手を伸ばした。

　宙を切る竹筒を、まるで小鳥を握るかのように、殷雷の手は柔やわらかく包み、そのまま竹筒を渓流の中へと放り投げる。

　殷雷に叩き落とされた小刀は、クルクルと回り、柔らかい草むらに突き刺さった。

　竹筒もゆっくりと回りながら、キラキラと光る水面に触ふれた。

　その瞬間、竹筒は割れ、閃せん光こうと爆ばく風ふうが広がる。




　さすがの斉願も舌した打うちをする。

「優ゆう勢せいなんだから少しは油断しろ。付け入る隙すきがないではないか」

　爆発に巻き込まれた水が周囲に飛び散り、にわか雨のように降ふり注そそいだ。

「爆ばく薬やくだと！　たまらん爺様だ！　暗器に爆薬か？」

　斉願は右手に釣り竿を持ち直した。

「悪いが、死んでもらうぞ。人殺しは趣しゆ味みではないが、脅おどかして逃げてくれるような若造じゃないしな！」

　斉願は右手の鱗帝竿を振り回した。

　ヒュンと風を切る音を立てて、爆発のせいで未いまだ白く泡あわ立だつ渓流の中に、釣り糸が沈しずむ。

　殷雷には、斉願の狙いが判らなかった。

「どうした斉願！　鯨くじらでも釣るつもりか」

「たわけ。鯨は魚ではないわい！」

　斉願は鱗帝竿を引き上げた。

　大きくしなり、ギシギシと音を立てる竿。まるで鋼はがねのように硬かたくなる釣り糸。

　一瞬、渓流に黒く巨大な影が浮かぶ。

　そして、次の瞬間、斉願は一匹の巨大な魚を釣り上げた。

「名前は眼がん破ぱとつけた。

　最初はあまり可愛かわいくなかったが、猪いのししや鹿しかを餌えさにやってるうちに懐なつきおってな。

　わしの言うこともよく聞くぞ。結けつ構こう頭もよくてな。

　ただ、どういう種類の魚かは聞かんでくれよ。異界の魚なんだからな」

　眼破の口から、釣針が吐はき出された。

　眼破は宙を泳いでいた。

　ドロドロに溶けた鉄のような、赤く巨大な魚だった。

　口の大きさだけで、充分斉願の身長分はある。

　それが、魚であるのは誰の目にも明らかであった。だが、何という魚であるかは誰にも説明出来ない。

　魚にしては少し動物じみている。

　大きくしなやかな、胸むなビレ、尾ビレ、背ビレがあった。

　胴体の感じはどことなく鰐わにを思わせる。鰐皮を素材に作った、魚の模も型けいのようだ。

　鯛たいのような、平たい形ではない。鰹かつおのような流線型でもない。胴体の形だけを見れば鮎あゆに似ている。

　鎧よろいのような鱗うろこが、全身を覆おおっていた。

　肉食であるのか、下した顎あごが大きく発達していた。口くち許もとからギザギザの歯が見て取れる。

　一番、普通の魚と違うのは、目であるかもしれない。

　少しとぼけた感じのする、魚独特の丸い目ではなかった。

　その目こそが、眼破に動物じみた雰ふん囲い気きを与えていた。眼破には瞼まぶたがあったのだ。

　瞼の隙すき間まから、青白い眼光が見て取れた。

　ユラユラと眼破は、斉願の頭上を旋せん回かいしている。

　動きを変えるたびに、長く伸びたヒレが熱線のような光を放つ。

　普段は滅めつ多たに呆あつ気けにとられない殷雷が、さすがに宙を泳ぐ、異形の魚を見て愕がく然ぜんとした。




　その隙を斉願は見み逃のがさなかった。

「行け！　眼破！」

　斉願の号ごう令れいと共に、巨大な魚は殷雷に飛び掛かった。

　まさに釣つり餌えに魚が食いつくがごとく、巨大な口が殷雷を捉とらえる。

　轟ごう音おんと共に眼破が通り過ぎた後には、えぐれた地面が残っているだけだった。

「殷雷！」

　和穂は叫ぶ。彼女の心配をよそに、返事はすぐに戻った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。この世にあらざる異い界かいの魚か。まあ、これぐらいの芸当ができなきゃ、宝貝のありがたみはねえよな」

　殷雷に食らいつき、再び宙を泳いでいた眼破の顔が、和穂の目に映うつった。殷雷は眼破の口の中にいた。

　殷雷は銀色の棍を、つっかえ棒ぼう代わりに、眼破の口に立て掛けていたのだ。

　眼破は、棍ごと嚙かみ砕くだこうと悪あく戦せん苦く闘とうしていたが、そう簡単に真しん鋼こうの棍は折れたりはしない。

　斉願の口許が歪む。

「でも、貴様の負けだ。勝負はあったぞ」

　斉願の手の鱗帝竿がしなり、釣り糸が棍に巻きついた。そして、老人は棍を引き抜く。

　宙を舞い、投げ捨てられた棍は渓流沿いの岩にぶつかり、高く澄すんだ鉄てつ琴きんのような音を立てた。

　釣り糸は、スルスルと短くなり斉願の手に戻る。

　邪じや魔ま物ものが無くなった眼破は一気に、口を閉じようとした。

「げ！」

　慌あわてながらも、殷雷は牙きばを両手に摑つかみ、しっかりと両足を踏ふん張ばった。

　ギリギリと引き絞しぼられる、眼破の顎あご。

　殷雷も力ちから任まかせに抵てい抗こうするが、ゆっくりと口が閉じられていく。

　殷雷の全身から汗が流れ、眼破に負けないような歯を食くい縛しばる音が周囲に広がる。

「ぐお！」

　こめかみの血管が脹ふくらみ、束たばねられている長ちよう髪はつが解ほどけた。

　だが、殷雷の力にもついに限界が来た。

　眼破の口は、鉄の扉とびらを叩たたきしめる音をたてて閉じられた。

「殷雷！」

　今度の和穂の叫びには、返事は戻らなかった。

　巨大な魚は、モグモグと顎を動かして続けている。

　斉願は静かに言った。

「若い者は引き時を知らぬから、いかん。

　お嬢ちゃんよ。

　髪かみの長い兄ちゃんが死んで、わしを恨うらみに思うだろうな」

　和穂は言い返す。

「殷雷は、死んじゃいません！」

　眼破はまだ、モグモグとやっている。

「気持ちが判るが、死んだものは仕し方かたがあるまいて」

「死んでませんてば」

　知り合いの死をかたくなに認めたくない表情とは少し違ちがうと、斉願は考えた。

　和穂の表情は、心配しているが、絶ぜつ望ぼうはしていない。

　牛一頭を、嚙み砕ける時間が経たっても、眼破はモグモグとやっている。

「お嬢ちゃん。だいたい、わしが宝貝を持っているのを覚かく悟ごの上で、あんな棍一本だけで戦いを挑いどむのが無む謀ぼうなのだよ」

　そう。無謀だ。なぜこの小娘と今の男はそんな無謀な戦いを仕掛けたのだろう？

　眼破はさらにモグモグしているが、心なしか表情に困こまったものが浮かび出している。

「いっそ一思いに、あいつの後を追わせてやろうか？」

「殺される気はありません！」

「でもな、お嬢ちゃん」

　眼破が歯と歯をこすりつける音が、だんだんと耳みみ障ざわりになってきた。

「眼破？」

　眼破の口から、黒く細長い物が見えた。

　それが、刀かたなの鞘さやだと知った時、斉願は全すべてを承しよう知ちした。

「あの男、刀の宝貝だったのか！」

　とうとう嚙かみ砕くのをあきらめたのか、眼破は口の中の刀を吐き出そうとした。

　すかさず、斉願は命令を出す。

「眼破、吐き出すな！

　そのまま飲み込んで、腹の中にしまっておけ！　わしの命令がない限り、吐き出すんじゃないぞ！」

　半なかば激げき怒どにも似た笑え顔がおで、斉願は和穂の胸ぐらを摑んだ。

「これで、手て詰づまりだな。わしも無益な殺せつ生しようは嫌きらいでな。

　二度とわしの前にあらわれんと約束するなら、あの刀は返してやろう。鱗帝竿をあきらめて、どこへも、立ち去れ」

「嫌いやです！」

　もしも、斉願の言うことをきいて、殷雷を助けたところで刀の宝貝は喜ばないだろう。

　和穂は首を縦にふれなかった。

　拍ひよう子し抜ぬけした表情で、斉願は和穂の目を見つめる。

「馬鹿正しよう直じきな娘だな。

　ここは、承しよう諾だくしたふりをしてあの刀を取り戻すのが、最善手じゃのに。

　まあいい。

　ならば、この斉願を倒たおして、鱗帝竿を取り戻してみろ」

　首を締め上げられながらも、和穂は首を縦に振った。斉願はニッコリと笑った。

「ではまた会おう。ここで素直に逃がしてやりゃ、結構優しい爺様なんだろうが、やはり、わしには無理だな」

　胸ぐらをつかんだまま、斉願は和穂を渓流に投げ飛ばした。

「きゃ！」

　和穂は宙を舞い、そのまま激流の中に身を落とす。

　水面に叩きつけられる衝しよう撃げきと、身を切られるような水温の低さが和穂を襲おそう。

　どうにか立ち上がろうとするが、渓流の流れは和穂をどんどんと流していく。

　息を吸おうともがいても、顔はなかなか水面へと出ない。

　気管に詰まった水は、煮にえ湯のように熱く感じられる。

　息苦しさに気を失いそうになりながらも、和穂は一つの事を思い出した。

　斉願の姿を求めて、和穂と殷雷は渓流の下流から昇のぼってきたのだ。

　その道すがら、大きな滝たきを見た。

　あんな高い滝から滝壺つぼに落ちれば……和穂がそこまで考えたとき、渓流は滝となり、和穂は落ちていた。




　　　　二




「び、びえっくしゅん！　し、死ぬかと思った」

「普ふ通つう、死ぬわよ」

　滝壺の横の川原で、赤あか々あかと焚たき火びの炎ほのおが燃もえている。

　焚き火の前では和かず穂ほが、断だん縁えん獄ごくから取り出した、馬でも包み込めそうな大きな毛もう布ふにくるまって、暖だんをとっている。

　焚き火には串くし刺ざしにされた鰹かつおと一いつ緒しよに、和穂の道どう服ふくがかけられていた。

　余よ程ほど川の水が冷たかったのか、毛布の上からでも和穂の震ふるえが見て取れた。

「ぶえっくしゅ！」

「あぁもう、みっともないくしゃみをする娘むすめだね。

　まあ、春っていっても、まだ山の水は冷たいから仕し方かたないけどさ。

　それより、さっさと髪かみの毛を乾かわかしなよ。

　毛布を燃やなさいように、気をつけてね」

「[image: ]、[image: ]。ありがとう九きゆう鷲しゆう」

　焚き火を挟はさんだ和穂の正面には、九鷲が座すわっていた。どことなく儚はかなげで、病的な美しさを持った娘だ。だが、活気に満ちた瞳ひとみが、その体の中の生命力を物語っていた。

　人ひと肌はだのぬくもりを持つ氷のような、不思議な雰囲気が九鷲にはあった。

　鰹の片面がだいぶ焼けたのを確認して、逆側を炎に向ける。

　そして、掌てのひらの上に、和穂の赤い飾かざり布を乗せて、パンパンと叩たたき水みず気けを飛ばした。

　九鷲の横には、薪たきぎが集められていて、炎が弱まると、まめに継つぎ足たしていく。

　薪の横には、銀色に輝かがやく棍こんがあった。

「さっき、薪を集める時に、滝たきの上を少し調べたけど、この棍しかなかったよ。

　完全武装して釣つりをやってた、その物ぶつ騒そうな爺じい様さまもいなけりゃ、冗じよう談だんみたいな、化ばけ物の魚もいなかった」

　少し間を起き、言葉を繫つなげる。

「殷いん雷らいもいなかったけどさ」

　鼻水をすすり、少し潤うるんだ目で和穂は九鷲にたずねた。

「殷雷、大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「ま、大丈夫でしょ。武器の宝ぱお貝ぺいはそう簡かん単たんにつぶれやしないから」

「自分の力で、殷雷は脱だつ出しゆつ出来るかしら？」

「無む理りなんじゃない？　脱出出来るなら、さっさと魚の腹の中で暴あばれてるでしょ。

　自分の力じゃ、魚はビクともしないから刀かたなの形けい態たいで待たい機きしてるのよ。

　人の姿なら、消化されちゃうし」

　やはりどうしても、あの物騒な爺様から鱗りん帝てい竿かんを取り戻もどすしかないのだ。

　棍で焚き火をつつき、風の流れをよくして九鷲は言った。

「さあ、和穂と殷雷は物騒な爺さんから、宝貝を取り返そうとした。

　が、刀の宝貝は、爺さんの宝貝で呼び出された化け物魚に食われてしまった。

　ここまではいいわよ。で、どうして私が呼び出されたわけ？　そりゃ、私は徳利とつくりの宝貝なのに、少しは戦えるわよ。

　でもこれって、もともと、たちの悪い酔よっぱらいをあしらう為ために付けられた能力なんだからね」

「うん。

　九鷲酒しゆを斉さい願がんに吞のませて、宿酔ふつかよいで七しち転てん八ばつ倒とうしてる隙すきに鱗帝竿を取り戻そうと思うの」

　九鷲はニコニコと笑っていた。でも笑い声はたてていない。

　笑っているにしては、笑え顔がおの口くち許もとが少し引きつっている。

　ギリギリという歯ぎしりの音は、何の音だろうかと、和穂は考えた。

　歯ぎしりの主あるじは九鷲だ。

　和穂も釣つられて笑う。

「ははは。前にも冗じよう談だん言って、殷雷に怒おこられて、頭殴なぐられちゃった事があるの」

「……悲ひ劇げきは繰くり返かえされるってわけね」

　九鷲の手しゆ刀とうが一いつ閃せんし、和穂の眉み間けんに炸さく裂れつする。




　　　　＊




「……ごめんなさい。私が軽けい率そつでした」

　熱でも計はかるように、和穂は額ひたいに手を当て、うずくまっていた。

　九鷲は焚き火の中に薪をくべた。

「判わかればよろしい。今度、九鷲酒を毒どく扱あつかいしたら簀す巻まきにして川の中に放ほうり込むからね」

「本当はね、殷雷が本当に大丈夫かどうか、他の宝貝に、念を押おして欲ほしかったの」

「言われてみりゃ、断縁獄の中にあんたが気軽に相談出来そうな宝貝は、私ぐらいしかいないわよね。そりゃそうと、和穂」

「なに？」

　九鷲は棍で滝を示した。

「どうやって、滝から落ちて助かった？」

　血の巡めぐりのよくなった手で、頰ほおを温あたため和穂は答えた。

「断縁獄を使ったんだよ。川の水を吸い込んで、すぐに吐き出して、反動で取り敢あえず滝から空中に飛び出した。

　でね、滝壺に叩たたきつけられる前に、もう一度水を吐き出して、速度を落として爪つま先さきから飛び込んだわけ。

　あと、川底の岩に、ぶつかりそうになったから、その岩も大だい分ぶ断縁獄に吸い込んだ」

　なるほどと、九鷲はうなずく。

「咄とつ嗟さに、よく思いついたもんだ」

　焼かれた鰹の香こうばしい匂においが、だんだんと強くなった。

　木の枝をつかみ九鷲は和穂に鰹を渡わたした。

「食べな」

「あんまり、おなかすいてない」

「でも、食べるの。

　殷雷が心配で食欲がないのは判るけど、ちゃんと食べなきゃ、いざって時に困るよ」

「うん。判わかった」

　手渡された鰹に、和穂は歯を立てた。やはり、半なかば無理に食べているので、喉のどにつかえて苦しそうだった。

　そういう性しよう分ぶんなのか、ついつい九鷲は世せ話わを焼きたくなる。

「食べにくそうね。そうだ、何か飲む物がいる？　九鷲酒なら、焼き魚にもあうわよ」

　慌てて和穂は腰こしの断縁獄を外はずす。

「大丈夫、大丈夫。飲み水は断縁獄の中に沢たく山さん入ってるから」

「……その慌てようが、ちょっとむかつくわね。やっぱり簀巻きにしてやろうか」

「ごめんなさい。でも、あの宿酔だけは、勘かん弁べんして欲しいの」

　肩かたを少し落とし、溜ため息いきをつきながら九鷲は言った。

「別にいいわよ。

　で、これからどうするの？　私はその、やばい爺じい様さまと戦うのは嫌いやだからね。

　これでも徳利とつくりの宝ぱお貝ぺいなんだから、武器代わりに使われるのは御ご免めんだ」

　和穂は沈しずんだ声を出す。

「どうにか、頑がん張ばってみる」

　少し、イライラしながら九鷲は和穂の言葉に食らいつく。

「だから、どうにかって、どうするの？　勝算はあるの？　策さくの一つでもあるの？」

「正しよう直じき言ってない。

　御ご免めんね、九鷲。九鷲酒を毒みたいに言っちゃって。

　殷雷が本当に大丈夫だって判って、少しは安心した。そろそろ、断縁獄に戻る？」

「一度捕つかまったんだから、今いま更さら断縁獄に入るのを嫌がったりするわけじゃないけど、まだ戻らない。

　和穂の次の一手が知りたい」

「もう一度、説せつ得とくして、それでも駄だ目めなら、力ずくにでも」

　道服はだいぶ乾かわいたようだ。九鷲は道服を外し、綺き麗れいに折り畳たたんだ。

　和穂の声がだいぶ鼻声になっている。

　風か邪ぜでもひいたかと、九鷲は考えた。

「言うことだけは立りつ派ぱだね」

　言うことだけが立派で、行動が伴ともなわないなら、九鷲は和穂の事をさほど気にも留めなかったかもしれない。

　だが、和穂は言葉通りに斉願に戦いを挑いどむのだろう。策を巡めぐらすには、和穂の手にある駒こまは少なすぎた。

　畳んだ道服を和穂に渡すとき、九鷲は和穂の肩にある大きな痣あざに気がついた。

「どうしたの、その痣？」

　九鷲に言われ、初めて和穂も気がついたようだ。

「あれ？　痛いてて！　川を流されたとき、岩で打ったんだと思う。

　大丈夫。二、三日もすれば治なおるよ」

　風邪を引き、鼻声で強がる和穂を見て、九鷲は大きく溜め息をついた。

　九鷲はこういう、いかんともしがたい状じよう況きようにある人間をみると、ほうっては置けなかった。

　酒さか師しでありながら、自分が酒に溺おぼれていた泉せん渇かつの時もそうだった。

「……和穂。手を貸してあげようか？」

「本当！」

　九鷲の言葉が和穂には嬉うれしかった。だが、どう手を貸すのだろう？　武器として使われるのは嫌だったはずだ。

「九鷲。斉願と戦うの？」

「そうじゃなくて、徳利とつくりの宝貝として手を貸してあげる」

「あ、やっぱり九鷲酒を斉願に盛もるの？」

　再び、ひきつった笑みが九鷲の顔に浮うかんだが、今度は手刀を使わない。

　一いつ瞬しゆん、体をかがめ、和穂の顎あごに下から突つき上げるように拳こぶしをあて、そのまま足を伸ばしながら拳を、天に向けて打ち抜ぬく。

　毛布ごと宙を舞う和穂。

「……和穂。その斉願という爺様に倒たおされる前に、私に倒されるわよ。

　むしろがないから、簀巻きは勘かん弁べんしてあげよう」

　九鷲の言葉が終わり、やっと和穂は地面に落ちた。なにか今日一日で、ズタボロになった気分になりながらも、毛布を担かついで和穂は焚き火の側そばにもどった。

「悪気はないけど、九鷲に出来るのはそれぐらいじゃないの？」

「……意外と打たれ強いのね、あんた。

　まあいいや、ちゃんと毛布にくるまってなさいよ。宝貝の設計の仕し方かたは覚おぼえてる？」

　和穂は首を横に振ふった。

「覚えていない。思い出せない」

「仙せん術じゆつの粋すいたる宝貝だから、設計方法はそれこそ無限にあるでしょ。

　でも、私の場合はある程度、基本設計に沿そって造つくられたみたいね」

「基本設計？」

「徳利の宝貝の基本みたいなのがあって、それを元に造るのよ。

　で、最後に徳利ごとの能力を付け加える。

　私が他の徳利の宝貝と違うのは、自在に九鷲酒を造れるってところでしょ？」

「うん」

「だから、九鷲酒を吞のんで酔よっぱらっても、暴あばれる事なんてないのに、私には酔っぱらいをあしらう能力がある。

　これは、基本設計に含ふくまれている能力なんだと思う」

「何が言いたいの？」

「私には九鷲酒以外の酒を造る能力も、少しだけあるの」

　九鷲は得とく意い気げに和穂に語った。だが、和穂にはそれがどういう意味なのか、判らない。

「九鷲酒以外のお酒が造れたら、どうなるの？」

　待ってましたとばかりに、九鷲は懐ふところに手を入れ、小さな袋ふくろを三つばかり取り出した。

「九鷲酒は仙せん酒しゆよ。

　それ以外にも仙酒が造れるのよ。もっともね、この袋にある麴こうじに頼たよらなきゃ駄だ目めだから無む尽じん蔵ぞうに造れるわけじゃない。

　ほんの少しの量だけど、仙酒が造れるの」

　やはり、和穂にはピンとこない。

「……九鷲酒より、強い毒が造れ、ぐはっ！

　ごめんなさい。続けて」

「仙人の酒よ。美う味まさ以外にも、仕し掛かけのある仙酒だってあるの。

　少しぐらいの怪け我がなら、治してしまう仙酒や、不ふ老ろう長ちよう生せいを授さずける仙酒。

　そしてね、酔っている間は、鬼き神しんの強さを得られる仙酒もある」

　和穂は飛び上がって喜んだ。

「じゃ、その仙酒を造ってくれるの？」

「そ。嬉うれしい？」

「うん」

　自分の造る酒を、心の底から喜ぶ和穂の姿を見て、九鷲も悪い気はしなかった。

「じゃ、ちょっと断縁獄を貸して。

　水は入っているんだね？」

　和穂から断縁獄を受け取った九鷲は、袋を草の上に置き、空あいた手に水をかけた。

　飛び散るはずの水は、九鷲の手の中で青白い光を放ち、丸い球となった。スイカぐらいの大きさがある。

「これが、九鷲酒になる直前の真しん酒しゆ。酒しゆ精せいすら全まつたく混まじらない、真水よりも純じゆん粋すいな白紙の酒よ。

　これに、麴……厳げん密みつには違うんだけどね……を混ぜる」

　断縁獄を地面に置き、代わりに袋の一つを手に取り、器き用ように口を開ける。

　袋を傾かたむけ、さらさらと銀色に輝かがやく粉を酒球にまぶした。袋の中身が空になったのを確かめ、九鷲は袋を捨て再び断縁獄を手に持つ。

　銀色の粉は酒球に溶け、無色透とう明めいに変わった。

　だが、同じ透明でも、先刻の酒球よりも光り輝かがやいていた。まるで、同じ湖の水でも、日の光によって、きらめき具ぐ合あいが違うかのようである。

　九鷲は断縁獄に向かい、酒の名を呼ぶ。

「七しち命めい酒しゆ！

　これが、酔っぱらっている間に、体の怪我や病気を治す七命酒。さすがに半死半生とかは治せないけど、少しぐらいの打だ撲ぼくなら大丈夫」

　断縁獄に、七命酒が吸い込まれ、九鷲は同じ手順で別の袋を使った。

　七命酒とは違い、今度の酒球は蜜みつのような黄こ金がね色いろをしていた。

「そして、五ご吼こう酒しゆ。

　酔っぱらっている間は、ちょっとした武人並みの力を発はつ揮き出来る」

　五吼酒も断縁獄の中に姿を消す。

「これだけあれば、充じゆう分ぶんでしょ」

　和穂はもう一つの袋が、気にかかった。

「その袋は？」

「……魂こん沌とん酒しゆを造る麴。これは、ちょっとやばいからね」

　少し和穂はあとずさる。

「ふ、宿酔が酷ひどいとか！」

　ニッコリ笑って、九鷲は手て招まねきしたが、和穂は遠えん慮りよして近寄らなかった。

　九鷲は袋をもてあそんだ。

「魂沌酒。

　和穂が私と泉渇の所に来て、私は殷雷と戦ったでしょ？　あの時も、この魂沌酒を使うかどうかで迷ったわ。

　私自身は、お酒に酔わないように造られているから七命酒や五吼酒は、効きかないの。

　でも、この魂沌酒だけは、酒の種類が違うから、私にも効く。

　吞んだ者には、五吼酒とは比べ物にならない通常の何十倍もの力を授さずけるのよ」

「でも、それじゃ五吼酒よりも使えるんじゃないの？」

「五吼酒は、人を武人にする。

　でも、魂沌酒はそうじゃない。力と共に、吞んだ者の理性を吹ふき飛ばして、野や獣じゆうにしてしまう。

　そう長い時間じゃないわ。

　心臓が三十も鼓こ動どうすれば、吞んだ者はブッ倒れて再び目が覚めたときには、理性も戻るから。

　でも、その理性が吹っ飛んでいる間の、空白が怖こわかった。

　殷雷だけじゃなく、見み境さかいなく泉渇まで叩たたき潰つぶしたら思うと、怖くて使えなかった。

　どうする？

　造れってんなら、造ってあげるけど」

　和穂は考えた。確かに危険な酒だ。斉願と戦うだけなら必要はないかもしれない。

　しかし、和穂の脳のう裏りには、眼がん破ぱの姿が蘇よみがえった。

　眼破と戦う事にでもなれば、いかに武人の力を五吼酒で得ていても、勝てるかどうか怪あやしいものだ。

「……一応、造っておいて。

　九鷲、勝かつ手てなお願いだと思うけど、もしも私が魂沌酒を吞んだら、すぐに逃げて。

　出来れば斉願もつれて。斉願と戦う為ためには使わない」

「その化け物魚用に使うのね。

　ま、吞んだ者には害がないんだし。周囲に敵てきしかいないんなら、使える酒かもしれないね。

　覚えておいてよ。理性の空白の後には、ブッ倒れる。これこそ、最後の策、魂沌酒を吞むのは、一気にけりをつける時だと肝きもに銘めいじてね」

　和穂はコクリとうなずいた。

　九鷲は最後の袋を開け、魂沌酒を造り始めた。

　彼女の手の中で、水は踊おどり、尋じん常じようならざる酒へと姿を変えていく。ふと、和穂がニコリと笑った。

　水を酒へと練ねり上げながら九鷲は言った。

「なによ。ニヤニヤして」

「九鷲って優やさしいんだね」

　さっきから、何度もぶん殴なぐられているが、それを除のぞけば、細こま々ごまと和穂の世せ話わを焼いているのだ。

　別に照てれるでもなく、そっけなく徳利の宝貝は言い返した。

「そうでもないわよ。

　ただね、どうしようもなく情けない奴やつをみると、黙だまってらんないの」

「泉渇さんみたいな？」

　その一言に、敏びん感かんに反応し九鷲は片手で和穂の頰ほおをつねりあげた。

「いでで！」

「……あんたが、泉渇の事を言えた義ぎ理り？

　酒に溺おぼれる酒師と、術の使えない仙せん人にんじゃどっちがましだってのよ？」

「いで、いでで！　ごめんらさい」

「ふん。

　こうやってお酒を造って、和穂にも少しは手を貸してあげたけど、泉渇の時みたいに、体を張って危あぶない橋を渡わたる気はないからね。

　そこんところは、覚えておきなさいよ！」

　でろんと、伸びてるんじゃないかと思うほど九鷲につねられた頰は、熱く痛かった。

　和穂は泣きそうになりながらも、自分の頰をさする。

　九鷲は完成した魂沌酒を、断縁獄の中に注そそいだ。

「判ったら、今日はもう寝ねなさい。

　火の番は私が夜通しやってあげるから、ここでも寒くはないでしょ。

　それと打ち身が痛いようなら、七命酒を一口吞むといい。

　酔っぱらうほど吞めば、すぐに治るけどもったいないでしょ？　一口だけでも一晩眠ねむればかなり回復するから」

「うん。そうする」

　空には夕焼けが広がっていた。

　日はまだ落ちていなかったが、和穂は九鷲の指示通りに、毛布にくるまって眠ろうとした。

「ほら、もっとちゃんと毛布にくるまんないと、滝の飛沫しぶきがかかるでしょ。

　本当に風邪ひいちゃうわよ。……風邪ぐらい七命酒で治せるけどさ」

「はあい」

　ゴオゴオという滝の音が、今は心地ここち好よかった。横になるだけで、睡すい魔まが忍しのび寄る。

「明日の朝は起こした方がいい？　いつごろ起こす？　夜明けでいいよね？」

「……はい」
















　頭に当たる川原の小石が、少し痛かったので毛布を折り返し、和穂は枕まくら代わりにした。

　うつろになる意識は、睡すい眠みんの静せい寂じやくへ……

「あ、朝御ご飯はんどうする？　断縁獄の保存食より、ここだったら魚を捕つかまえて焼いといたげよか？」

「…………」

　和穂は眠りに落ちた。

　九鷲は黙だまって、薪をくべ続け、和穂が毛布を蹴けっ飛ばさないかに気を配る。

　そして、ゆっくりと夜が更ふけていった。

　滝の轟ごう音おんに包まれながら、九鷲は空を見上げた。

　木々の間から、細い細い月が顔を覗のぞかせていた。




　同じ山の中、さらに深い林の中でも同じ月を見上げている男がいた。

　斉願だ。

　服や靴くつに仕込んだ暗あん器きの重さは、まるで罪ざい人にんを縛しばる鎖くさりのようだった。

　彼の頭の中に、殷雷や和穂の事は一いつ切さいなかった。

　月の光に魂たましいを搔かき乱される狼おおかみのように、斉願は細長い月を一心に見つめた。

　老人の体を激情がかけていく。

　熱く、喉のどではなく魂を震ふるわせながら斉願はつぶやく。

「ついに、星せい辰しんは巡めぐりよったか。

　明日こそは、十三年ぶりに巡り来た日につ食しよくの日。

　明日を逃のがせば、次は四十六年後、もはやわしは生きてはおるまい。

　だが、明日で全すべてを終わらせてやる」

　静かなつぶやきは、叫さけびに変わる。

　喉に絡からまる血を吐はき出すように、斉願は叫んだ。

「偽ぎ祝しゆくよ！

　宝貝の力を借りて、貴き様さまを釣つり上げて血ち祭まつりに上げてくれる！

　間ま抜ぬけの漁りよう師しどもは貴様を『万ばん川せん吞どん淵えん・偽祝公』などと祭り上げて社やしろを建ておったが、わしがブッ壊こわしてくれたわい！

　明日になれば、貴様の鱗うろこを一枚ずつ引きちぎってくれる！　それまでせいぜい、湖底にへばりついて泥どろでも啜すすっているがいい！」

　斉願は、とてもとても大きな声で笑い続けた。




　　　　三




　そして、翌朝。

　さっき起きたばかりの和かず穂ほは、川の水で顔を洗った。まだ、髪かみも結むすんでおらず、道服も羽は織おっていない。

　顔を洗っても、まだ少し寝ね惚ぼけた顔をして和穂は、もしゃもしゃと焼いたヤマメを食べはじめた。

　川魚独特の苦にがみは、あまり好きになれなかったが、贅ぜい沢たくをいっている場合ではない。

　夜の間、少し弱められていた焚たき火びの炎ほのおは九きゆう鷲しゆうの手により強められていた。

　九鷲は和穂の横に座すわり、竹を割って作った湯ゆ飲のみに酒を注ついだ。

「はい、五ご吼こう酒しゆよ。今の内から吞のんでおいた方がいい。斉さい願がんとかいう爺じいさんなら、酔よっぱらう前に斬きりかかってきそうじゃない」

　和穂は差し出された湯飲みを受け取り、五吼酒に口を付けた。

　酸味が強い蜜み柑かんのような味がした。思っていたより吞みやすい。

　九鷲は言った。

「たいして美う味まい酒じゃないけどね」

「そう？　さっぱりした蜜柑みたいで美お味いしいよ」

　さすがは、徳利とつくりの宝ぱお貝ぺい、酒の味に関しては少々うるさかった。

「だから、それじゃ蜜柑の美味さになるでしょ。酒なら酒の美味さが判わかるようじゃなきゃさ。

　こんな時に、酒の味の話をしても仕し方かたがないけどね」

　昨日の夜、寝る前に吞んだ七しち命めい酒しゆは、少ししつこい甘あまさがあり薬草の臭くささもあった。

　和穂はふと、五吼酒は果実酒で七命酒は薬草酒のような気がした。

「でも、魚の苦みがあるから丁ちよう度ど吞みやすくていいよ」

　お茶代わりに、和穂はガブガブと五吼酒を吞んでいった。
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　四し半はん刻とき（三十分）後。

「おかわり！」

　目の前にグイと突つき出された湯飲みに、九鷲は嬉うれしそうに酒を注いだ。

　だいぶ和穂は『出来上がった』ようだ。

　豪ごう快かいに足を組んで、焚き火の前に座っている。

　頰ほおはほんのり桜色に染そまり、嬉しそうにニコニコ笑っていた。だが、ほんの少し呂ろ律れつが怪あやしくなってきていた。

　九鷲から受け取った酒を和穂は、一気に吞み干す。

「ぷはあ！」

「いやあ、なかなかいい吞みっぷりじゃないのさ。見直したよ」

「そうお？」

　空になった湯飲みに断だん縁えん獄ごくから酒を注ごうとする九鷲を、和穂は制した。

「どうしたの？」

「いちいち、注いれもらってらら、面ろうくさいよ。らん縁獄をちょうらい」

　落下寸前の皿回しの棒ぼうのように、和穂の体はユラユラと揺ゆれていた。

　九鷲に向かい、喋しやべる時も既すでに目はトロンとして、九鷲の遥はるか遠くで視線の焦しよう点てんがあっているようだ。

「意外と、豪ごう快かいな酔い方ね」

「あああん。いいから、断縁獄をちょうだい！」

　困った顔をしながらも九鷲は笑っていた。徳利の宝貝だけあり、酔っぱらいの相手をするのは苦ではなかった。

　九鷲から断縁獄を受け取り、和穂はひょうたんに口を付け、ふんぞり返るように背中を反そらし一気に酒を呷あおる。

「ぷはあ！」

　断縁獄から口を離はなし、口くち許もとに流れていた酒の雫しずくをゴシゴシと手でこする。

「うわ、絵にかいたような酔っぱらいね。いいわよ、それでいいわよ！」

「へへへ。それにしても、いい音ね色いろの笛ふえね」

「は？」

　最初、和穂の言葉の意味が判らなかった九鷲だが、これはかなり酔っているぞと再確認した。

　和穂の頭の中で鳴り響ひびく、酔いが巻き起こした笛の音が九鷲には聞こえるはずもない。

　だが、そこは心こころ得えている。

「そうね、いい音ね！」

　和穂は頭の中の笛の音に合わせて、軽く口くち笛ぶえを吹ふいた。当然、音程は目め茶ちや苦く茶ちやだった。

　呂律が回らないのに、どれだけの口笛が吹けるというのか。

「よし、そろそろいい気分らし、殷いん雷らいを助けに行くわよ！　ついといで、九鷲！」

　今にも、ぶっ倒れそうなのに、決して倒れず、本人だけが気持ちのいい口笛を吹き、とうとう気分まで大きくなっているようだ。

　そんな素す直なおな酔い方をする和穂を見て、九鷲は妙みように面おも白しろかった。

「はあい、とっとと殷雷を助けよう！」

　和穂は立ち上がり、道服を羽織る。そして少しばかり苦労しながら、腰こし帯おびを結んだ。

　だが、続いて髪を結ぼうとするが、細こまかい指先の仕事がなかなか上う手まく出来ない。

　見み兼かねて、九鷲が手を貸す。

「はいはい、私がやってあげるわよ」

「いやあ、悪いねえ」

　九鷲に髪をまとめてもらい、今度は断縁獄の赤い紐ひもを、グルグルと左手の掌てのひらに巻き付けた。手の甲こうに断縁獄を乗せ、紐はしっかりと握にぎり込む形だ。

　左手での攻こう撃げきは少し不ふ便べんかもしれないが、こうしていれば、勝負の鍵かぎである断縁獄を落としたりはしない。

　和穂は断縁獄から、水を呼び出し、焚たき火の上にかける。

　もうもうと立ち込める湯ゆ気げを浴あびて、和穂は言った。

「さあ、行くわよ九鷲。

　殷雷の弔とむらい合戦よ！」

「いや、弔いはまずいんじゃない、弔いは。一応、まだ生きてるんだしさ」

　酔っぱらっている和穂は、あまり細かい事は気にしなかった。

「どうらっていいわよ！

　ともかく、殷雷を助けに行くの！」

　小さな耳みみ飾かざりに手を添そえ、和穂は斉願の位置を探さぐるために目をつぶる。

　和穂たち以外に、宝貝の反応は一つしかなかった。

　まぶたの裏の光点は、微び妙みように動いて定まらない。

　酔いのせいで、目が回っているのだと虚うつろな状態の和穂でも判った。

　仕方がないので、目を閉じたまま、光点が止まるのを待つ。




　しばしの静せい寂じやく。

　索さく具ぐ輪りんを触さわったまま、目をつぶり、そのまま妙に規則正しい呼こ吸きゆうを始めた和穂を見て、九鷲は声をかけた。

「……和穂？」

「……くう。……くうくう」

「ちょっと、寝ねてる場合じゃないでしょ！」

　酔っぱらったまま、目を閉じていたせいで和穂は思わず眠ねむっていたのだ。

　酔い以上に寝ね惚ぼけた瞳ひとみで、元仙せん人にんは大笑いした。

「はっはっは！　ちょっとした冗じよう談だんよ！」

　こんな調子じゃ、本当に弔い合戦になりかねないと、さすがの九鷲の笑え顔がおも強こわ張ばる。

「……索具輪を貸して。私が相手の居場所を探ったげるからさ」

「いやあ、何から何まで、手て間まかけさせて悪いねえ九鷲！」

　九鷲の背中を嬉しそうに、バンバン叩き、耳につけた索具輪をむしりとるように和穂は外はずした。

　自分の耳に索具輪をつけながら、九鷲は考えた。

　上う手まい具合に、斉願とかいう物ぶつ騒そうな爺様を倒して、殷雷を無事に救出出来たとしても、こんな和穂の姿を見たら、殷雷にどやされるんじゃなかろうか？

「でも、ま、いいよね。どうせ他に手はないんだしさ」

　九鷲が何を心配していたのか和穂には判らなかったが、大きく首を縦たてにふる。

「そうそう、大だい丈じよう夫ぶ。

　ともかく、きっと、全部上手くいくよ。

　はっはっは！　殷雷、待ってなよ！」

　今は自分の造った仙せん酒しゆの力を信じるしかあるまい。

　それと忘れちゃいけないのが、和穂が酔い潰つぶれて、敵の前でグウグウ眠らないように気をつけるだけだ。
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　深く、静かに呼吸を整ととのえ、斉さい願がんは湖の辺ほとりに立っていた。

　水は澄すんだ無色でも、湖には色がある。

　透とう明めいな水で作られた森の中の湖は、濃こい紺こん色いろに見えた。

　静かな湖だった。

　水鳥の姿は、一羽も見えない。

　対岸は、背の高い水草で覆おおわれていたが、こちら側は踏ふみ固めてある。

　漁りよう師したちが社やしろを建てるために、草を刈かったのだ。

　静か過ぎる湖だった。生き物の気け配はいが全まつたくない。夜中の墓ぼ地ちですら、地を這はう虫の息吹いぶきは感じられる。

　ときおり吹ふく風だけが、湖に小波さざなみを起こし束つかの間まの静せい寂じやくを破やぶるが、それもわずかの時間の事だ。

『馬鹿な漁りよう師しどもめ！　この静けさを、福を招まねく瑞ずい兆ちようの静寂と勘かん違ちがいするとは、間ま抜ぬけにも程がある。

　この、禍まが々まがしい静けさは、死の静寂だ！』

　日食を待つまでもなく、斉願は鱗りん帝てい竿かんを使い、偽ぎ祝しゆくを釣つり上げようかと考えた。

　だが、それはやめた。

　今までと同じように、戦い、そして奴やつを仕し留とめるのだ。討うち死じにしたとて本ほん望もうだ。

　斉願が決死の覚かく悟ごで、偽祝との邂かい逅こうを待ち詫わびているその時、老人は呼び止められた。

「お、は、よ。斉願」

　先刻までの決死の決意を、あざわらうかのような、緊きん張ちよう感かんのない楽しそうな声だった。

　鱗帝竿を手に、斉願は振ふり向き、声の主あるじをにらみつけた。

「お前は、いつぞやの娘むすめではないか！」

「和穂よ。か、ず、ほ。昨日あったばかりなのに、冷たいなあ。名前くらい覚えてよ」

　斉願に凄すごまれても、和穂は全く怯ひるまずにへラヘラと笑っていた。

　それが、余よ計けいに斉願の神経を逆さか撫なでする。

　こっちが、決死の決意を固めている最さ中なかにこの娘は何が嬉うれしいのだ？

「ええい。鱗帝竿を諦あきらめて、刀かたなの宝ぱお貝ぺいを返してもらいに来たのか！　ならば、返してやるから、さっさとどこかへ行ってしまえ！

　わしは、べらぼうに忙いそがしいんじゃい！」

　斉願が怒ど鳴なり散らしている間、和穂は吞のん気きに断だん縁えん獄ごくから、酒を吞のんでいた。

「忙しいって、別に何もしてないじゃない。

　それとも、これから釣つりでも始めるつもりらったのかしら？

　うっく。

　それよりも、殷雷を返してもらいに来たんだからね。

　へっへっへっへ。

　勿もち論ろん、鱗帝竿は諦めたりしないよ」

　斉願の人生で、今以上に神経を逆撫でしたのは偽祝だけだった。

「娘！　さてはお前、朝っぱらから酒をかっくらっておるな！

　いい若いもんが、なんだそのざまは。

　刀の宝貝が助けられんから、やけになっておるのか！」

「やけじゃ、ないよんよんよん。

　きゃあ、待ってえぇ、断縁獄！」

　手の甲こうに乗せた断縁獄から、和穂はさらに酒を吞もうとした。

　だが、左手がふらついてなかなか、ひょうたんに口がつけられない。

　和穂は、叫さけびながら断縁獄を追う。

　斉願は顔中の血管が全部ブチ切れ、脳のう髄ずいが沸わき立った。

　偽祝への怒いかりを、こんな所で無む駄だ使づかいしているのが、余計に耐たえられない。

　怒りで、目の前が真っ赤になりながらも、斉願は和穂の後ろの人ひと影かげに気がつく。

　酔っぱらいの相手をしても、時間の無駄だ。後ろの女は、少なくともシャンと背せ筋すじを伸のばして立っている。酔っぱらってはいないようだ。

「女！　貴き様さまは何やつだ！」

　九きゆう鷲しゆうは自分の顎あごを少し撫なでて、落ち着いた声で答えた。

「そうさねえ。

　全すべての酔っぱらいの味み方かた、と言ったところかしら」

「ええい、わけが判わからん！　さては貴様も宝貝か！」

　斉願の怒鳴り声が、九鷲の耳にガンガンと響ひびいた。

「御ご名めい答とう。私も宝貝、名前は九鷲とでも呼んでちょうだい。でも、別に私の事は気にしなくてよくってよ。

　私は戦うつもりはないから」

　素す性じようは判らないが、この女とならまっとうな会話が出来る。斉願は息を吐つき、少しは落ち着いた。

　和穂は、自分の左手の断縁獄を追い掛かけながら、まだ右う往おう左さ往おうしている。

「待ってえぇ、らん縁獄う！」

　酔っぱらいは無視して、言葉を続けた。

「なぜ、わしと、偽祝の戦いの邪じや魔まをする！

　我わが人生は偽祝との戦いにあるようなものなんだぞ！」

　偽祝。

　聞き慣れない名前だった。偽祝とは何か九鷲が尋たずねようとした、その時、フラフラと歩き回っていた和穂がピタリと立ち止まり、九鷲の前で酒をグビリと吞む。

「わっはっは。冗じよう談だんよ。

　ちゃんと、断縁獄からお酒吞む事ぐらい出来るもん」

　酔っぱらいの味方と、自じ称しようするだけあり、九鷲は微笑ほほえみ、和穂の頭を撫なでた。

　九鷲酒と違ちがい、五ご吼こう酒しゆや七しち命めい酒しゆの酔いは人間の本性がもろに出る。

　その酒で、陽気に酔えているのだ。

　和穂の頭を撫でながら、さっきの疑問を斉願にぶつけた。

「偽祝って？」

「偽祝！　奴やつこそ、この池の主ぬし！　奴をこの手で始し末まつせぬ限り、死んでも死にきれんのじゃよ！」

　斉願の言葉を聞いて、和穂はケラケラと笑い出す。

「なあんだ、それで鱗帝竿を返したくなかったんだ。

　一言いってくれたらよかったのにさ」

　胸をドンと叩き、和穂は続ける。

「そんな、池の主だか何だか知らないけど、たかが魚を一匹釣り上げるぐらいなら、待ってあげたのに」

「た、たかが魚だと！

　お前は偽祝を甘く見ているぞ！　奴は尋じん常じようならざる魚で……」

「でも、魚なんでしょ？」

　老人の目に宿やどったのは確かに殺気だった。

「偽祝の前に、お前を血祭りじゃい！」

　衝しよう突とつが避さけられるなら、それに越こした事はない。

　九鷲は間に割って入る。

「まあまあ、そう頭に血を昇のぼらせなくても。

　今のは、ちょっと和穂が悪いわよ。

　自分では見てもいないものを、こうだと決めつけて」

　いわれてみれば、その通りだ。

　和穂はペコリと頭を下げた。

「ごめんらさい」

「判ったら、さっさと消えろ！」

「その偽祝を倒したら、鱗帝竿は返してくれるんですか？」

「ふん。お前は気にいらん。

　返してやるものか！」

　酔いのせいで、感情の起き伏ふくがかなり激しくなっているようだ。和穂は泣きそうな顔になった。

「そんなあ。どうしても力ずくじゃないと駄だ目めなんて」

　九鷲は、斉願の顔を見た。ちょいとした自じ慢まんのために、湖の主を釣りたがっているような表情ではない。

「ねえ、斉願。どうして、その偽祝にこだわるのよ？」

　斉願は遠い目をして語り出した。

「あれは、まだわしが子供の頃ころの話だ。

　育ち盛ざかりのわしは、この湖に釣り糸を垂たらして、魚を釣っておった。少しは腹はらの足たしにするつもりだったのだ。

　その頃のわしは、まだまだ釣り師しとして未熟で、なかなか魚が釣れなかった。

　空くう腹ふくでブッ倒れそうになったとき、初めてわしは鮒ふなを釣り上げたのだ。

　涎よだれを垂らしながら、湖から鮒を引き上げようとした時、奴が来たのだ」

「偽祝？」

「そう。当時の偽祝も小さかった。せいぜい子牛程度の大きさの、魚だ。

　その偽祝が、湖面に顔を出したかと思うとわしの鮒を、口にくわえて奪うばい去ったのだ。

　怒りに燃もえたわしは、空腹も忘れ、湖の中に飛び込み、偽祝と戦った。

　だが、やはり水の中。わしは偽祝にかなわずに手傷を負わされてしまったのだ！」

　絶ぜつ叫きようのような激しい、斉願の告白を聞き、和穂は大笑いした。

「わっはっはっ。子供の頃の食べ物の恨うらみを晴らしたいの？」

「ち、違うわい！　釣り師として、水の中の生き物に後おくれをとったのが、屈くつ辱じよくなのだ！」

　斉願は更さらに、何度も繰り広げられた偽祝との死し闘とうを語ろうとした。だが、和穂が笑い続けているので説明をやめてしまった。

　もしも、和穂が斉願の説明をしっかりと聞いていたら、偽祝が尋常ならざる魚であると気がついたであろう。

　偽祝が日食の刻にしか、姿を現さない事、遭そう遇ぐうするたびに、巨きよ大だいに成長している事、そして人の言葉を喋しやべる事。斉願の顔の傷が、偽祝の爪つめによりつけられた事。つまり偽祝には手も腕もあるのだ。

　だが、今の和穂はただの酔っぱらいであったのだ。

「わははは！」

「黙だまれ。もう、お前らに説明はしてやらんからな！」

　だいたいの事情が、九鷲にも飲み込めた。斉願という爺じい様さまは、偽祝の事で頭が一いつ杯ぱいで冷静さを欠いている。

　少しばかり、頑がん固こな頭を柔やわらかくしてやれば、万事は上手く行くかもしれない。

　九鷲は口に手を当て、こっそりと笑った。

　これはまさしく九鷲酒の出番ではないか。九鷲酒の心地ここち好よい酔いで、心の頑かたくなさを取り払はらってあげれば、わざわざ和穂が戦うまでもなく、全すべてが丸く収まるじゃないか。

　鱗帝竿を返す約束をしてもらい、殷雷を自由にしてくれれば、戦う理由なんか全くないのだ。

　少しは、宿酔ふつかよいがあるかもしれないけども、そんなのは九鷲酒の酔いからすれば、ほんの些さ細さいなものだ。

　と、九鷲は考えた。

　にこやかな笑顔で、九鷲は目を血走らせている老人に言った。

「ねえ、斉願。お酒はお好き？　美お味いしい酒があるんだけどさ。

　いや、判わかってるわよ。

　偽祝とやり合うのに、酒なんか吞んでる場合じゃないって思うかもしれないけど、景気づけにチョコットだけさ」

　斉願は吐はき捨てるように言った。

「酒だと？　酒なんざ、馬鹿の吞む物だ」

　全てが上手くいく名案だと思ったが、斉願に酒を吞む嗜し好こうがないのなら、仕方がなかった。

　そこは、徳利とつくりの宝貝、酒を吞まない人間には酒を勧すすめないだけの礼れい儀ぎはあった。

「無む理り強じいはしないけどさ」

　酔っぱらってフラフラの和穂を、斉願は横目でにらんだ。

「大体、酒などというのは、毒でしかない。そんな毒をありがたがって、吞む奴の気がしれん」

　九鷲が下した手てにでたから、斉願が付け上がったのではない。

　斉願は元もと々もと、少しばかり、ねちっこい性格だったのだ。

「毒」

　ピクリと九鷲の頰ほおがひくついた。

「……ちょっと、しつこいんじゃない？

　毒だ毒だって。そりゃ、体によくない酒もあるけど、薬草で造った酒もあるでしょ」

「それが、馬鹿だというんじゃい。

　なんでわざわざ薬草を混まぜる。薬草はそのまま、薬草として食らえばいいんだ。

　それに、毒を入れるお猪口ちよこや徳利までを美術品扱あつかいして、珍ちん重ちようしておる馬鹿もおる」

　和穂は、吞のん気きに思った事を口に出した。

「あ、何か険悪な、雰ふん囲い気き」

　和穂の言葉に、自分を取り戻し、九鷲は冷静になった。

　徳利の悪口を言われたぐらいで怒るのも、大人おとな気げない話だ。

「斉願。どうとでもいいなさい。何をどう考えようが、あんたの勝かつ手てよ」

　斉願はさらに続けた。

「それに、一番腹が立つのは、毒を売って金かね儲もうけしておる奴だな。

　酒さか師しなんざ、人殺しと同然だ」

　その一言が、九鷲の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切った。

　徳利の宝貝は、激げき怒どに声を荒あららげたりせず、静かに和穂に言った。

「和穂」

「はあい、なあに？」

「やっちまえ！」

　和穂は、右手を高らかにあげた。

「おう！」

　斉願は後ろに飛びすさり、和穂との間合いをあけた。

「くるかい、お嬢じようちゃん。

　今のわしは、人生の瀬せ戸と際ぎわにいる気分じゃからな。加か減げんなんてせんぞ！

　お嬢ちゃんを、さっさと始し末まつして偽祝と戦う」

　一度口を開きかけた和穂だが、しゃっくりが出始めて慌あわてて胸を叩たたく。

「うっく。

　さっさと始末。ってわけにはいかないと思うよん。

　ひっく」

「ほざけ、酔っぱらい！」

　さあ、始まったと、九鷲は素す早ばやく後ろに下がった。

　鎖くさりの鎧よろいを着込んだ老人とは思えぬ動きで、斉願は駆かけた。

　地を這はうイタチのような素早さで迫せまる斉願に対たい峙じした和穂だが、特に構かまえも取らずにフラフラとしている。

　竿さおを左手に持ち直し、右手の拳こぶしが和穂の頰を打ち抜く。

　痛そうに九鷲は顔をひそめてつぶやく。

「本当に酷ひどい爺様だな。

　女の顔を本気で殴なぐりやがった」

　昨日、和穂が九鷲酒を毒扱いするたびに自分も殴っていた事は棚たなに上げておく。

　頰は頰でも、顎あごの付け根に近い部分を殴ったのである。

　この角度で入れば、いかに鍛きたえていようが間ま違ちがいなく顎関かん節せつは脱だつ臼きゆうするはずだ。それどころか、下へ手たをすれば首の骨が折れたとて不ふ思し議ぎではない。

「さらばだ、娘。

　再三警告したはずだ。わしを恨むな」

　が、何かが妙だと斉願は思った。

　まるで時間が止まったような錯さつ覚かくに陥おちいっている。

　なぜだろう？

　自分の拳は娘の頰に当たっている。

　そう。

　絶ぜつ対たいに当たっている。

　げんに今も、拳は娘の頰にめりこんでいるではないか。

　拳の威い力りよくで、娘の首は無む理りやり右に曲がっているではないか。

　斉願の背せ筋すじを冷ひや汗あせが流れた。

　ここで、時間が止まっている。

　娘は拳を頰に受けたまま、倒れようとはしなかった。

　こんな拳を食らえば、いかな大男とて地面に崩くずれ落ちるだろう。

　だが、この小娘は微び動どうだにしない。

　吹ふきすさぶ風が、斉願の頰を撫でる。

　時間は止まっていない。

　ゆっくりと和穂は、右に曲がった首を正面にもどした。ゆるりとしているが、壮そう絶ぜつな力で斉願の拳は押し戻されていく。

「き、貴き様さま、化ばけ物か！」

　和穂はフラフラしていたが、これは攻こう撃げきのせいではなく、酔っぱらっているせいだ。

　和穂は九鷲に手を振ふった。

「凄すごい！　七命酒って、殴られてる最中に怪け我がを治しちゃうんだ！」

　九鷲は大きくうなずく。

「そりゃ、それだけ酔っぱらってたら、七命酒の威い力りよくも上がるわ。

　五吼酒も七命酒も、酔えば酔うほど効きき目が強くなる」

　九鷲に振った右手で拳を握にぎり、愕がく然ぜんと硬こう直ちよくする斉願の腹はらに、和穂は攻撃を放つ。

　服の下にまとっている、斉願の鎖くさり鎧よろいがジャラリと軋きしむ。

　そして、攻撃の衝撃で斉願は後方に吹っ飛んだ。

　少し呆あきれて、九鷲は言った。

「和穂、和穂。一応、女の子なんだからさ。殴らせといて、倍にして返すなんて、剛ごう拳けんの戦いじゃなくて、もっと軽かろやかにやんなよ。

　殴られても、たいして痛くないでしょうけど、見てる方が痛々しくてつらいわ」

　和穂は、断縁獄からさらに酒を吞む。一口目は七命酒。二口目は五吼酒。

「くはあ。

　そんなに上手く出来るかな？」

「大だい丈じよう夫ぶ。五吼酒の力を信じなさい」

　地面にひざまずき、斉願は自分の腹を押さえていた。

　鎖の鎧は少しばかりひしゃげている。

　これは油ゆ断だん出来ないと、老人は考えた。

　鱗帝竿は、使用者の望むがままに、そのしなり具合を調整出来た。

　斉願は、鱗帝竿を紐ひものように柔らかくし、腰こし帯おびの上に巻き付けた。

　いかに宝貝とはいえ、相手が魚でないのなら、どれだけ通用するか疑問だった。

　なにかの間ま違ちがいで、鱗帝竿を奪うばわれる心配もある。だが、こうして腰に巻いておけば、自分が倒されない限り、鱗帝竿を奪われる心配はない。

　さて、あの娘とどう戦うかと、斉願は思案した。拳の一撃が全く通じていない。素す手でで戦うのは無理だろう。

　斉願は懐ふところに手を忍しのばせ、鉄の束たばを取り出した。

　薄うすく、細長い鉄の板を数枚束ねてあるものだ。小刀の刃の部分のようだが、先せん端たんが釘くぎ抜ぬきのように曲がっている。

　和穂から目を放さず、斉願は鉄の束を解きガチャリガチャリと組み立てる。

　それは、携けい帯たい用ように作られた、鉄の鉤かぎ爪づめだった。

　垂直な三本の爪と、その根本を横に結ぶ一本の棒。形としては『山』の字に似ている。

　横の棒を握にぎり込めば、指と指の間から三本の鋭するどく、内側に曲がった長い爪が姿を覗のぞかせる。

　斉願は、鉄の爪を左手に着けた。

「ふん。偽祝の体に取りついたときは、振ふり落とされないように、こいつを用意したが、今は貴様を切り刻きざむ為ために使ってやろう」

　鉄の鉤爪を見たぐらいで、怯ひるむ和穂ではない。

「爆薬やら、鉤爪やら、お魚相手に、凄すごい準備れすね」

「黙れ！　アレはただの魚ではないと言っておろうが！」

　九鷲は少し心配そうに、指示をだす。

「和穂、刃は物ものはちょっとやばいわよ。

　切られた傷は、打ち身と違って七命酒の力じゃ治りにくいから」

「らいじょうぶ。

　あんなの当たらなきゃ、ただのハッタリじゃないの」

　今の言葉には斉願は怒りを現さなかった。後ろを向いて、九鷲に話し掛かける和穂に向かい黙って駆かける。幾いくらなんでも油断しすぎの和穂に、九鷲は叫さけんだ。

「和穂！　危ない！」

　振り上げられた鉤爪は、熊くまの一撃のように和穂に向かい、走った。

　が、和穂は逆に斉願との間合いを詰つめた。

　結果として、和穂の頭に当たったのは鉤爪ではなく、鉤爪を握り込む斉願の拳だった。

「ういっく。

　そんなんじゃ、猫にじゃれつかれた程にも効きかないわよ」

　再び和穂の拳が斉願の腹を打った。

「あ、いけない。

　また、力ちから技わざでやっちゃった。軽やかにだったわね、軽やかに」

　和穂は軽く飛びすさり、斉願との間合いを外した。

　七命酒の力で、和穂は頑がん丈じようになっているがそれとまっとうにやり合える斉願の体も、かなり鍛きたえられている。

「よっとっと。斉願、あなたも、なかなか元気なお爺ちゃんよね」

「くっ。

　偽祝と戦う為に、この体は鍛えておるわい」

　和穂は軽やかに戦おうと、ピョンピョンと飛び跳はね始めた。

「今度は、こっちからいくわよ」

　踊おどるように軽やかな足取りで、和穂は斉願に近寄る。

　斉願は鉤爪を振り回したが、和穂は背筋を思いきって反そらせ、かわす。

　背筋を反らせながら、酒をまた一口。

　反らせた頭が、そのまま地面に着きそうになった瞬しゆん間かん、和穂は両手を地面に置き、逆さか立だちになる。

　当然、逆立ちになる時、足の振り上げで斉願の顎を蹴けった。

　斉願がよろめいた隙すきに、和穂は逆立ちを崩す。自分の腹側に倒れ込み、虎こ伏ふく（腕うで立たて伏ふせ）の体たい勢せいとなり、そのまま足を手の側そばまで寄せ、しゃがむ状態になった。

「ちょっと、痛いかもしれないけど、勘かん弁べんしてね」

　立ち上がりつつ、右みぎ膝ひざを斉願の腹に叩たたき込み、体を半身に回転させ、上げた右足で斉願の左足を踏ふんづける。

　斉願も伊だ達てに鎧よろいを着ているのではない。靴くつには刃と共に鉄が仕込んであり、和穂に踏まれてもなんの問題もなかった。

　和穂は、斉願に体の右の側面を見せている。

　和穂は右手をムチのようにしならせ、手の甲こうで斉願の顔を打った。

　咄とつ嗟さに斉願も、自分の顔を右手で守るが、和穂の右手は斉願の寸前で軌き道どうを変え、そのまま老人の腰帯に迫せまる。




　刹せつ那なの瞬間にさらに数手の攻こう防ぼうが起きた。




　腰帯の上の、鱗帝竿を和穂は狙ねらっていた。だが、斉願は簡単にそれを予測していた。

　左手の鉤爪が繰り出され、和穂の右手を刃がかすった。

　和穂は正面を向き直し、斉願の首を蹴り抜くが、斉願も同じく和穂の首を高く上げた足で蹴る。

　相手に蹴られた衝しよう撃げきと、相手を蹴った衝撃で、二人は同じ様に地面を転がり、そして同じように立ち上がる。

　再び戦えるように、二人は間合いを離はなしたまま構えをとった。

　その構えは、全く同じであった。

　右足を軸じくに、左膝は高く上げている。

　右手はダラリと垂れさせ、左手の拳を顔の前に置く。

　九鷲は和穂の右手に流れる血を見た。

「和穂、腕うでに傷が！」

「らいじょうぶ。ただのかすり傷よ」

「だから！　かすり傷も治せないって事は、七命酒は切り傷には通用しないって事でしょう！」

「ありゃりゃ、それは困っちゃうね」

　斉願は、左手の鉤爪に着いた和穂の血を、見せつけるように嘗なめた。

　同じ仕し種ぐさで、和穂は左手の断だん縁えん獄ごくから酒を吞む。

　あの娘は、刃物には弱い。それだけでも勝算があった。斉願に少し余よ裕ゆうが生まれる。

「お嬢ちゃん。やるじゃないか。あの刀の宝貝より強いんじゃないか？　名前は殷いん雷らいだったか？」

　殷雷の名を聞き、和穂の構えがフラリと解けた。

「う、殷雷！　殷雷を返して！」

　そのまま、地面に座すわり込み、和穂は泣き出した。

　大泣きする和穂に、九鷲は独りごちだ。

「うぅむ。やっぱしどうしても、感情の起き伏ふくが激しくなりすぎるな。

　理性と戦せん闘とう能力を上う手まく融ゆう合ごうさせるのは、やっぱり無理なのかな」

　泣き叫ぶ和穂を見ても、斉願の魂たましいは全く動じない。彼は修しゆ羅ら場ばをくぐり過ぎていた。

「殷雷、殷雷と、奴がいなければ何も出来ないのだろう？

　頼たよるべき殷雷がいない今、泣くしか出来まいよ。

　お前が殷雷より強いといったのは冗じよう談だんだ。お前は殷雷の足元にも及およびはしないさ。

　奴を眼がん破ぱの中に封ふうじられた時点で、お前は負けていたんじゃよ。

　お前はそうやって、泣き叫ぶしか出来ない能無しだ。

　勝負の分かれ目は、魂の強さだ。

　泣いてわめく、お前の脆ぜい弱じやくな魂でわしに勝てるはずがない。

　少々、化け物じみた力を持っていようが、勝負の分かれ目は、最後まで絶望しない魂の強さ。それ以外ない」

　斉願は、和穂にとどめを刺すべく歩み寄った。もう、戦う気力はないのだろう。

　だが、和穂は立ち上がった。

「斉願、私もその意見には賛成。

　絶望しない方が勝つのよね」

「黙れ！　泣きながら、何を言う！」

「龍りゆう華か師し匠しようは言っていた。

　泣いても構わない。だが、立ち止まって泣くな。前へ歩きながら泣け。

　ってね。

　殷雷がいなくて、悲しいわ。泣きたくなるぐらいに。

　でも、それは頼るべき者がいない、不安の涙じゃないよ。

　殷雷が心配だから、泣いてるのよ」

　斉願は飛び掛かり、和穂も受けて立つ。

　際限なく繰り出される、無数の拳と蹴りの応おう酬しゆう。

　九鷲は少し呆あきれてきた。

「和穂はともかく、頑丈な爺様だなあ」

　えんえんと、戦いは続く。

　そして、刻一刻と日食の時間は迫って来ている。




　偽祝は、すぐそばまで来ていた。




　　　　五




　和かず穂ほと、斉さい願がんの戦いはさらに続いていた。

　五ご吼こう酒しゆの力は、だいたい完全武ぶ装そうした武ぶ人じんと同じ程度の戦せん闘とう能力を与あたえていた。

　斉願と和穂の力は、上う手まく釣つり合ってしまった。互たがいに、一進一退を繰くり返すが、勝負を決めるまでには到いたらない。

　そうなければ、勝負の鍵かぎは持久力になるのだが、七しち命めい酒しゆを吞のむ和穂は疲つかれを知らず、戦いに手て慣なれた斉願は、無む駄だな動きを抑おさえて体力の消耗を防ぐ。

　拳こぶしを打ち、防がれ、相手の蹴けりを受ける音が、デケデケデケデケと九きゆう鷲しゆうの耳に響ひびいていた。

「ねえ、和穂。いい加か減げんに飽あきたわよ。さっさとけりを付けなさいよ！」

「わ、わかってるけろ、鎧よろいのせいで攻こう撃げきがあんまり通用しない！」

「当然じゃ！　この鎧は飾かざりではないわい」

　さらに、デケデケデケデケと打ち合いの音が響く。




　ふと、九鷲は肌はだ寒ざむさを感じた。

　春とはいえ、まだ時折冷たい風が吹ふいても不ふ思し議ぎではない。

　それに、少し薄うす暗ぐらくなってきたようだ。

　もしかして、にわか雨でもふるんじゃないかと九鷲は空を見上げた。

　空は暗かった。だが、雲は一つもない。

　日が暮れるには、早すぎる。

　九鷲は空を見回す。

　薄暗さの原因が九鷲には判わかった。

　太陽が欠かけているのだ。

　九鷲は叫さけぶ。

「ね、ね！　見てみて、日食よ、珍めずらしい！」

　叫んでから、少々場ば違ちがいにはしゃいでしまった事を知る。

　一いち応おう、和穂と斉願は戦っている真まっ最さい中ちゆうなのだ。幾いくら珍しくても、休戦して吞のん気きに日食を眺ながめるはずがない。

　が、斉願は間合いを外はずし、空を見上げた。初めて見せた、斉願の大きな隙すきに和穂は逆に攻撃の手を休めてしまった。

　空を見上げる斉願の表情は、怒いかりと絶望と狂きよう喜きが混まじり合ったものだった。

「どうしたの爺じいさん！　日食ぐらいでおらついれ、おらら、おたついてるんじゃないよ」

　和穂は思いっきり、舌を嚙かんでしまった。切り傷なので、七命酒はあまり効きかなかった。

　今までの斉願のどんな攻撃よりも、激しい舌の痛みに和穂はもんどりうつ。

「だれが、日食でおたつくか！

　お前と遊んでいたせいで、とうとう奴やつが来てしまったではないか！　どうしてくれる。

　だいぶ体力を消耗してしまったぞ！」

　口の中の血を吐はき、和穂は言った。

「奴？　ああ例の偽ぎ祝しゆく？

　ったく、判ったわよ。しょうがないわね。

　そんなに気にかかるなら、さっさと釣つっちゃいなさいよ。

　それぐらいなら、待っててあげるから」

　和穂は大地にドスンと座すわり、グビグビと酒をあおる。

　そんな和穂に目もくれず、斉願は湖面に視線を落とした。

「来るぞ！」

　口くち許もとの酒を和穂は拭ぬぐう。

「来る。ったって魚なんれしょ。日食とどう関係あるの？」

　日は刻こく一いつ刻こくと欠けていき、ついに全すべて欠けた。

　空に輝かがやく日にち輪りんは、漆しつ黒こくの丸となり、その周囲には、最後の足あ搔がきのような、光のうねりが踊おどり狂くるっていた。

　ぞくりとした冷気が、湖に降り立った。

　和穂は酒を吞みつつ、吞のん気きに言った。

「凄すごいね九鷲。完全な日食だよ」

　九鷲は答えず、斉願と同じく見入られたように、湖面を見つめている。

「どうしたのよ？」

　遅おくればせながら、和穂も湖に顔を向けた。

　酔っぱらい、豪ごう胆たんになっていた和穂だが、それを見て、さすがに少し驚おどろいた。

「何、あれ？」

　湖面はブクブクと泡あわ立だっていた。

　空気の泡が、溢あふれていると和穂は考えたがそうではなかった。

　巨きよ大だいな湧わき水のように、湖の水量が増大しているのだ。

　その証しよう拠こに、増えている水は、この湖本来の水の色とは違っていた。

　それは黒く光り輝く水だった。

「ちょっと、ちょっと、斉願！　何なのよ、あの黒い水！」

「異い界かいの水じゃよ。完全なる日食の刻、この湖は異界とつながる。そして、偽祝がやって来る」

　この世にあらざる、異界の水は、湖の水とは混ざらなかった。

　異界の水が吹ふき出し、湖の水と絡からみあうが決して混ざらない。

　吹き出す異界の水が減へっていき、やがて湖は静かになった。

　だが、湖面は奇き観かんを呈ていしていた。

　混ざらなかった異界の水のせいで、湖面はまるで木目のようになっていた。

　広がり、たゆたう黒い線が油ゆ膜まくのようになり、狂った木目を作っているのだ。

　目の錯さく誤ごだと判っていても、所々に人の顔を思わせる木目もある。

　和穂は斉願の頭をポカポカ殴なぐった。

「ぎ、偽祝って何なの！」

「偽祝は偽祝だ。それ以外ではない」

「あ、眼がん破ぱみたいなものなの？」

　斉願は大きく笑う。

「そうだ。あれより、二回り程でかいが。娘むすめよ。わしの獲え物ものに手を出すんじゃないぞ」

　腰こしに巻いた、鱗りん帝てい竿かんを斉願は解ほどく。

　和穂は様よう子すを見るため、九鷲の所にまで下がった。

「ねえ、九鷲。どうなってるの？」

「知らないわよ！」

　斉願は釣り竿を繰くり、湖に糸を垂らした。途と端たんに、湖面から雷かみなりを思わせる、光が轟とどろく。

「さあ、釣り上げてくれるぞ、偽祝！」

　斉願の言葉に反はん応のうしたのか、鱗帝竿が大きくしなった。

　ぎしぎし、ぎしぎしと、釣り竿は今にも折れそうだった。

「鱗帝竿！　偽祝を釣り上げろ！」

　湖面の雷がさらに激しくなる。

　斉願の額ひたいを滝たきのような汗あせが流れ落ちていった。

　湖面に突つき刺ささるかのように張り詰つめた糸はやがて、狂ったように動き始める。

「さあ、ついに釣り上げてやるぞ！」

　湖の中の影かげに、九鷲と和穂は気がついた。巨大な何かが、湖の中にいる。

　鱗帝竿の軋きしみが、だんだん小さくなっていく。

　斉願の顔に、笑えみがこぼれた。

「へん。いかに偽祝とはいえ、所しよ詮せんは魚。鱗帝竿の前に敵ではない」

　さらに鱗帝竿を斉願は、しゃくる。

　まるで、湖自体を釣り上げているようであった。湖面は鱗帝竿の釣り糸に引っ張られるように、盛もり上がっている。

「さあ、観念して釣られてしまえ！

　水の中では、お前に何度も敗北したが、陸の上ではどうかな？

　判わかっているぞ、化ばけ物め！

　お前は、眼破と違い陸では生きていけまいよ！

　そのせいで、いつもわしに逃にげられているんだ。

　陸の上で、お前がどういうふうにもがき苦しむか見せてもらおう！」

　湖面が盛り上がり、泡が逆立つ。

　湖の中で、何か巨大なものが動く轟ごう音おんが湖の外まで響く。

「さあ、こい！　偽祝！」

　そして、偽祝は湖面から姿を現した。

　偽祝の姿を見て、和穂と九鷲は戦せん慄りつを覚えた。

　いや、とうの斉願ですら、度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

　斉願の知る偽祝より、その偽祝は遥はるかに大きかった。眼がん破ぱと比べて、何回り大きいかでは、説明にならない。

　湖から現れたのは、偽祝の首だけだった。湖の下にはどれだけ巨大な体があるのだろうか。

　目を丸く見開き、声を少し裏返して斉願は言った。

「え、えらくでかくなったな」

　鱗帝竿に食らいついていたのは、一匹ぴきの龍りゆうだった。

　大きく裂さけた口、巨大な牙。岩のように頑がん丈じような無数の鱗うろこ。

　青白く輝く、鋭するどい眼め。

　龍は言葉を発した。

　人間ではない動物が、人の声を真ま似ねた声だった。湖が喋しやべっているかのように、巨大な声で龍は斉願に語った。

「久し振ぶりだな、斉願。俺おれは偽祝だよ。今まで幼よう体たいだった。

　くっくっく。でかい体になったはいいが、この姿は腹はらが減へって仕し方かたがない。

　斉願よ。お前を食らったぐらいでは、とても俺の飢うえはおさまらぬ。近くの里にでも降おりて、手当たり次し第だいに、食ろうてやるかな」

「……水から出られるのか？」

「出られずとも問題はない。俺の体はとてつもなく長いんでね」

　九鷲は和穂の胸むなぐらを片手で摑つかみ、空あいた方の手で、偽祝を指ゆび差さしわめいていた。

「ちょ、ちょっと和穂、どうするのよ！　偽祝って龍じゃないの！　やばいわよ！　人間を食べるって言ってるわよ！」

　胸ぐらを摑まれ、激しく揺ゆさぶられ、酔よっぱらっている和穂は目を回す。

「目、目、目、目がまわ、まわ、回るうう」

　斉願には九鷲の、錯さく乱らんしたわめきは聞こえていなかった。

　姿が変わったとて、こいつは偽祝なのだ。

　それで、充じゆう分ぶんだ。斉願の顔に再び笑みが戻る。

「せっかくでかくなったのに、お前の命運もここまでだ。今日はお主ぬしに勝つぞ。

　この顔の傷の恨うらみと、お前に盗ぬすまれた鮒ふなの恨みは晴らさせてもらう」

　鱗帝竿の釣り糸を口にくわえたまま、偽祝は唇くちびるをめくる。

　それが笑顔を意味すると、斉願は知っていた。

「毎度の事だが、戦う前は威い勢せいがいいな。

　今日はお前を逃のがしはせんぞ。
















　この口で、かみ殺してくれる！」

「水から出られないのなら貴き様さまの負けだ。

　今、引きずり出してやる！」

　斉願は後ずさりながら、鱗帝竿を引っ張った。

　ギリギリと鱗帝竿は軋み、偽祝の唇をめくりあげる。

　その姿は、まさに偽祝の笑顔だった。

「斉願よ、さっきから何をしている？」

「ふん。いかに、貴様とて宝ぱお貝ぺいの前では鰯いわしと変わるまい！」

　鱗帝竿は、さらに偽祝の唇をめくる。

　その笑顔は、偽祝の作る笑顔か、鱗帝竿の作る笑顔か。

「はっはっは！」

「何がおかしい！」

　偽祝は勝ち誇ほこった声で言った。

「宝貝？　宝貝だと？　その程度の宝貝が、俺に通用するとでも思ったのか！」

　その言葉に九鷲は気き絶ぜつしそうになった。

　己おのれの言葉を証明するかのように、偽祝は鱗帝竿の釣り糸を嚙かみきった。

　どんな罪ざい人にんでも、自白しそうなほどの強さで、九鷲は和穂の胸むなぐらをさらに揺さぶった。

「ど、どうしよう和穂！

　何か凄すごい事言ってるよ、あの龍！」

「目、目、目、まわ、回るううう」

「あぁ、もう。ちょっと酔いすぎよ和穂！」

　九鷲は手を離はなし、ようやく和穂は口を利きけるようになった。

「どうしらのよお、九鷲」

「だ、か、ら！　偽祝って龍だったのよ！　どうしよう！」

　まだ少し、目をまわしながら、和穂は答えた。

「龍？　らいじょうぶ。これれも、仙せん人にんになる時、龍を収めた事があるんだから。

　仙人になる為ための資格試験は、龍を捕つかまえる事れれ」

　酔えば酔うほど、和穂は強くなる。だが、状じよう況きよう判断が出来ないほど酔っぱらえば、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　九鷲は無数の平ひら手てを、酔いすぎでぐったりしはじめた和穂に見み舞まう。

「ぶべべ。らにするのの九鷲。べつにいたふないへろ、なぐられれはいいひはひはい」

「ああ、もう何言ってるか判らないわよ！　ちょっとしっかりして！

　龍を収めた事がある？　龍に勝った事があるのね？

　じゃ、何か龍には弱点があるの？　しっかりと話して」

　和穂はゆっくりと、話した。

「龍の、ね、倒たおし方れすか？

　難むずかしい、けど、理り屈くつは、簡かん単たんよ」

「じゃ、早く倒してよ！」

「説明、して、あげます。

　使用する、仙せん術じゆつは、仙術は？　あ、思い出せない！　どうして？」

　九鷲は後ろに引っ繰くり返りそうになった。

「せ、仙術って！　あんた、仙術を封ふうじられてるんでしょ！」

　和穂は焦しよう点てんの定さだまらぬ目で、ポンと手を叩たたく。

「そういや、そうれした。

　うっく。ちょっと、酔い、過ぎた。悪いけど、少し、寝ねる」

　和穂は地面に崩くずれ落ちた。

「わ、駄だ目めよ、こんな時に寝ちゃ！」

　酔っぱらいはどこででも寝る。

　九鷲に揺さぶられようが、平手打ちを食らおうが、和穂は目を覚まさなかった。




　そして、斉願は偽祝に戦いを挑いどんだ。




　　　　六




　鱗りん帝てい竿かんの糸は切れた。だが、破は壊かいはされていなった。

　竿さお自体が破壊されなければ、大だい丈じよう夫ぶなように造つくられているのだろうと、斉さい願がんは考えた。

　そして、頭上の偽ぎ祝しゆくを見上げる。

　巨きよ大だいな龍りゆうだ。

　さらに上体を湖から引き上げ、鳥のような爪つめまでが見えている。

　まだ偽祝が幼体だった頃ころ、今より遥はるかに小さかったあの爪で、この顔の傷は付けられたのだ。偽祝は、地じ響ひびきのように笑った。

「どうした。そうやって、いつまでも俺おれを見上げているつもりか？」

「でかい、図ずう体たいをしおって。切り刻きざんでやるにも、手が届とどかんわい」

　斉願の言葉に反応し、鱗帝竿は蛇へびのように老人の右腕うでに巻きついた。

　龍は、その長い胴どう体たいを急激にしならせながら叫さけぶ。

「それはすまなかったな！」

　その姿はまさに、獲え物ものを狙ねらう蛇へびの一いち撃げきだった。巨大な牙きばが斉願に向かい襲おそいかかる。

　すんでの所で斉願は、偽祝の一撃をかわした。

　偽祝の首は地面すれすれで止まり、斉願と偽祝は互たがいの息づかいが聞こえる程の近さにいた。

「斉願よ。どうやって、俺に傷を負わすつもりだ」

　偽祝の瞳ひとみに映うつる斉願の姿は、実物と全まつたく同じ大きさだった。

　巨大な瞳に、老人は左手の鉤かぎ爪づめを振ふるう。




　ガキン。




　岩に切り付けたような音がして、鉤爪は全まつたく歯が立たない。

　偽祝はまばたきをした。

　瞼まぶたに巻き込まれた鉤爪は、バリンと砕くだけ散った。

　鉤爪の破片が、斉願の頰ほおを切る。

　ゆるりと、再び偽祝は上体を持ち上げた。

「もはや、打つ手もあるまい！」

　再び、偽祝の一撃が斉願を襲おそう。

　だが、斉願は懐ふところから竹たけ筒づつを取り出し、龍に向かい投げつける。

　斉願には勝算があった。たとえ鋼はがねの刃が通じない、岩のような体を偽祝が持っていようと、爆薬にはかなうまい。

　爆薬の力ならば、岩ですら砕ける。

「吹ふっ飛んでしまえ！」

　偽祝の顔に当たり、竹筒は吹き飛んだ。斉願まで届いた熱い爆風ですら、彼には心地ここち好よい。爆ばく薬やくの巻き起こす爆ばく煙えんの黒い煙けむりが広がる。

　この煙が晴れた時、目の前には偽祝の死体が横たわっているはずだ。ついに偽祝を葬ほうむり去ったのだ。




　黒い煙を切り裂さき偽祝の顔が現れた。

　偽祝の顔には、火傷やけども傷もない。斉願は膝ひざをついた。

　闘とう志しが見るまに萎なえていく。不ふ屈くつの闘志には自信があった。だが、なぜこんなにも力が抜ぬけるのか、斉願には不ふ思し議ぎだった。

　答えは判わかっていた。

　幼体の偽祝と、今の偽祝は全く別の生き物なのだ。あまりに、自分と格が違ちがい過ぎる。

　腕の差ならば、偶ぐう然ぜんの一撃で勝てる可能性はある。だが、自分の攻撃は完全に通用しないのだ。勝てる確率が少ないだけならば、膝を屈くつしはしなかっただろう。だが勝てる可能性はないのだ。

　まだ、幾いくつかの武器は仕し込こんである。だがどの武器もこの龍に傷を付けられない。この龍を倒せる武器を想像する事すら出来ない。

　もはや、勝つ術すべはない。

　敗はい北ぼくを認めたくはなかった。だが、魂たましいの奥底では敗北を認めてしまっている。

　打倒偽祝のために費ついやした斉願の人生が、今まさに無む駄だになろうとしているのだ。

　偽祝は、唇くちびるをめくった。

「長年戦ってきたが、とうとう戦意を喪そう失しつしたか。今までにも貴き様さまを殺そうと思えば、殺せたぞ。

　だがな、俺はお前の不屈の魂が、俺に屈する姿が見たかったのだ。

　だから、逃げ出すお前を本気になって追い掛かけはしなかった。

　その姿を見れば、もうお前に用はない。

　死んでしまえ！」

　九きゆう鷲しゆうは慌あわてて和かず穂ほを起こそうとする。

「起きなさいよ和穂！」

　少しばかり眠ねむった和穂だが、九鷲のあまりのしつこさに、とうとう目を開けた。

「なによお。眠らせてよ」

「それどころじゃないでしょ！」

　そして、偽祝の一撃が斉願を捉とらえた。

　巨大な龍の体をしならせた体当たりが、老人の体に当たる。

　無数の骨が折れる音を立てて、斉願は地面に叩たたきつけられた。

「ぐぼ！」

「さあ、では食らってやろう」

　偽祝の口が開かれたが、和穂の言葉が龍の動きを止めた。

「ちょっと、待ちなさいよ」

　フラフラとよろめきながら、和穂は斉願のそばへと歩み寄った。

　恐おそれを知らず、堂どう々どうとした和穂の態たい度どに逆に偽祝は気をのまれた。

「なんだ貴様は？」

「和穂よ。ちょっと待っててね。私が相手をしてあげるから」

　和穂は、今にも命の灯ひが消えそうになっている斉願を、抱だき抱かかえた。

「斉願、勝負の決め手は、魂の強さらなかったの？　あきらめてどうするのよ」

　気絶している人間の顔に、水をかけるように、和穂は斉願に七しち命めい酒しゆを浴びせた。

　口くち許もとから染しみ込んだ七命酒が、斉願を酔よわせる。

　斉願は自分の体から、痛みが消えていくのを感じた。

　七命酒の力で、斉願の打だ撲ぼくは見るまに治った。しかし、完かん治ちはしていない。あまりの強きよう烈れつな打だ撃げきに肉体の一部は、裂さけて血が出ているのだ。その部分の怪け我がは治っていない。

　痛みを消し去る酔いは、気持ち好よかったが、酔いに身を委ゆだねている場合ではなかった。

「か、和穂。なぜ俺を助ける！」

　うとうとしながら、和穂は七命酒を斉願に浴びせ続けた。

「当たり前れしょ。別にあんたを殺すつもりはないんらから。

　頑がん固こな爺じい様さま相手に、話し合いが通用しなかったから、力に頼たよったけど、あんたを殺すつもりはないの。

　判ったでしょ？　最初に殷いん雷らいと戦ってた時、殷雷はあんたより、ずっと強いのに、殺さないように加か減げんをしてた。だから、隙すきをつかれたんだよ」

　断だん縁えん獄ごくから滴したたり落ちる、七命酒がピタリと止まった。

「ありゃりゃ。七命酒は品切れか。

　直接、傷にかけたら出血も治るかと思ったけど、違ったみたいね。

　ちょっと、もったいない事しちゃったかな？　わはは。

　まあいいや。あの龍を倒たおすのには、もう必要ないからね」

「偽祝と戦うつもりか！」

「そうよ。謝あやまったからって、許してくれそうにないじゃない」

「正気か！　奴やつには武器も爆薬も通用しないんだぞ！　勝算はあるのか！」

「あるわよ。普ふ通つうの武器なら、通用しなくても、宝ぱお貝ぺいの武器なら通じるはずよ。

　判ったれしょ。殷雷を返して。殷雷の刃なら、通用する」

　その手があったのだと、斉願は驚おどろく。呆あつ気けなく眼破に倒された殷雷が戦力になるとは、全く気がついてなかった。あれでも刀の宝貝なのだ。

　斉願の瞳に活気が戻った。

　斉願は右手の鱗帝竿を外はずした。

　和穂は締しまりのない顔で言った。

「やっと、言うことを聞いてくれるわね」

「判った。殷雷は返してやる。だがな。殷雷を使って偽祝を切り刻きざむのは、俺にやらせてくれ！」

「仕し方かたないわね。その代わり、偽祝を倒たおしたら素す直なおに宝貝を返しなさいよ」

「ええい、判っておる」

　斉願は鱗帝竿を操あやつり、釣つり糸を湖に垂たらした。そして、一気に眼がん破ぱを呼び出す。

　異い形ぎようの魚が途と端たんに湖から出現したが、偽祝の大きさから見れば、鮫さめの前の鰯いわしに見える。

　斉願は叫さけんだ。

「眼破！　刀かたなを」

　偽祝はしなり一口で眼破に食らいついた。

　そして、その巨大な牙きばで、グシャラグシャラと、眼破を嚙かみ砕くだいていく。

　眼破の骨も楽々と嚙み砕く偽祝の顎あごだったが、口の中の異い物ぶつ感かんに少し戸と惑まどう。

「ふむ。この硬かたいのが宝貝の刀か。そんな物ぶつ騒そうな物は、腹はらの中にしまっておこう」

　グビリと偽祝は、殷雷刀とうを飲み込んだ。

「眼破！」

「殷雷！」

　最後の望みも、本当についえたと斉願の顔に絶望が浮うかぶ。

　和穂は、舌した打うちをしながらグビグビと五ご吼こう酒しゆをあおる。

　何度も何度も、五吼酒をあおり、そして斉願に言った。

「斉願。あそこに九鷲がいるれしょ。あそこまで下がってなさい」

「まだやる気なのか！」

「たりまえよ。ここで諦あきらめてどうする。歩くぐらいなら出来るれしょ。

　早く！」

　和穂に怒ど鳴なられ、斉願は九鷲の側そばへと歩いていく。まだ全身に残る痛みと、七命酒の酔いで斉願の歩あゆみは頼たよりない。

　立ち去る斉願に代わり、自分をにらみつける少女に偽祝は興味を覚えた。

「お前は誰だれだ？」

「和穂」

「仙せん人にんのような気だが、少し妙みようだな」

「そうかもね。仙せん術じゆつが使えないように封ふう印いんされてるんらから」

　偽祝の目に嘲あざけりの色が浮かぶ。

「術の使えない仙人だと？　それがこの俺と戦うのか？」

「そうよ。あんたをどうやって倒そうか、考えてるのよ」

　湖面が一いつ瞬しゆん、大きくざわめく。

「ほお、面おも白しろい。俺を仙術も使わずに倒す方法があるとでも思うのか？　頼たのみの刀は俺の腹の中なのだぞ！」

　和穂はしばし、沈ちん黙もくした。

　そして、最後の一ひと口くちの五吼酒をあおる。

　これで、後は酔いが覚めるだけ。酔いが覚めれば覚める程、和穂の力は落ちていく。

　そして、和穂は言った。

「……思いついたわ。怪け我がしたくなかったらさ、さっさと殷雷を吐はき出して、とっとと本来の世界に帰りなさい」

「……帰ると思うか？」

「へへへ。思わないけどさ」

　和穂は不敵に笑った。




　　　　＊




　斉願は息を吐ついた。

「女！　あの小こ娘むすめは何をするつもりだ！」

「怪我を治す、七命酒。武ぶ人じんの力を与あたえる五吼酒。今まで使っていたのは、その二つ。

　でももう一つ、酒がある。魂こん沌とん酒しゆよ」

「その酒にも、妙な仕し掛かけがあるのか？」

「魂沌酒は、吞のんだ者の理性を吹ふっ飛ばす代わりに、本来の何十倍もの力を与える酒。そのあと、しばらく気絶するけど」

「その酒を使って、気絶するまでにあの娘は偽祝を倒せるのか？」

　九鷲は首を横に振ふる。そして、和穂に向かい忠告する。

「和穂！　魂沌酒を吞んでも、偽祝には勝てないわよ！　魂沌酒が増大させるのは、あなたの本来の力、五吼酒で強くなっている和穂の力じゃない！

　元の数字が小さいんだから、増大させてもたかが知れてる！」

　斉願は、九鷲の袖そでを引く。

「待て。ならば、わしがその魂沌酒を吞のめばどうなる？　あの娘と違い、わしは元々強いんじゃぞ」

　九鷲は、斉願の全身をながめた。七命酒の力でどうにか動いているが、怪我の程度が酷ひどい。恐おそらく、内臓の幾いくつかは出血しているのだろう。

「あなたなら、勝てたかもね」

「勝てた。とはどういう意味じゃ！」

「魂沌酒は、怪我は治せない。

　あなたのその怪我じゃ、強くなっても偽祝とは戦えない。魂沌酒を吞んで、やっと偽祝と互ご角かくになれるのよ。

　同じ力の相手が戦うのに、片方は無傷、片方はズタボロじゃ勝負にならないでしょ」

「ならば、あの娘は何をやる気なんじゃ！」

「……策を思いついたんだろうけど。酔っぱらってるからねえ。ちゃんと理り屈くつを通して考えてるかな？」

「……皆みな殺ごろしにされるぞ」




　　　　＊




　偽祝は、ズイズイと和穂に顔を近づけた。術の使えない仙人が、自分をどうやって倒すか、興味を覚えたのだ。

「さあ、どうやって俺を倒す？　下らんハッタリはやめろよ」

「ハッタリじゃないよん」

　和穂は断だん縁えん獄ごくを、今にも自分を食らう為ために開かれそうな、偽祝の牙と牙の隙すき間まに差し込んだ。そして素す早ばやく叫ぶ。

「出ろ、魂沌酒！　あるだけ全部よ！」

　断縁獄から吹き出す魂沌酒を、偽祝は思わず飲み込む。

　そして、和穂は叫ぶ。

「九鷲！　斉願を連れて逃にげるわよ！」

　九鷲は和穂の狙ねらいを知った。

　偽祝に魂沌酒を吞ませ、数十倍の力を与える。だが、これは、どうでもいい事だ。

　和穂は、その後の気絶を狙っているのだ。数十倍の力を得る、わずかな時間を逃げきれば、偽祝は気絶するはずだ。

　九鷲は和穂の狙いを完全に理解し、怒鳴った。

「無む茶ちやにも程があるわよ！　逃げきれなかったらどうするのよ！」

「そんときゃ、また考えるわよ！」

　和穂は出来るだけ、偽祝との距きよ離りを稼かせぎたかった。理性を失い、暴あばれる偽祝の巻き添ぞえになるのは願い下げだ。




　逃げる和穂の背中を見て、龍は言った。

「術の使えぬ仙人よ。

　所しよ詮せんは小こ細ざい工くだな。何を吞ませたか知らないが、俺には通用せんぞ」

　理性の宿やどる声に、三人の動きがピタリと止まる。一番驚いたのは、九鷲だった。

「そんな、馬鹿な。あれは仙せん酒しゆよ。たとえ龍でも、吞めばその効果があるはず！　仙人にだって効くのに！」

「素す直なおに吞めばな。

　口に入れ、臓物の中に落ちたとて、まだ吞んだ事にはならん。

　俺が望まぬ物は、俺の臓物は一いつ切さい吸きゆう収しゆうしないのだ。

　俺の血肉とならぬ限り、いかな仙酒とて効果はない！」

　九鷲と斉願は、地面に力なく座すわり込んだ。

「ここまでね」

　そして和穂は、くるりと偽祝に振ふり向いた。その顔には笑えみがこぼれている。

「さあ、勝負があったわね。偽祝。

　素直に私の言うことをきいてたら、痛い目に遭あわずにすんらのに。

　魂沌酒が効かない？　もしかしたら、それぐらいの事はやるんじゃないかと思ったわよ。あんたは、判断を間ま違ちがえた。より自分に不利な方を選んらのよ」

「開き直りか！　何を根こん拠きよに……」

　偽祝の言葉がピタリと止まった。

　和穂は偽祝に背中を向け、九鷲たちの側にゆっくりと歩いていった。

　そして、酔っぱらいの独ひとり言ごとをブツブツとつぶやく。

「まあ、あれだけ図ずう体たいがでかいんだから、死にはしないと思うよ。

　でもね。しばらくの間は、美お味いしく御ご飯はんは食べらんないれしょうね」

　偽祝の口から叫さけび声が洩もれた。くぐもった不自然な叫び声だ。

　和穂は九鷲の隣となりに座ると、そのまま大の字になった。

「九鷲。ちょっと寝ねる。その爺じいさんが逃にげないように見張ってて」

「ちょっと和穂！　偽祝はどうするの」

「……もう終わってるわよ。私たちの勝ち。やっぱし殷いん雷らいって頼たよりになるよね」

　そして、小さな寝ね息いきをたてはじめた。

「殷雷って、どういう意味？」

　偽祝の叫びはだんだんと大きくなる。獣けものじみた叫びだが、偽祝自体は微び動どうだにしない。

　だが、龍の表情は強こわ張ばり始めていた。

　獣の叫びが周囲にも聞こえる。

　上体を持ち上げていた、偽祝の体がユラリと揺れ、そのまま地面に倒れこんだ。

　土つち煙けむりと轟ごう音おんの中でも、獣の叫びは聞こえている。偽祝は白目をむいていた。

　さらに強くなる獣の叫び。

　そして、偽祝の牙は内部からへし折られ、飛び散った。

「ぐおおおう！」

　雄お叫たけびにも似た、獣の叫びの主あるじは、偽祝の体から躍おどり出た。

　それは殷雷だった。

　髪かみの毛は逆さか立だち、豹ひようのように爪つめを逆立てている。歯と歯を嚙かみ締しめる音が叫びの間に轟とどろいている。

　全身に浴びた赤い血が、殷雷の帰き還かんの方法を物語っていた。

　恐おそらく、偽祝は食道から胃にかけて、かなりの傷を負わされているのだろう。

　殷雷は太陽に向かい狂きよう喜きの叫びを上げた。捕とらわれの野や獣じゆうが解放された喜び、そのままだった。

　そして、殷雷はバッタリと倒れた。

　九鷲は腰こしを抜ぬかしながらも、周囲を見回した。全まつとうに立っているのは自分だけだった。

「ともかく勝ったのね！」

　和穂と殷雷は、大の字になって眠ねむりながら互たがいにいびきをかいていた。




　　　　＊




　殷雷は眉み間けんに手を当て、首を激しく振ふる。意識を取り戻もどしても、まだ魂こん沌とん酒しゆの酔いが残っていた。

　なぜだか、横では和穂が嬉うれしそうに殷雷の背中をボカボカ叩たたいている。

「殷雷だ！　良かった良かった。わはは」

　和穂も酔っぱらってやがると、殷雷は考えた。一体何が起きたのだ？　周囲を見回せば赤い顔をした斉願がいた。こいつも酔ってやがるな。

　そして、殷雷は九鷲の姿を見つけた。

「て、てめえは九鷲！　なんれ外に出ていやがるんら」

　頭の芯しんが揺ゆらめき呂ろ律れつも上う手まく回らない。

「あんたを助ける為ために、和穂に手を貸してたのよ」

「和穂に何をした？」

「五ご吼こう酒しゆを造ってあげたの」

　和穂の酔いの意味を殷雷は知った。この仙酒の名は殷雷もよく知っていた。

　和穂は背中に続いて、ポカポカ殷雷の頭を叩きだしたが、振り払はらうのも面めん倒どうだ。

「どうやって、俺を助けたんら？」

「魂沌酒は知ってるね？　あれを龍を吞のませたの。龍は魂沌酒を拒きよ絶ぜつしたけど、腹の中のあんたには効きいたみたいね」

「お、俺は酒なんか、吞んれないろ」

「魂沌酒は、普ふ通つうの仙酒とは質が違う。防ぼう御ぎよしない限り、触ふれただけで体内に吸きゆう収しゆうされるのよ」

　だいたいの事情は殷雷にも飲み込めた。

　不快な酔いではなかったが、上う手まく頭が回らないのが殷雷には、腹立たしかった。

　斉願の酔いはまだ、ましなようだ。

「偽祝は死んだのか？」

「いや、まだ息はあるろ」

「とどめを刺ささねば！」

　斉願の声が聞こえたのか、偽祝の姿が薄うすれていく。異い界かいの黒い水も消えていく。そして、黒く欠かけていた太陽も本来の光を取り戻していった。

「逃げるか、偽祝！」
















　殷雷は斉願の肩かたを強ごう引いんに引き戻す。

「そうさ、奴やつは逃げたんら。もう、人間の世界にちょっかいは出さぬだろう」

　吐はき捨すてるように、斉願は言った。

「ふむ。奴には誇ほこりある死より、逃とう走そうという屈くつ辱じよくがお似合いだ」

　へらへら笑っていた和穂は、またしても余よ計けいな事を言う。

「はっはっは。斉願も、偽祝の前から何回も逃げてたんらないんれすか？」

　ムッとした斉願の拳こぶしが、和穂の眉み間けんに炸さく裂れつし、反射的に殷雷の回し蹴げりが斉願の首に入った。和穂も斉願も、七命酒の酔いが残っているのでたいした怪け我がにはならない。

　九鷲はそんな三人を見てボソリと言った。

「この酒の酔いって、基本的に上品さに欠けるわよね」

　スタスタと九鷲は、和穂のそばに歩み寄り自分の耳に着けていた索さく具ぐ輪りんを返す。

　代わりに、和穂の手から断だん縁えん獄ごくを外した。

　殷雷は、酔いを覚ますのに必ひつ死しで、九鷲の行動にまで気が回っていない。

　九鷲は断縁獄から、竹の湯飲みを取り出して水を注そそぐ。

　そして、何回か湯飲みの中の水を回して、和穂に渡わたす。同じように、別の竹の湯飲みを斉願にも渡して、最後に殷雷にも渡す。

　そして、三人に言った。

「いいじゃないの。結局丸く収まってさ。和穂は鱗りん帝てい竿かんを取り戻せたし、どうにか偽祝にも一ひと泡あわふかせられたしね。

　さ、みんなで祝しゆく杯はいを上げましょ。

　せえの、乾かん杯ぱい！」

　三人は九鷲に促うながされるままに、竹の湯飲みをぶつけ合い、そして湯飲みの中身をあおった。

　殷雷の動きがピタリと止まる。あれだけ吞のん気きに酔っぱらっていた和穂でさえ、体を強こわ張ばらせた。これは、水じゃない。

　殷雷が怒ど鳴なり声を上げる前に、九鷲は軽く笑って別れの挨あい拶さつをした。

「じゃ、そういうこと。礼には及およばない。徳利とつくりの宝ぱお貝ぺいとして、当然の行いよ。じゃあね」

　そして、九鷲は自みずからを断縁獄の中に収容した。断縁獄は、柔やわらかい草の上に落ちた。

　竹の中の酒を斉願はゆっくりと味わった。

「そうか、あの女は徳利の宝貝だったのか。ならば悪い事を言ってしまったのかもな。

　それにしても、美う味まい酒じゃな。酒の悪口を言ってしまったが、わしはたいした酒を吞のんだ事がなかっただけじゃったわい。

　こんなに、美味いのなら酒もいいもんじゃないか。

　なあ、刀かたなの宝貝よ。この酒の喉のど越ごしの良さに清せい涼りよう感かん、微わずかに漂ただよう花の香かおりなんざ、美味いとは思わんか？」

　斉願の言葉は無視して、和穂と殷雷は喉のどを抑おさえていた。

　もはや、何をしようが後の祭りだ。

　和穂は泣きそうな声で言った。

「の、吞まされちゃったよう。九鷲酒！」




『鱗帝竿』

　自在にその姿を変え、自由自在に己おのれの望む魚をいとも簡単に釣つり上げる釣り竿ざおの宝貝。

　当然、すぐ飽あきる。







　　　あとがき







『奮闘編』




　奮闘編？　て事は外伝か何かなのか？　本編を読んでいなくても、意味が判わかるかな？　と、お悩なやみの諸しよ君くん。大だい丈じよう夫ぶ、意味は判るようになっておるよ。

　私も外伝っぽい本を見つけた時には、いつもそう考えるから、気持ちはよく判る。

　外伝にも色いろ々いろあって、本編のエピソードの後ご日じつ談だんとか、本編では脇わき役やくだった登場人物が主役の物語とかあるが、これはそういうのとはちょっと違う。

　何とこの奮闘編、本編とやっている事が全まつたく一いつ緒しよという、考えようによっちゃ凄すさまじい外伝なのである。

　本編も奮闘編も、目的は一つ。宝ぱお貝ぺいの回収なのだ。

　奮闘編は、短編集でもあり、各短編で一つの宝貝を回収する。

　長い話は、読むのが面めん倒どうだ！　という御ご仁じんには、こっちの奮闘編の方が性しように合うであろう。

　両方読んでくれれば、それが一番嬉うれしいが、本編を読まずとも奮闘編の内容は判るし、逆に奮闘編を読んでいなけりゃ判らない宝貝が、本編の方に登場したりもしないと思う。今のところは。




『編集後記』




　そんなわけで、皆さんこんにちは、ろくごまるにだ。

　以前から要よう望ぼうが多かった、短編版「封仙娘娘追宝録」をまとめて、奮闘編としてみた。

　この短編は、ドラゴンマガジンに掲けい載さいされていたのだが、結けつ構こう見落としていた方が多いようだ。

　まあ、ちょくちょく載のっていたのに、別に連れん載さいでもなんでもなく（本当）、次号予告に載ってなかったりしたから（本当）、油ゆ断だんしてたら見み逃のがしてしまうわな。

　別にいいや、文庫にまとまってから読むから。なんて思っていると、「封仙娘娘追宝録」幻のカラー特集を見逃すような事になったりする。

「封仙娘娘追宝録」の特集なんざ、次にいつあるか判らないし、こればっかりは、後あとで見る事も出来ないぜい。

　そんな訳で皆で読もうドラゴンマガジン、「封仙娘娘追宝録」は載ってなくても、担当Ｙ氏やＳ女史の編集後記は毎月載っている。

　傾向として、Ｙ氏の後記は馬や牛（？）の話が多く、Ｓ女史の後記は、妙みように寂せき寥りよう感かんが漂ただよっているぞ。

　おっと、ドラゴンマガジン誌上では、Ｙ氏は（ヤ）、Ｓ女史は（[image: さ]）になってるので注意。




『作品解説』




　さて、困こまった。あとがきのネタがない。いや、色々と面おも白しろい話はあるのだ。

　夜明けの迫せまる午前四時、南みなみ河かわ内ちのショットバーでバツ三の飲んだくれたマスターが、刺さし身みをつつきながら語ってくれた、人生の極ごく意いとモンゴイカの話とかな。だが、わしも酔よっぱらっていて、モンゴイカの話は覚おぼえているが極意の方は忘れてしまった。

　そこで、今回はあとがきらしく、作品解説をやってみよう。

　ネタが割れるかも知れないので、先に短編の方を読んでおいとくれ。




　「バラの酔っぱらい」

　これぞ、世にも珍めずらしい、締しめ切きりに追われずに書いた話。自分で自主的に書いて、Ｙ氏に見てもらったのだ。

　それで、ドラゴンマガジンに載せようという話になり、一連の短編群の礎いしずえとなったのである。

　内容が内容なだけに、掲けい載さいに到いたるとは考えていなかったが、「食前絶後!!」の時といい、結けつ構こう一か八かの冒険が好きなＹ氏である。

　うむ。お酒は二十歳になってからだ。




「くちづけよりも熱い拳」

「封仙娘娘追宝録」を書き始めた時に、決めた事がある。それは、妖よう怪かいネタはやらないという事だ。

　妖怪ネタはやらないと決めたから、妖怪は出ないんだよう。では、いまいち説せつ得とく力りよくに欠かけるので、妖怪が出ない理由をこの話で明らかにした。

　余よ談だんだが、かの殷いん雷らい刀とうは妖怪を相手にした場合、絶大なまでの切れ味を見せる。妖怪にあまり手て応ごたえがないのは、その為ためである。

　あと、タイトルは会かい心しんの出来。




「意地を断ち切る犬の門」

　三本目の掲載作。そろそろ、ネタに困りはじめる。仕方がないので、長編用のアイデアをこちらに持ってきた。

　狼おおかみの形けい態たいをとる武器の宝貝というアイデアを、短編用にアレンジし、こういう話になった。




「大地に蠢うごめく花の王」

　今までの三本を見て、気がついた。どの話も妙にスケールが小さいではないか。

　小屋や洞どう窟くつや、門の前で戦ってばかりだ。

　ならば、ここは一つ派は手でに、人類の存そん亡ぼうを懸かけた戦いにしようと考えたのが、この話。

　かつてない壮そう大だいなスケールの話だが、戦っているのは、やはり人の家の庭先だった。

　どう考えても、絵にしたら間抜けだろうと思っていたレンゲの王が、ドラゴンマガジン掲載時のイラストでは、かなりそれっぽくなっていた。こういう所が、ひさいち氏のイラストの凄すごさだと思うが、どうか？




「バラの酔っぱらい、ふたたび」

　書き下ろしの中編。

　ドラゴンマガジン掲載分を、文庫にまとめた時には、書き下ろしが付く事が多いようである。

　奮闘編を出す話が出る前から、薄うす々うす予想していたので、原稿用紙四十枚分の、書き下ろしのアイデアは温めていたのだ。

　が、

　打ち合せの時、Ｙ氏は言った。

「書き下ろしは百二十枚ですよ」

　鼻はな血ぢを噴ふき出しながら、引っ繰り返ったがこんな事で、負けてはいけない。

　ゼイゼイ息を吐はきながら、立ち上がった私にＹ氏の、さらなる一撃が襲おそいかかる。

「奮闘編を出版するのを、一か月早めようと思うので、締切も一か月短縮ね」

　涙を流し、震ふるえるように首を横に振る私を残して、Ｙ氏は東京へ帰っていった。

　けどまあ、こうして本が完成しているのだから、上う手まくいったのだろう。人間やれば出来るもんである。

　あ、あの化け物は、異界の生物であり妖怪じゃないぞ。けど、紛まぎらわしいから、異界の生物ネタもついでに封印してしまおう。

　くどいようだが、お酒は二十歳になってからだ。




『以下、次巻』




　そんなこんなで、紙数も尽つきた。恐おそらく二巻も出ると思うので、またお会いしよう。

　ではまた。




　……モンゴイカのゲソは、あまり美う味まくないらしい。







　　　　初出
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